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プロローグ　純粋無垢な彼女の裏の顔
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「今日は昼休み中に買い物か。急げば十五分で行ってこれるかな」

　俺こと坂さか崎ざき祐ゆう太た郎ろうは、授業中にも拘かかわらずスマホのメモ帳を見ながら頭を悩ませていた。

　クラスメイトの茶道部部長に代わって、休み時間中に学園の近くにあるスーパーへ買い出しに行かなければならない。

　茶道部は近々イベントがあって忙しいとかで、猫の手も借りたいほどなのだとか。

　困っている人を見過ごせない性分の俺は、二つ返事で引き受けてしまったのだが……。

「軽音部の山やま口ぐちからも、楽器を運ぶのを手伝ってほしいって言われてるんだよな。こりゃあ、今日は昼食抜きかもしれないぞ」

　すでにもう一つ、昼休みには手伝いを頼まれていたのだった。

「まあ、何とかなるか。幸い放課後は暇だし……ああいや、大事な用事が入ってた」

　スマホ画面をスクロールさせると、今日の夕方には「姫ひめ宮みやさんとの約束」というタイトルでスケジュールが入っていた。

　この姫宮さんというのはクラスメイトの女子、姫宮奏かなでのことだ。

　視線を動かすと、ちょうど彼女が先生に指名されて教卓のほうへ出ていくところだった。

　黒板に書かれた数式を解いている彼女に、クラスメイトの男子たちの視線が集まるのを感じる。

　俺もそれに倣ならって、彼女のことを観察してみた。

　身長は女子の平均くらいで、艶のある黒髪をストレートに背中まで伸ばしている。

　左耳の少し上あたりで赤いリボンが結ばれていて、控えめなオシャレが彼女の人柄を表していた。

　ただ、そこからさらに視線を下げていくと、自然に体へ熱がこもっていくのを感じてしまう。

　キュッと引き締まったくびれと、その反動のように自己主張する丸いお尻。

　直前まで昼休みの予定を考えていたはずなのに、一瞬で、そのお尻を鷲掴みにしたいという思いで頭がいっぱいになるほど魅力的だった。

「先生、出来ました。これでいいでしょうか？」

　解答が終わって彼女がこちらを向いた瞬間、より強く俺の欲望が刺激される。

　パッチリとした大きめの目に、赤い瞳。可愛い系の顔立ちで、守ってあげたくなる雰囲気がある。

　けれど、それらの庇護欲をすっかり吹き飛ばすほど、その胸元が男の欲望を刺激する。

　ブラウスがはち切れそうなほど押し上げられているそこは、男子たちの視線を一身に集めていた。

「ああ、正解だ。戻っていいぞ」

「では失礼します」

　先生へ丁寧に一礼した彼女が、こちらへ戻ってくる。

　噂では、わざわざオーダーメイドでブラを作っているほどの大きさで、高校生にしては規格外の爆乳と言っていいサイズらしい。

　清楚で育ちもよく健気な性格の彼女に、エロいデカ乳ちちが備わっているのは反則で、教室という神聖な場所では信じられないほど背徳的だった。

　俺は自分のことをかなり性欲が強いほうだと自覚しているから、普段はあまり女子へと視線を向けないように注意してる。

　けれど姫宮さんにだけは、どうしてもエロい目を向けてしまうのを止められなかった。

　幸か不幸か、本人はそういった視線に鈍感なので、あまり気にしたことはないらしいけれど。

「くっ……いけない、他のことを考えよう。この後すぐダッシュでスーパーに向かうんだから、股間にテント張ってる場合じゃないぞ」

　自分に言い聞かせるようにつぶやくと、なんとか意識を外そうとする。

　けれどその直前に、なぜか姫宮さんのほうから俺へと視線を向けてきた。

　ふと目が合った瞬間、彼女はわずかに笑みを浮かべる。

　まるで、放課後のことを楽しみにしています、とでも言っているような表情。

　その瞳の奥に情欲の熱が宿っていることに、俺だけが気づいていた。




　放課後、俺は姫宮さんの自宅を訪れていた。

　駅前のタワーマンションの高層階にある一室。ここに彼女はひとりで住んでいる。

　両親は海外で仕事をしているようで、まだ一度も会ったことがない。

　厳重なセキュリティーを通過して部屋の扉を開けると、制服姿の彼女が出迎えてくれた。

「祐太郎くん、いらっしゃいませ！」

「お邪魔します。ここは何度来ても緊張するなぁ」

「セキュリティーが厳重すぎるんですよね。毎回手間をかけさせてしまってごめんなさい」

「ああ、いや、別に大丈夫だよ。そう言う意味じゃないし」

「……？」

　セキュリティー面というよりクラスの……いや、学年の男子たちの羨望の的である姫宮さんの家にお邪魔していることのほうが緊張する。

　それにこれが初めてではないし、これからもっと大変なことをするんだから。

　もしここでしていることがバレたら、俺は卒業まで学年中の男子から恨まれ、つるし上げられるだろう。

　当の姫宮さんはそんなことは想像できないのか、可愛らしく首をかしげている。

「姫宮さんは気にしないで。それより、今日もするんだよね？」

　彼女に案内されて向かった先は寝室だ。

　ひとりで寝るには大きすぎるベッドに俺が腰かけると、彼女は前に立って頷く。

「はい。今日もわたしに……セックスのことを教えてほしいです！」

　さすがに少し恥ずかしいのか頬を赤らめて、それでも躊躇せずにとんでもないことを言う。

　メモ帳に記されていた彼女との予定というのはこのことだった。

　ある日突然に姫宮さんから性欲処理に関する相談を持ち掛けられた俺は、オナニーやセックスについて教育することになってしまったのだ。しかも実践つきで。

　それに、彼女が「今日も」と言ったとおり、性教育を初めてからそれなりに時間が経っている。セックスした回数だけでも、そろそろ両手の指で数えられなくなりそうだった。

「前回は祐太郎くんと、後背位の復習をしましたよね。今日はどうするんですか？」

「じゃあ、今日は騎乗位の復習にしようかな。姫宮さんに動いてもらおうと思うんだけど」

「わかりました、頑張りますね！　ふふ、楽しみですっ！」

　ニコニコと笑みを浮かべながら、制服のボタンに手をかける姫宮さん。

　その様子からも分かるように、彼女は望んで俺から性教育を受けている。

　最初は信じられなかったけれど、見かけによらず性欲が強い女の子なのだ。

　発散方法が分からずに持て余していた欲求を、俺との「お勉強」に向けるようになってからはグングン成長している。

「んっ、しょ……まだ、男の子の前で脱ぐのは少し恥ずかしいです」

　そう言いながらも手は止めず、ブラウスのボタンをすべて外して、中から下着を引き抜いた。

　支えを失った爆乳がたゆんと揺れて、布を押しのける真っ白な乳房全体が露あらわになる。

「うおぉ……何度見ても凄いな……」

　冗談ではなくメロンほどもある乳房は、巨乳が自慢のグラビアアイドルも真っ青だ。

　形がよくて、肌の張りもある。理想的と言っていいエロさだった。

「あんまり見つめられると、いくら祐太郎くんでも恥ずかしいですよ……」

「ご、ごめん。俺も脱ぐよ」

　彼女ばかり脱がせていては申し訳ないということで、俺も制服を脱ぐ。

　俺が全裸になって仰向けになると、スカートとショーツも脱いだ姫宮さんがベッドに上がってくる。

　こうなると、羽織るような形でブラウスが残っているのが逆にエロいな。

「……祐太郎くんのおちんちん、もうこんなに大きくなってます」

　姫宮さんは俺の下半身へ目を向けると、欲望のままに立ち上がっている肉棒を見て目を細めた。

　驚いているとか、軽蔑しているような雰囲気ではなくて、逆にすごく嬉しそうだ。

　そこに手を伸ばし、指先で感触を確かめるように肉棒をつついてくる。

「いつ見てもすごいです。これが、わたしをたくさん気持ちよくしてくれるんですね」

「今日は騎乗位だけど、姫宮さんのほうは大丈夫そう？」

「はい。学園で授業中に視線が合ってから、ずっと期待しちゃってました。……はしたないですよね？」

　姫宮さんは膝立ちになると、足を広げて俺の体をまたぐ。

　今まで隠されていた秘部が晒されると、すでにそこが濡れているのが見えた。

　恥ずかしそうに眉を寄せながらも秘部は隠さない。

　ちゃんと濡れているか確かめないと挿入できないからと指示した、俺の教育どおりにしているのだ。

　クラスどころか学園中の男子に人気の姫宮さんが、俺の教育でこんなエロいことをしていると思うと、それだけで興奮が膨れ上がった。

「……あの、まだこうしていないとダメですか？」

　数十秒か数分か、見とれてしまっていた俺に姫宮さんから声がかけられた。

「あ、ああ。もう大丈夫だよ、挿入しても問題なさそうだね」

「ありがとうございます。……もう我慢出来なくて」

　もじもじと足を動かしながら、切なそうな視線が向けられる。

　視線からは早くエッチしたいという気持ちが伝わってきて、心臓がドキドキと震える。

「じゃあ、教えたとおりにやってみて。ゆっくりでいいから、自分で入れてみるんだ」

「はい、祐太郎くん。ふぅっ……んっ！」

　こくんと頷くと、姫宮さんは肉棒に向けて腰を下ろしていく。

　前に騎乗位でセックスしたときのことを思い出しながら、右手で肉棒を支えて膣口と亀頭の位置を調節していた。

　そして、秘部に触れた熱さに一瞬腰を震わせながら、ゆっくり挿入していく。

「あっ……ん、くうううぅぅぅっ！　くるっ、中にぃ！」

　待ち望んでいた感触に声を漏らしながらも腰を動かす姫宮さん。

　三十秒ほどかけてゆっくり最後まで挿入すると、俺の胸に両手を置いて熱い息を吐いた。

　膣内はヒクヒクと震えながら、しっかり肉棒を締めつけている。

「はぁ、はうぅ……ぜ、全部入りましたっ」

「すごいよ姫宮さん、自分で出来たね」

「えへへ、ありがとうございます。すっごく気持ちよくて、お腹の奥がポカポカしてきます」

　普段教室で見せているような可愛らしい笑みを浮かべながら、俺の肉棒を自分で奥まで咥え込んでいる。

　肉棒が吸いつく子宮口を軽く押し上げていて、彼女がどれだけセックスしたかったかよく分かった。美少女のこんな光景を見ているだけでも射精してしまいそうだけれど、なんとか腰に力を入れて堪える。

「このまま、自分で動けるかな？」

「大丈夫だと思います。それに、いつもお世話になってる祐太郎くんに気持ちよくなってほしいからっ」

「ひ、姫宮さん……うぐっ！」

　思いもよらない言葉に驚いていると、その間に彼女が腰を動かし始めた。

　最初はゆっくりと調子を確かめるように。

　そうして慣れてくると、パンパンとリズムがよくなった。

「あぅ、はぁっ！　わたしの中、祐太郎くんのおちんちんでいっぱいっ！　セックス、気持ちいいですっ！」

　膣内を肉棒で満たして満足そうにしながら、彼女は妖艶に腰を振った。

　それに合わせて、俺の目の前にある規格外の爆乳も上下に揺れる。

　乳房の頂点にある乳首も硬くなっていて、彼女の興奮ぶりがうかがえた。

「あうっ、んんっ！　気持ちいいよぉ、どんどんよくなってますっ！」

「姫宮さん、初めてのときから毎日上手くなってるよね」

「だって、祐太郎くんに教えてもらったセックスがすごく気持ちいいんですっ！　こんなの、今まで知らなかったからぁ……あひっ、んうぅぅっ！　はぁ、はぁぁっ！」

　姫宮さんは興奮で息を荒げながら、気持ちよさそうに腰を振る。

　改めて見ても、あの純情で優等生な彼女がこんなにもエロくセックスしてるなんて信じられない。

「くっ、また締まる……！　姫宮さん、すごくエロいよっ！」

「祐太郎くんのおちんちんもエッチで、とっても素敵ですよ。こんなの、わたしも我慢できなくなっちゃいますっ！」

　はぁはぁ、と互いに息を乱れさせながら興奮を強くしていく。

　肉棒が彼女の中を突き上げるたび、肉ヒダがビクビクと震えて愛液を分泌した。

　それが先走り汁と交わって卑猥な水音を立て、より滑りをよくしてピストンのスピードを上げる。
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　姫宮さんは興奮と激しい運動で全身に汗を浮かべながら、じっと俺を見下ろしていた。

　性欲一色に蕩けたその表情に、俺の興奮も限界まで高まってしまう。

　やがて、高まり続ける興奮に耐えかねたように姫宮さんが声が上げた。

「ううっ、はぁっ……！　イクッ、もうイキそうですっ！　ああっ、ひゃぅぅっ！　気持ちいいのが止められませんっ！　イっちゃうぅぅっ！」

　絶頂しそうなときは、きちんと「イク」と伝えること。

　これも俺が教えたことだった。

　けれど、今は俺のほうが余裕をなくしてしまっている。

「祐太郎くんっ！　祐太郎くんもいっしょにイってぇ！　射精してっ、わたしの子宮に熱い精液を注いでくださいぃぃっ！」

「姫宮さんっ！　ぐっ、ああぁっ！」

　ギュウギュウと膣内を締めつけられて、たまらず両手を伸ばすと彼女のお尻を鷲掴みにしてしまう。

　そして、次の瞬間互いに絶頂した。

「イクッ！　イクッ！　ひっ、あぁぁぁっ！　イックウウゥゥウウウゥゥッ!!」

　ガクガクっと背筋を逸らし、全身を震わせながら絶頂する姫宮さん。

　そんな彼女の中で、俺も膨れ上がった欲望を叩きつけるように射精した。

　下半身が蕩けてしまうような気持ちよさの中、体を支えていられなくなった姫宮さんが俺のほうへ倒れてくる。

「ううっ、はふぅ……もう、動けません……」

「すごくよくセックス出来てたよ姫宮さん。これで騎乗位もマスターかな」

「はぁ、ふぅ……本当ですか？　ふふっ、嬉しいですっ！」

　そう言って、絶頂の余韻で火照った顔に朗らかな笑みを浮かべた。

「この調子で行けば、もっとたくさんテクニックを覚えられるよ」

　俺は胸板に押しつけられた爆乳の感触を楽しみながら、労ねぎらうように彼女の頭を撫でる。

　そして頭の中では、姫宮さんとこうした関係になった経緯を思い浮かべていた。
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　それは、よく晴れた日の昼下がり。

　クラス委員長から頼まれた書類を職員室まで持っていく途中で、俺は荷物を落とさないよう、慎重に階段を降りていた。

「むっ、やっぱり一度に運ぶには量が多かったか……」

　山のように積まれた書類のせいで足元が見えず、まるで杖をついた老人が歩くような速度になってしまう。

　なぜこんなことになっているかは、十分ほど前にさかのぼって説明しなければならない。

　のんびりと午後の授業の準備をしていた俺のところに、書類の山を抱えて焦った様子の委員長がやってきた。

「坂崎君！　悪いんだけど、私の代わりにこの書類を職員室まで持って行ってくれないかな？」

「えっ、急にどうしたんだ？」

「昼休み中にこの書類を持ってきてって、田た畑ばた先生に言われたのを忘れちゃってたの！　でも私、テニス部のほうで部員と相談しないといけないことがあって……」

「ああ、委員長ってテニス部の部長だっけ。分かった、俺が届けておくよ」

　普段から、がんばってクラスをまとめてもらっている彼女が困っている。

　それなら、助けない訳にはいかないだろう。

「ありがとう！　ほんと、皆が言ってるとおり、いざというときは頼りになるわ。こんど埋め合わせはするからね！」

　そう言うと、委員長は早足で教室を出ていく。

「さてと、運ぶとするか」

　立ち上がって書類の山を持ち上げると、隣の男子が呆れたような視線を向けてくる。

「坂崎、また頼まれごとか？　本当にお人好しだなぁ……俺も助けてもらったことがあるから人のことはいえないけど、少しは断ったほうが自分のためだぜ」

「でも、困ってる人を見ると放っておけないじゃないか」

「ははは。まあ、坂崎はそういう男だよな。体を壊さないように頑張れよ」

　こうしてクラスメイトに見送られ、書類の山を抱えながら階段を降りているわけだ。

　しかしその途中で、不意に前から声をかけられた。

「あれ、もしかして坂崎くん？」

「えっ？　ああ、水みず谷たにか。俺だってよく分かったね」

　話しかけてきたのは、クラスメイトの女子だった。

「そんな書類の山を抱えて、いかにも「仕事を押しつけられました」って感じのクラスメイトは坂崎君しかないよ」

「どうしても断れなくてね」

　そう言いながら体をひねって、水谷のほうを向く。

　すると、彼女の後ろにもうひとり女子生徒がいるのが見えた。

「姫宮さん？　珍しいね、水谷といっしょだなんて」

　そこにいたのは、この学園でもぶっちぎりトップで可愛いと言われている姫宮奏さんだった。

　姫宮さんとデート出来れば死んでもいいなんて言う男子もいるくらいで、実際何人も告白しているようだけれど、恋人ができたという話は聞かないので断っているんだろう。

　ちなみに、彼女は男子だけでなく女子にも人気だ。

　普通は男子にモテる女子は、同じ女子からはひがまれそうだけれど、素直で純粋な性格の彼女は、名前のとおりお姫様でも扱うみたいにちやほやされている。

　肝心の俺はといえば、クラスメイトではあっても、今までなかなか話す機会がなかったので親しくはない。

　けれど姫宮さんは基本的に大人しい性格なので、クラスではギャルグループに入っているような水谷とだって、あまり縁はなかったはずだ。

「昨日、奏ちゃんがあたしの読んでる漫画に興味を持ったらしくて、何冊か貸す約束をしてたのよ」

「は、はい。好きな漫画に興味を持ってくれるのは嬉しいからと、快こころよく貸していただいたんです」

　見れば、姫宮さんは数冊の漫画本を抱えていた。どうやら少女漫画のようだ。

　彼女は一瞬だけ書類の山に視線を向けると、俺のほうを見て口を開く。

「あの、坂崎くんは大変じゃありませんか？　よく頼まれごとをされている姿を見かけますが、大丈夫なのですか？」

「あー、心配してくれてありがとう、でも平気だよ。だいたいは好きでやってることだし、困ってる人がいたら誰かが手を差し伸べないと」

「すごいですね、迷いなくそんなふうに言えるなんて。尊敬します！」

　姫宮さんが目を輝かせてそう言うので、なんだかむずがゆくなってしまう。

「運ぶぐらい、そんなにたいしたことじゃないよ。じゃあ、俺はもう行くから」

「あ、はい。気を付けてくださいね！」

　このときの俺はまだ、評判の可愛いクラスメイトと会話が出来てラッキーくらいにしか思っていなかった。

　けれどこの出来事が、俺の生活を大きく変えるきっかけとなったのだ。




　姫宮さんとの会話から数日が経った放課後。

　珍しく頼まれごとがなかった俺は、のんびりと帰り支度をしていた。

　すでにほとんどの生徒が下校していて、残っているのは何人もいない。

「今日はどうするかな。久しぶりに本屋にでも寄って帰るか……ん？」

　気が付くと、机の横にひとりの女子生徒がいた。

「姫宮さん？」

「はっ、はい。姫宮です」

　名前を呼ばれ、彼女は少し緊張した様子で頷く。そんな仕草も、とても愛らしい。

　内心では彼女と話せるだけでも嬉しいけれど、その感情を表に出さないようにする。

　相手が緊張しているのに、自分だけ盛り上がっていては怖がらせてしまうだろうから。

「どうしたのかな。もしかして、俺に何か用があるとか？」

「そうなんです。実は、坂崎くんに頼みたいことが……ッ!?」

　彼女が何か言おうとした瞬間、教室の扉が開いて生徒が入ってきた。

　どうやら、残っていた他のクラスメイトと待ち合わせをしていたみたいだ。

　すぐに連れ立って出て行ったので、これで教室内にいるのは俺と姫宮さんだけになる。

　ただ、彼女は今のショックで口を閉ざしてしまった。

　その様子を見て、これまで様々なお願いや相談をされてきた俺は状況を察した。

「もしかして、他の人には聞かれたくないような話かな？」

「……はい、お恥ずかしながら」

　素直に頷く彼女に、俺は迷ってしまう。

　内緒のお願いや相談は、これまでにも何度かされたことがあった。

　ただ、それらはすべて男子からのお願いであって、女子から秘密のお願いをされるのは初めてだ。

　どうしたものかと思っていると、姫宮さんは意を決した表情で口を開いた。

「あ、あの！　ここでは誰かに聞かれてしまうかもしれないので、わたしの家に来ていただけませんか？」

「えっ!?　ひ、姫宮さんの家って……本気で？　俺、男だよ？」

　完全に意表を突かれた言葉に驚き、確認の言葉を投げかける。

「はい、わたしなりに情報を集めたところ、坂崎くんはみんなに信頼されてるようですから、秘密の相談をするなら貴方しかいないと思って」

「そんなに大事なことなら、ご両親とかに相談したほうがいいんじゃないかなぁ」

「あの……わたしの両親、ふたりとも海外赴任していて日本にいないんです」

「えっ……そっか、ごめん。余計なことを言っちゃった」

「き、気にしてないので大丈夫です！　それより、相談を受けてもらえますか？」

　不安そうな表情でこちらを見つめてくる彼女に対して、俺は頷く選択肢しか持っていなかった。多少の不安はあるけれど、彼女はもっと不安なはずだから悩んでいられない。

　それから、俺は姫宮さんに連れられて彼女の家へ向かうことに。

　その道中で、駅前のタワーマンションが自宅だとは聞いていたけれど、実際に目にすると度肝を抜かれてしまった。

　オートロックだけでなく、上層階の部屋へは、下層とは別のエレベータまである。専用のキーで解除しないと、そもそも上がることさえできないようだ。

「元々は一軒家に住んでいたんですけど、ひとりで生活するならセキュリティーが万全なところに住んでほしいからと、両親が用意したんです。大袈裟ですよね」

「それだけご両親が、姫宮さんのことを大切に想ってるってことじゃないかな。確かにここなら防犯上の心配はないだろうし」

　ただ、そんな安全なはずの家に、これからクラスメイトの男子が踏み込んでしまうことになる。

　俺は心の中で彼女のご両親に謝りつつ、下手なことは出来ないなと思った。

　部屋の中に入ると、そのまま奥の部屋に連れていかれる。

「あの、ここは？」

「わたしの寝室です。リビングだと広くて落ち着かなくて、普段もほとんどここで過ごしているんです」

　確かに、一世帯が余裕をもって暮らせるような部屋数だし、姫宮さんひとりでは持て余してしまうだろう。

「広すぎるのも考えものだなぁ。……それで、相談というのはどういったことなのか、さっそく聞いてもいい？」

　ここまで来たのだから、彼女の悩みというのを聞かせてもらおう。

　そう考えていると、何故か姫宮さんは、とても恥ずかしそうに顔を赤くしていく。

「あの、姫宮さん。一体どうしたんだい？」

　困惑してしまう俺。

　すると彼女は、近くのテーブルの上にあった一冊の漫画を手に取った。

「そ、相談の内容というのは……実は、これなんです」

「少女漫画？　ふせんが貼ってあるね。どれどれ……うぉっ!?」

　チェックされているページを開くと、そこには全裸で絡み合う男女の姿が描かれていた。

「これはっ！　……なかなか、大胆な描写だな」

　数ページに渡ってセックスシーンが描かれていて、しかも男の俺でもエロいと感じるほどに生々しい。

　全年齢ギリギリというか、かなり攻めた描写なのは間違いないだろう。

（水谷の奴、分かっててこんなものを姫宮さんに渡したのか!?）

　俺は内心でクラスメイトの女子を責めた。

　姫宮さんが純粋で無垢だというのは、クラスメイトの中ではよく知られている。

　保健の授業でも顔を赤くして恥ずかしがるくらいだから、こんなエロ本紛いのディープな描写は初めて見たんだろう。

　もしかしたら、これ以降は読み進めてさえいないかもしれない。

「もしかして、この漫画を代わりに水谷へ返してきてほしい……とか？」

　少ない情報の中で想像力を働かせ、そうあたりをつけて問いかける。

　けれど、姫宮さんは明確に首を横に振った。

「そうじゃないんです。貸していただいた以上は全部読みましたし、お話はとても面白かったんです。ただ……」

　彼女はわずかに口ごもったあと、慎重に言葉を続ける。

「……ただ、興味が湧いてしまって」

　そこで俺の頭の中に、信じられない予想が浮かび上がる。

「興味？　それって、もしかして……セックスについて？」

　心の中では、そんなこと姫宮さんに限ってありえないと思いつつ、問いかけてしまった。

　それに彼女は、はっきりと頷く。

「この本を読んでからは、よくエッチなシーンを思い出して頭が熱くなってしまうんです。治めようとしても我慢出来なくて、気が付けばまた本を手に取って食い入るように見てしまって……」

「ふむ……遅い性の目覚めってやつなのかな」

「へっ？」

　訳が分からないという表情の姫宮さんを前にして、俺は腕を組み考える。

　これまで純粋無垢に育ってきた彼女が、急にあんな濃厚なエロシーンに触れて、未発達だった性欲が刺激されたのかもしれない。

「姫宮さん、もしかしたら専門のお医者さんに相談したほうがいいかもしれないよ。俺は素人だし……」

　俺は善意からそう言ったけれど、彼女は落ち込んで下を向いてしまう。

「そんなっ！　わたし、両親に心配をかけたくないんです。だから、どうにか自分で解決したくてっ！」

「ううむ……」

　そう言われると、俺も彼女の気持ちを無下にできない。

　となると、解決する方法は一つ。

　姫宮さんが性知識を学んで、自分の中で生まれた性欲を制御することだ。

　彼女だって保健の授業を受けているから、必要最低限の知識はあるはず。

　俺はそのことを出来るだけ分かりやすく、押しつけないよう注意して伝えた。

「わたしが性知識を……エッチなことを学ぶ、ですか」

「ああ、自分で自分を制御できるようになるのが、いちばんだと思う。エロいことに強い興味を感じてしまうのは、急に性欲が芽生えたからじゃないかな」

「性欲が急に、芽生えたから……そう言われると、なんだか納得できる気がします」

　彼女は俺の話を聞くと、自分でも考えこむようにしながら頷く。

　そして、何か決意した表情で俺を見上げた。

「坂崎くん、相談に乗ってくれてありがとうございました。おかげで少しスッキリしたと思います」

「そっか、それは良かったよ」

　今までにない相談で焦ったけれど、助けになれたなら良かった。

　これで万事解決だと思っていると、続けてとんでもない言葉が姫宮さんの口から発せられた。

「その、図々しいとは分かっているんですけれど、もう一つお願いがあります。わたしに、エッチな知識を教えてくれませんか？」

「…………」

　彼女の新しいお願いに、俺の頭は一瞬、理解を放棄して沈黙してしまった。

　数秒してもう一度言葉を咀嚼してから、ゆっくりと口を開く。

「姫宮さん、自分が何を言ってるのかわかってる？」

「はい」

　しっかりと頷くと、彼女は姿勢を正して大きな胸に手を当てた。

「恥ずかしいという気持ちはあるんですけど、それ以上にエッチなことを知りたいという気持ちが強いんです。どうか、先生役を引き受けてもらえないでしょうか」

　その言葉がおふざけなどではないということは、色々な悩める人たちと関わってきた俺にはよくわかった。

　同時に、目の前に困っている人がいるのだから助けなければという、いつもの気持ちが湧いてくる。

「分かった、引き受けるよ」

「本当ですかっ!?　ありがとうございますっ！」

　嬉しそうに立ち上がると、姫宮さんはこちらに近づいてきて手を握る。

　その見た目以上に華奢な手に、彼女を正しい方向へ導いてあげなければと思うのだった。




「それで、わたしは何から始めればいいんでしょうか？」

　少し時間を置いて気持ちを落ち着けると、姫宮さんはさっそく指導を始めてほしいと言った。

　彼女がそう言うならと、第一回目の指導を始めることに。

　テーブルを挟んで対面に座ると、面談を始めた。

「そうだね。まずは、姫宮さんが普段どうやって性欲を発散してるか知りたいな」

「発散というと、その……オ、オナニーでしょうか？」

　彼女は手を重ねて指をもじもじと動かしつつも、正直に答えてくれる。

「強い性欲に目覚めたのはここ数日のことだよね？　今までにどのくらいしているのかな」

「それは、あぅ……さ、三回です。始めは上手くできなくて、漫画を参考にしました」

　そう聞いて改めて漫画を見てみると、男性が女性の体を指で愛撫しているシーンがあるので、ここを参考にしたんだろう。

　他にもいくつか使えそうな部分があるから、最初の内は俺も、これを教科書にするのがいいかもしれない。

　姫宮さんも、慣れたシチュエーションのほうが理解しやすいだろうし。

「三回というと、毎日一回くらいのペースかな」

「坂崎くん、それは……どこかおかしいのでしょうか？」

「そんなことはないと思うけれど……」

　俺は少し迷った後で、返事やアドバイスを躊躇ためらうのは、お互いのためによくないと結論づけた。

「もしよければ、姫宮さんのオナニーを見せてもらえないかな。俺は男だけれど、危ないことをしているかどうかくらいは判別出来ると思う。例えば、処女膜とかを傷つけちゃったらいけないし」

「わ、分かりました。確かにそうですね、思いもよりませんでした。さすが坂崎くんです」

　正直これはかなり反発されるかと思ったけれど、予想以上に彼女は素直だった。

「知識がないまま続けると危ないからね。それより、姫宮さんはいいの？　言い出しっぺの俺が言うのもなんだけど、相当恥ずかしいんじゃないかな」

「確かに、凄く恥ずかしいと思います。でも、わたしを心配してくれたんですよね？　だったら頑張ります」

　思ったよりもしっかりした言葉で言う姫宮さん。

　彼女の言葉を聞いて俺も、よりいっそう真剣にやらねばと思った。

　それからは、俺の提案どおり彼女のオナニーを見せてもらうことに。

　姫宮さんはベッドの上に座ると、背中を壁に預けて制服のブラウスに手をかけた。

「ええと、まずは服を脱いだり緩くしたりして……体に触りやすくします」

　彼女が勉強に使っているらしい机から椅子を借りて、その行為を観察する。

「んっ……やっぱり、少し恥ずかしいですね」

　ネクタイを緩めてボタンをいくつか外すと、服の隙間から深い谷間が見えた。

「ごくっ……」

　制服を着ているときから分かっていたけど、やっぱり大きい。

　カップ数にすれば、どのくらいになるんだろうか。

　Ｇカップか、Ｈカップくらい？　あるいはもっと？

　女子校生として平均的な身長の彼女に対して、下品に見えないギリギリのサイズだということがわかる。

　それでも巨乳というよりは、完全に爆乳の域に達していた。

「……胸、気になりますか？」

「えっ!?　あ、いや……」

　咄嗟に視線をそらしたけれど、慌てぶりを見ていたのか姫宮さんは首をかしげていた。

「ちゃんと見てくださいね。オナニーするとき、ここも触るんです」

「あ、ああ。分かったよ」

　逆に叱られてしまったので、今度は真剣に見つめることにする。

「中学に上がったくらいからどんどん大きくなっていって、大変だったんです。お母様も大きかったので、遺伝でしょうか」

　話しながらも彼女はテキパキと手を動かして、ボタンを全部外すとブラを抜き取ってしまう。

　ついに姫宮さんの爆乳の全貌が露あらわになった。

　さすがにこの大きさだと重力に引かれて少し下を向いているけれど、十分綺麗な形だ。

　乳房の張りもよさそうで、乳輪と乳首は綺麗なピンク色をしている。

「下も、脱ぎますね」

　彼女は一拍置いてから、スカートにも手をかけた。

　慣れた手つきでスルスルと下ろしていくと、ブラと同じ柄のショーツが目に入る。

「さ、さすがにちょっと恥ずかしいですね。でも、がんばりますっ」

　胸を見られるよりショーツを見られるのが恥ずかしいというのは、まだ男子に性的に見られる意識が育ってないからだろうか。

　体つきはエロいのに性的なことに関する常識は子供っぽくて、そのギャップがたまらない。

「んっ！　ぜ、全部脱ぎましたっ！」

　これで、ブラウス以外で彼女が身に着けているのはソックスくらいだ。

　秘部を隠すものもなく、足を開けばすぐ見えてしまうだろう。

　彼女は閉じている足の間に左手を差し込むと、指先で秘部に触れ始めた。

「姫宮さんは普段、指でするのかな？」

「はい、指先で撫でるようにするとだんだん気持ちよくなってくるんです。こうやって……はぅっ！」

　すると、その瞬間ゾクッと肩を震わせて声を漏らす。

「姫宮さん大丈夫!?」

「はっ、んぅっ……だ、大丈夫です。なんだか体が熱くて、指先で触れただけで気持ちよさが伝わってきました」

「ゆっくりでいいから、最後までよく見せてほしいな」

「はい、見ててください……あ、はぁっ！」

　呼吸を整えるとまた指を動かす。

　けれどやっぱり気持ちいいようで、すぐ悩ましい声が聞こえてきた。

「どうしてぇ……こんな、いつもより気持ちいいっ！　坂崎くんが見てるから？」

　姫宮さんは、それから少しずつ指の動きを大きくしていく。

　その姿を見ているとどうしても興奮してきてしまうけれど、表には出さず平静を装う。

「足、開いてくれるかな。もっとよく見たいんだ」

「わかり、ましたぁ……くぅっ！」

　彼女は目じりに涙を浮かべながらも、ゆっくり足を開いていく。

　やがて両足が完全に開かれてＭ字になり、弄っていた秘部が丸見えになる。

　あふれ出た愛液で濡れており、愛撫している指先もトロトロだ。

「体のほうもかなり興奮しているみたいだね。普段はこのまま最後までするの？」

「はぁ、はぁっ……最後に、ちょっとだけ指を入れます。でも、怖くて奥までは入れられないです」

「この分なら大丈夫だと思うけど、一応確認させてもらえるかな」

　姫宮さんはこくんと頷き、開いた足を右手で押さえながら、左手の中指を動かした。

「はぐっ……んっ、んんぅぅ……ッ！」

　指が僅かに膣内へ挿入されると、彼女の体がビクビクっと小さく震える。

　今の姫宮さんをクラスメイトが見ていたら、その背徳的な姿に魅了されてしまうだろう。

　学園では純粋無垢なイメージな彼女が、ひっそりとオナニーしている姿はそれだけギャップがあってエロい。

「はぁ、はぁ、んっ！　指、気持ちいいっ……」

　興奮で頬を赤く染め、ゆっくり指を動かしていく。

「本当はもっと気持ちよくなりたいけど、痛くなっちゃうのが怖いから……んっ、ひゃぁ……あうっ！」

　少し刺激が強かったのか、ビクッと肩を震わせる。

「い、今の、気持ちよかったよぉ……もっと、もっと気持ちよくなりたいなぁ」

　姫宮さんはまた指を動かしながら、自慰にふけっていく。

（くそっ、こんなの見せられて我慢できるはずないっ！）

　なんとか堪えようと思っていても、どんどん下半身へ血が集まっていってしまう。

　姫宮さんはそれに気づいていないようで、ますますオナニーに夢中になっていった。

「ゆ、ゆび……もっと奥に入れたら気持ちいいかな？」

「ダメだよ姫宮さん」

　そんな中、彼女が手に力を込めたのでハッとして手を伸ばす。

　彼女の腕を掴むと、それ以上激しい愛撫をするのを止めさせた。

「うぅ……どうして？　もっと気持ちよくなれそうなんですっ」

「あまり強くすると中を傷つけちゃう。それを止めるために俺がいるんだ」

　俺は幸いにも、彼女のその行動によって理性を取り戻した。

　とはいえ、潤んだ目でこちらを見つめてくる姫宮さんは心臓に悪い。

　彼女に性知識を教える先生役なんだという自覚をしっかり持っていないと、襲い掛かってしまいそうになる。

「でも、このままだとムラムラがもっと強くなっちゃいそうなんですっ！」

「じゃあ、他の方法を試してみよう。女の子には気持ちよくなるための場所が色々あるみたいだからね」

　俺は自分の手を動かして、腕から指先のほうへと滑るように移動していく。

　そして、秘部に挿入している中指ではなく、人差し指に触れて誘導した。

「ここだよ、ここ。触ってみて？」

「こっち、でしょうか？　んぅ……あひゅっ!?」

　愛撫している膣口の少し上にある、ぷっくりと膨れた部分。

　そこへ人差し指が触れた瞬間、姫宮さんの肩がビクンと震えた。

「なんですかっ、これっ!?　ビリビリって、今までよりずっと気持ちいいのがぁっ！」

「そこがクリトリスだよ。女の子が気持ちよくなるためだけについているエッチな場所さ」

　分かりやすいよう説明したけれど、どうやら彼女は話を聞く余裕がないらしい。

　恐る恐る指先で何度か触れ、その度に訪れる大きな快感で目を白黒させている。

「あぁ、あふぅぅ！　これっ、ダメですっ！　ずっと触ってたらおかしくなってしまいますっ！」

「気持ちいいみたいだね。ムラムラは治まりそうかな？」

「もどかしい感じは、なくなりました。でも、気持ちよすぎてこのままじゃ、すぐっ……ひぃっ！」

　クリトリスを刺激したことで、姫宮さんの全身に快感が行き渡ったようだ。

　これならもう膣内も敏感になって、ちょっと人差し指を動かすだけで、より強い快感が得られるようになっているはず。

　案の定、彼女の表情はどんどん快楽に蕩けていった。

「はひっ、ふぅっ……あぁぁ……」

　体を支えられなくなったのか、壁によりかかって完全に体重を預けている。

　首も傾いていて、潤んだ瞳は焦点が合っていないようにも見えた。

　力が抜けたように開かれている口からは、だらしなく舌が覗いている。

　口の中からあふれた唾液が舌を伝って垂れ落ち、豊満な胸元を汚す。

　無垢な少女が快楽に溺れている姿はこれ以上ないほど背徳的で、男の獣欲を煽った。

「ひ、姫宮さん……」

　もしここで理性を放り捨ててしまえば、どれだけの快楽を味わうことが出来るだろうか？

　豊満な肉体を好き勝手にして、もしかしたら自分のものに出来てしまうかもしれない。

　正常な判断力を失っている今の彼女は、俺を拒めないだろう。

「……ッ！」









[image: ]











　けれど、脳裏に指導を始める前、不安そうな表情で俺を頼ってきた彼女の顔がよぎる。

　辛うじて理性が働いて一歩後ろに下がると、それと同時に姫宮さんの興奮が頂点に達したようだった。

「く、うぁっ！　くるっ、きちゃうっ……！　坂崎くん、見ててくださいっ！　イキ、ますっ……ああぁあああああぁぁぁぁっ!!」

　グニっと人差し指に力が入った途端、これまででいちばん大きく彼女の体が震えた。

　同時に、お腹の奥から吐き出されたような嬌声が寝室に響き、目尻から涙がこぼれる。

　震えはそのまま大きく数回続いたあと、徐々に小さくなっていった。

　数分もすると完全に落ち着き、姫宮さんの呼吸もまだ不規則だけれど少しずつ落ち着きを取り戻していく。

「ふぅ、はぁ、はぁぁ……うっ！」

「おっと、危ない。このまま寝かせていいかな」

「うう、お願いします」

　完全に脱力してしまった彼女が倒れそうになってしまったので、慌てて支える。

　ゆっくりベッドへ横にならせると、彼女の思考も落ち着いてきたのか瞳に理性の光が戻ってきた。

　それと同時に羞恥心も戻ったのか、開きっぱなしになっていた足を閉じて胸も腕で隠す。

「す、すみませんっ！　こんなはしたないところを見せてしまって……」

「いや、いいんだよ。むしろありのままを見せてくれてすごく助かった」

「……わたしのこと、エッチな女の子だと思いましたよね？　クラスメイトに、こんな姿を見せつけてしまって」

　彼女は少し目を伏せ、腕に力を込めてギュッと自分の体を抱きしめた。

　その表情からは、いろいろな負の感情が見える。

　強く絶頂した反動か、自己嫌悪に陥ってしまっているようだ。

　自慰行為を覚えたての人間には、よくあることだと聞いたことがある。

　だから、その不安を解消してあげるために俺は彼女の手を強く握った。

「大丈夫、姫宮さんは悪い子じゃないよ。恥ずかしいのを我慢して俺に全部見せてくれたじゃないか。すごく尊敬してる」

　逆に自分が、クラスの女子の前でオナニーを見せろと言われたら、きっと出来ないだろう。俺のその言葉で少し緊張が取れたのか、彼女は表情を柔らかくした。

「ありがとうございます。あの、もしよかったら指導を続けてもらえますか？　わたしの体、これからもどんどんエッチになっちゃうと思うんです。こんなこと頼めるの、坂崎くんしかいないから」

「ああ、分かった。出来る限り協力するよ」

「ふぅ、そう言ってもらえると安心しました。これから、よろしくお願いしますねっ！」

　体を起こした彼女と、しっかり握手を交わす。

　こうして、俺と姫宮さんの秘密の関係が始まるのだった。




　翌日から、彼女は積極的に話しかけてくるようになった。

　どうやらそれなりに信頼を得られたらしい。

　おかしな注目を集めないよう、周りの目を気にしつつも、お互いの予定を合わせて指導をすることに。

　場所は姫宮さんの家、下校時間をズラしつつ移動すると決めてから落ち合う。

「祐太郎くん、今日はどんなことを教えてもらえますか？」

　俺が合鍵を使って部屋に入ると、机の上に例の漫画を並べた彼女が正座で待機している。

　今日でもう、何回目かの指導だ。性知識の基本は押さえ終わったといったところか。

　最初にオナニーを見せて慣れたからか、姫宮さんは回数を重ねるごとに、どんどん大胆になっていった。

　こうしてふたりだけのときは名前で呼んでくれるほどで、俺も少し驚いている。

　それでもまだ、主に指導する内容はオナニーの仕方で、日に日に強くなっていく彼女の性欲を上手く解消することを目的としている。

　最初の内は指で、続けて俺がネット通販などで用意したローターなんかの道具を使いつつ学んでいった。

　俺も最初は緊張していたけれど、半月もするとだいぶ慣れてくる。

　相変わらず姫宮さんはエロいけど、なんとか欲望を抑え込むことも出来ているし。

　しかし、そんな充実したオナニーにも、もうすっかり慣れてしまったようだ。

　刺激を求める彼女のほうから、今日はさらに発展した行為を求められてしまった。

「あの、祐太郎くん。わたし、セックスをしてみたいんです」

「セックスって……姫宮さん、自分が何を言ってるのか、今度こそ分かってる？」

　普段どおりオナニーの指導で終わると思っていた俺は、突然切り出された話に驚いてしまう。これまではあくまで、彼女の性処理のためのアドバイスという形だ。

　俺が性欲処理行為に、大きく介入したことはない。

　けれど、セックスともなれば相手がいなければ成り立たないだろう。

「はい、意味はよく分かっています」

「じゃあ、その相手は……」

「こんなこと、祐太郎くんにしか頼めませんっ！」

　少し顔を赤らめつつ、そう断言する姫宮さん。

　そこまで信頼してくれているのは嬉しいし、正直彼女とセックスしたい気持ちは大きい。

　これまでずっとオナニーを見せられていたから、ここ最近は自分の性欲までが肥大してきているのを感じていたから。

「この漫画を目にしてから、ずっと思っていたことなんです。男女がエッチな気持ちを思い切りぶつけ合って体を交わらせたら、どれだけ気持ちいいんだろうって」

　そう言いながら、テーブルの上で漫画のページを開く。

　借りていた本は持ち主に返して、俺が姫宮さん用に新しく取り寄せたものだ。

　彼女は学生にしては珍しく、ネットの扱いに慣れていない。通販すら未経験だった。

　ひとり暮らしをする上で、両親からネットには気を付けるように言われたので、あまり使わないようにしているという。

　取り寄せてから数日しか経っていないけれど、何度もエッチなシーンを読み返したのか、本にはもう開き癖がついていた。

　それだけ姫宮さんが、セックスに興味があるという証拠だ。

　俺は少し迷った後で、彼女に最後の確認をすることにした。

「姫宮さんは処女だよね。誰かのために残しておきたいとか、そういう特別な相手はいないのかい？」

「いません。両親も、お付き合いをする相手は自由にしてほしいと言っていました」

　少し意外に思った。彼女の両親はひとり娘のためにタワーマンションの部屋を用意するほど過保護なのだから、当然異性関係でも口を出すと思っていたのだ。

　万が一、俺と姫宮さんの関係がバレたら目めの敵かたきにされるだろうとまで思っていただけに、少しだけ安心する。まあご両親も、オナニーまで見せていいとは言わないだろうけど。

「それでも、純潔というのは失ったら戻らないんだよ。本当に俺が相手でいいの？」

「はい、よろしくお願いします」

　姫宮さんの意志は変わらず、俺に期待の目を向けていた。

　その視線に迷いは見受けられず、純粋にセックスに対する興味を抱いているということが分かる。

　それなら、俺も余計な迷いは捨てなくちゃいけないと思った。

「それで……、今日するつもりなの？」

「はい、祐太郎くんの都合がよろしければ。一応、わたしの体の都合もいい日なので」

「都合？　……あっ！」

　ふと部屋の壁にかけられたカレンダーを見ると、今日も含めた数日に、ハートマークの印がつけられている。

「あれはもしかして……」

「生理を計算した、わたしの安全日です。何度も確かめたので間違っていないと思います」

　姫宮さんは同年代に比べて驚くほど純粋無垢に見えるけれど、学園での成績はかなり優秀なほうだ。

　そんな女の子がここまで言うなら、信じられるとは思う。

　ただ、いきなり安全日ねらいでなくても、避妊方法はいろいろあるはずだけれど……。

「祐太郎くんは、私がコンドームを買いにいけるように見えますか？」

「見えないね。残念ながら、俺も用意してない」

　万全を考えれば今から買いにいくほうが良いのだろうけれど、どうやら姫宮さんにその気はないようだ。

「それでいいんです。だって、本気のセックスには、ゴムは使わないんですよね」

「本気、か……」

「はいっ！　本来、生身同士で交わるところに邪魔者が入っているのは良くないと思います。それに、せっかく初めてなんですから！」

「なかなか、独特な考え方だね」

　どうやら彼女には、彼女なりのこだわりがあるようだ。

　初めてのセックスに対するあこがれ、というやつだろうか。

　心なしか、テンションも普段より高くなっているように見受けられる。

　姫宮さんと初体験……それも生エッチで……。なんという誘惑だろうか。

「分かった、姫宮さんの希望どおりにするよ」

「ありがとうございます！　ふふ、楽しみですねっ！」

　姫宮さんはニコニコと笑みを浮かべながら、漫画のページをめくっている。

　その純真な姿からだけでは、彼女がセックスしたがっているとは誰も気が付かないだろう。他人が知らない俺だけが知っている彼女の姿を見て、少し胸が熱くなってしまった。

（……でも。俺はなるべく冷静でいて、ちゃんと姫宮さんの初体験を成功させてあげないとな。あくまで、先生役なんだから）

　自分の心を律するように考えると、続けて準備に取り掛かった。

　タオルや飲み物を用意すると、ふたりでベッドに上がる。姫宮さんのベッドはふたりが横になっても少し余裕があるくらいなので、セックスするには十分だ。

「いよいよ、なんですね。少し緊張してしまいます」

「とりあえず、俺に任せてくれるかな？」

「はい、よろしくお願いします」

　改めてペコリと頭を下げる姫宮さん。

　これから彼女の初めてを貰うんだと思うと、冷静でいようとしつつも、俺も体が熱くなるのは抑えられない。

　まずはお互いの気分を盛り上げようと、彼女に近づいてゆっくり手を握った。

「あっ……」

「大丈夫？」

「は、はいっ」

　手が触れると、彼女の体が小さく震える。

　気持ちではやる気十分でも、やはり緊張しているんだろう。

　それでも、そのまま手を握っていると緊張が少しずつ解れてくる。

　普段からオナニーを俺に見られているからか、接触に慣れるのも早いようだ。

「ありがとうございます、もう大丈夫です。これからどうすれば良いでしょうか？」

「そうだね……」

　恋人同士であればキスの一つでもするんだろうけど、生憎と俺たちはそういう関係じゃない。

　いや、キスしたくないのかと言われると返答に困るけれど、俺の一存でしていいものではないだろう。

　となると、少しずつ互いの体に触れていくのが、いいんじゃないだろうか。

「じゃあ、少し体に触れていいかな？」

「は、はい。あっ……」

　俺は彼女の背中に手を回すと、ちょっとだけ力を入れて抱き寄せた。

　姫宮さんも一瞬驚いたようだけれど、すぐ俺の動きに合わせてくれる。

　正面から向き合うような形で、ほんの二十センチもない場所に彼女の顔があった。

「うっ……ち、近いです」

「そ、そうだなぁ」

　姫宮さんがこちらに合わせてくれたからか、思ったより引き寄せてしまったようだ。

　身長差があるので、何かの間違いで唇が重なるようなことはないのだけれど、少し驚いてしまう。

　やがてどちらともなく僅かに体を離すと、ちょうどいい距離感になった。

「それで、祐太郎くんが触ってくれるんですか？」

「そうだね、まずは俺からやらせてもらおうかな」

　そう言いつつ、俺は少し緊張していた。

　これまで彼女の痴態を何度となく眺めてきたけれど、自分から触れにいくのは初めてだからだ。

　何度か制止したり介助するときに胸や腕に触れたことはあるけれど、あくまで不可抗力。

　自分の手で愛撫するとなると、女の子のどこから触れていいのか迷ってしまう。

　すると、姫宮さんが制服のブラウスに手をかけた。

「えっ？」

　俺の見ている前で、ボタンが一つまた一つと外されていき、肌が露あらわになる。

　やがて、すべてのボタンが外れると可愛らしい桃色の下着に包まれた爆乳が現れた。

「あの、いつも見てたから……触りたいのかなと思ってて……」

　驚いて言葉も出ない俺に向けて、少し控えめな声音でつぶやく姫宮さん。

　確かに、胸は彼女の体の中でも特に自己主張の激しい部分だ。

　俺自身も巨乳が好きなので、控えようとは思いつつも毎回視線を向けてしまっていた。

　どうやら彼女も、それに気づいていたようだ。

「姫宮さん、いいの？」

「いつもわたしばかり気持ちよくなってしまって、申し訳ないと思っていたんです。祐太郎くんも、少しでも気持ちよくなってくれたら嬉しいな」

　少し顔を伏せ気味にしながらも、彼女は視線をこちらに向ける。

　ここまで言われては、結構ですとも言えないな。

「それじゃあ、触らせてもらうよ」

「はい、どうぞ。……んっ」

　両手を伸ばすと、まずは慎重に、指を押しつけるようにして触れる。

「おおっ！　これは……」

　それだけでも、指先から感嘆するほどの感触が伝わってきた。

　滑らかで張りのある肌は、男の俺とは大違いだ。

　指を動かすと滑るように動いて、そのまま撫でたくなってくる。

　少し力を入れるだけで、指先が乳房に沈み込んだ。

「柔らかい。こんな感触は初めてだ」

　力を入れれば入れるだけ歪んでいく、柔らかい乳房。

　けれど、しっかり肉の詰まっている感触もあって、思わず両手を使って揉みしだいてしまう。

「はぅ、んっ……わたしの胸、祐太郎くんに遊ばれちゃってますっ」

　視線を動かして姫宮さんの様子をうかがってみたけれど、悪い気はしていないようだ。

　このまま続けても大丈夫だろうと思った俺は、爆乳を支える下着に手をかける。

「これ、外してもいいかな？」

「あ、はい。ここをこうして……」

　姫宮さんが手を後ろに回すと、すぐにホックが外れて下着が緩んだ。

　俺は肩ひもを外すと、ブラを抜き取る。

　支えを失った乳房が、重力に従ってわずかに下を向き、揺れた。

「うっ……やっぱり裸の胸を見られるのは、まだ少しだけ恥ずかしいです」

「でも、姫宮さんのおっぱい、すごく綺麗だよ。こんなに大きいのに」

　言いながら、俺は手を動かして生の爆乳を揉んでいた。

　両手で下からすくい上げるようにしながら、指を動かして感触を味わう。

　フニフニと柔らかさを楽しんだり、がっしりと鷲掴みにしてボリュームを楽しんだり。

　思う存分味わえるこの機会にと、遠慮はしない。

「あぅ、あぁっ！　胸、たくさん揉まれてますっ……男の子の手、おっきい……」

　姫宮さんは与えられる刺激を受け止めつつ、少しぼーっとした表情になっていた。

　それに合わせて、揉んでいる手でも変化が感じられる。

「ん？　もしかして、乳首が硬くなってきたかな」

　試しに手を離して観察してみる。

　すると、案の定ピンク色の可愛らしい乳首が立ち上がり始めていた。

「あ、あまり見ないでください。恥ずかしいですっ」

「すごく可愛くて、これを見逃すなんてもったいないよ。そうだ！　いいことを考えた」

「いいこと、ですか？」

　恐る恐るこちらの表情をうかがってくる彼女に、俺は笑みを浮かべて返した。

「これまでは、確か指でしか刺激してなかったよね。じゃあ、舌ならどうかな？」

「えっ……？　舌って、誰の……ひゃあっ!?」

　その問いに答える代わりに、俺は彼女の胸に吸いついた。

　周りの乳輪ごと口に含みながら、舌で乳首を舐める。

「ひっ、あうぅぅっ！　な、なんですか？　胸がっ……ひんっ！　ビリビリってしますっ！」

　刺激が強かったのか、姫宮さんが驚くように声を漏らした。

「少しやりすぎたかな？」

「ちょ、ちょっと驚きました。まさか舌で舐められるなんて……でも、なんだか自分で弄るより気持ちいいです」

「じゃあ、もう少し優しくしてあげないとな」

　力を調節すれば問題ないと分かり、愛撫を再開する。

　押しつけるようにして圧迫したり、あるいは舌先でくすぐるように刺激したり。

　舌は指の次に器用に扱える部分なので、その利点を存分に生かした。

「はぁ、んんっ！　祐太郎くんの舌、すごい動きです。わたしの胸、溶けてしまいそうっ」

「んっ……確かに、体も熱くなってきて溶けそうだね」

　愛撫の効果が出てきたのか、姫宮さんの真っ白な肌が興奮で色づき始めている。

　今こうして刺激している乳房は特にそうで、ほんのり桜色になってきているようだ。

「この調子だと、下のほうも濡れ始めているかな」

「そ、それはっ……そんなこと、言わせないでくださいっ」

　俺のつぶやきに、こうしてすぐに反応しているところを見ると怪しいな。

　とはいえ、下のほうに取り掛かるのはもう少し先だ。

「じゅるっ、ふぅ。こっちはもう出来上がったね」

　口を離すと目の前には、唾液に濡れてすっかり硬くなった乳首がある。

「はぁ、はぁっ……ようやく、終わりですか？」

「いいや、まだもう片方ある」

　そう言うと、残ったもう片方の乳房へも吸いついた。

「ひゃぐっ!?　あひっ、やぁ……また胸から、気持ちいいのが入ってきますぅ！」

　連続での刺激に耐えかねたのか、大きな嬌声を上げる姫宮さん。

　けれど、俺はしっかり両方とも愛撫するまで止める気はない。

　中途半端で終わりにするっていうのは良くないと思っているからだ。

「ちゅる、れろっ、ふぅ。片方をたっぷり舐められたからか、もう片方は感じるのが早いね」

「なんだか、気持ちいのが伝わっているみたいですっ……あぅ、んんっ！」

　だんだん快感を抑えきれなくなってきたのか、身じろぎしている。

　それでも、多少体が揺れたくらいじゃ、この爆乳は逃がさない。

　しっかりと拘束しつつ、丹念に刺激していく。

　やがて両方の乳房がすっかり蕩けるころになると、姫宮さんの体は出来上がっていた。

「はっ、ふぅっ……体がポカポカして、熱いです」

　姫宮さんは、興奮ですっかり火照った表情になっている。

　呼吸はそれほど荒くないけれど、代わりに吐き出す息がとても熱い。

　彼女の体が、普段のオナニーよりもずっと熱くなっている証拠だ。

「これからのことを考えて、かなり丹念にやったからね」

　処女だということもあって、愛撫をやりすぎるということはないと考えていた。

　付け加えると、俺が夢中になってしまったという部分もある。

　これまでは、ずっと見ていることしかできなかった場所に初めて触れて、興奮してしまっていたようだ。

　少し反省しなければと思っていると、姫宮さんが声をかけてくる。

「祐太郎くん。わたしもう、我慢出来なくて……」

　全身を火照らせ、ベッドのシーツをギュッと握りながら切なそうな視線を向けてきた。

「そろそろ頃合いかな」

　ここまで愛撫すれば、前戯としては十分と言っていいんじゃないかと思う。

　密着したままでは落ち着いて会話も出来ないので、俺はとりあえず彼女から体を離した。

「姫宮さん、セックスを初めていいかな。その……、本気のセックスをさ」

　そう言うと、それまでボーっとした彼女の顔がハッとなる。

「ついに、してもらえるんですね！」

　そしてワクワクした表情になると、力が抜けていたと思っていた体がシャキッとする。

　体を起こすときに、ちょっとぐらついていたのはご愛嬌だろう。

　一度しっかり感じさせられた快感は、まだ体に残っているようだ。

　俺は彼女と向かい合いながら一つ問いかける。

「それについてなんだけど、姫宮さんに希望を聞いておきたいんだ。初めては、どんなセックスがいい？」

「そ、それは……どうしましょう、急に言われると迷ってしまいます」

　予想外の質問だったのか、左右に目を泳がせる姫宮さん。

　教科書代わりに使っている漫画には複数の体位が出てくるので、その中からどれにするか迷っているんだろう。出来るだけ彼女の意志を尊重したいけれど、あまり間を置くと体が冷えてしまうのでアドバイスする。

「いちばんポピュラーな体位なら、正常位じゃないかな」

「やっぱり、そうでしょうか？　初めてですから、無難なものがいいですよね」

　彼女も元からその考えはあったのか、意外とすんなり決断してくれた。

「じゃあ、ベッドへ横になってくれるかな」

「わかりました。よいしょっ、と」

　姫宮さんは俺に言われたとおり、仰向けでベッドに横になる。

「はふぅ……」

「少し緊張してる？　俺もだよ」

「祐太郎くんでも緊張するんですね」

「そりゃあするよ。女の子の初めての相手を務めるだなんて光栄だし、責任重大だ」

　処女喪失は、何がどうあっても一生に一度のこと。

　女子は男子よりも、初めての相手のことを気にしないと聞いたことはある。

　けれど、セックスに興味津々な姫宮さんなら、ずっと初体験を憶えていても不思議じゃない。そのことで緊張している俺を見てか、彼女が優しく微笑みかけてきた。

「祐太郎くん、そんなに重く考えないでください。少し手伝っていただくだけですから」

「これから俺がきみをどうするか知らないのに、よく言うよ」

　呆れというよりも関心してしまった俺は、苦笑いしながら体を動かしていく。

　そして、揃ったまままっすぐ伸ばされていた足へ手を伸ばした。

　膝裏に腕を通して、ひと抱えにしながら抱き上げる。

「きゃっ！　スカートがっ！」

　大きく足が持ち上げられたことでスカートがめくり上がり、ブラと同じ桃色の下着が晒さらされた。

「ふむ、やっぱり……」

　そして俺の目は、下着がしっかり濡れているのを確認する。

　やはりというか、胸への愛撫で秘部も十分に感じていたらしい。

「姫宮さんの下着、濡れちゃってるね」

「ううぅぅ……」

　視線を上げると、彼女が手で目元を覆って唸っている姿が見えた。

　男子からの視線には少し鈍感な彼女でも、これはかなり恥ずかしいらしい。

「そんなに恥ずかしがることないのに。俺は凄く嬉しいよ、愛撫で感じてくれて」

　濡れ具合は思った以上に激しくて、下着で吸収しきれなかった分が太ももを伝ってシーツまで落ちている。エッチなことに関してはノリがいい姫宮さんでも、性知識の指導を始めたばかりのころはここまで淫らではなかった。

　俺の指導が着実に彼女の体を開発しているのが分かって、思わずほくそ笑んでしまう。

「祐太郎くんの舌がすごく気持ちよくて、こんなになってしまったんです……責任、とってくださいね？」

　目元を隠していた手をどかすと、こちらへ潤んだ瞳を向けてくる。

「当たり前だ。最後まできちんと面倒をみるよ」

　そう言いながら、俺は彼女の最後の砦であるショーツを脱がせていく。

　スルスルとずらしていって、最後まで脱がせることはせず太ももあたりで止めておいた。

　そして、彼女の足は閉じたままにして抱え上げ、露あらわになった秘部へ腰を近づける。

「あの、祐太郎くん？　これは……」

「うん、ちょっと普通の正常位とは違うけどね。足を開いたままセックスすると、慣れてないと翌日は、少しキツいみたいだから」

「わたしの体のことを心配してくれたんですね。ありがとうございます」

「気づいたからやってるだけだよ。あまり察しのいいほうじゃないから、何かあったらすぐ言ってほしいな」

　俺の言葉に彼女が頷くのを確認すると、再び動き出す。

　片手でズボンから肉棒を取り出し、いよいよ姫宮さんの秘部へと押し当てた。

「ひゃ、はうぅっ……すごく、熱いですっ！　これが、直に感じる男の子のおちんちんなんですか……」

「そういえば、俺の体のことは、あまり教えてなかったね」

　基本的にオナニーの指導や補助に主眼を置いていたこともあったけれど、自分の性器を無垢な彼女の前に晒していいのか不安があったからだ。

　今だって直接見える位置にはないだろうけれど、その男性器の存在を、しっかりと彼女に押しつけてみる。

「すぅ、はぁ……。少しびっくりしましたけど、大丈夫です。こんなに大きなものがちゃんと中に入るのか、少し心配ですけど」

　姫宮さんは自分を落ち着けるように深呼吸すると、ちょっと苦笑いした。

　けれど、挿入に関してはそれほど心配いらないだろう。

　これまで彼女に愛撫を指導する中で、何度かは指を膣内に入れていたし、指先だけなら二本入れたこともあった。

　それに今は、胸への舌愛撫のおかげで愛液だってたっぷりだ。

　俺はいよいよ覚悟を決め、処女を貰うべく、姫宮さんを見下ろす。

「姫宮さん、入れるよ。これからセックスするからね！」

「はっ、はいっ！　わたしの純潔、祐太郎くんに捧げます！」

　その言葉を聞いて胸がいっぱいになった俺は、腰を押し進めて挿入を始めた。

「あぐぅっ!?　これっ、すごい太いよぉ！」

　興奮で限界まで勃起した肉棒が、まだ狭い膣口を押し広げて彼女の中へと入っていく。

　姫宮さんが少し苦しそうな声を上げるけれど、ある意味、苦しいのは俺も同じだ。

　先端だけの挿入途中にも関わらず、膣内がギュウギュウに締めつけてきて、激しい刺激を感じてしまう。

「さすがに、ちょっと苦しいな」

　姫宮さんのことを考えると、あまり強引に動くわけにもいかない。

　たっぷりの愛液を頼りにしつつ、少しずつ奥へと進んでいく。

　そして、ついに……。

「あっ、そこっ……あ……」

　姫宮さんが呟き、俺は肉棒の先端にわずかな抵抗を感じた。

　俺と視線を交わらせた姫宮さんが、キュッと口を結んで頷く。それなら……。

「はっ、はぁっ……あっ、ぎううううぅうぅぅぅうぅぅぅっ!!」

　次の瞬間、肉棒が処女膜を突き破った。

　寝室に姫宮さんの大きな悲鳴が響いて、同時に膣内が痛いほど締めつけてくる。

　予想以上の処女のキツさに、思わず俺も唸ってしまう。

「くっ！　これはすごいなっ！」

　単純な刺激だけでも、自分の手でするより数割増しで強い。だがもちろん、キツいだけじゃない。不規則に蠢く肉ヒダが、俺にこの世のものとは思えない快楽を与えていた。

「姫宮さんの中、すごくエッチに動いてるよっ！」

「はぅ、ううっ……そんなこと言われても、よくわかりませんっ！」

　確かに、今の彼女は挿入の刺激を受け止めるので精いっぱいなようだ。

　その必死な表情を見ていると、自分だけ快楽に溺れていられないと思う。

「少し休憩したほうがいい？」

「いえ、このままきてくださいっ！　絶対、抜いちゃダメです……ん、くぅっ！　おちんちんでのセックス……してください！」

「分かった。でも、無理そうならすぐ言うんだぞ」

　正気に戻った俺は、あまり大きな刺激を与えないように気を付けつつ腰を動かしていく。

　愛液はたっぷりと滲んでいたので、押し込めば、比較的スムーズに奥までたどりつけた。

「はひ、はぁっ……わたしのいちばん奥まで、入ってるんですか？」

　呼吸を乱しながら問いかけてくる姫宮さん。

　俺はそれに頷くと、ベッドの横に置いてあったタオルを取って額の汗を拭いてやる。

「全部奥まで、しっかりつながってるよ。初体験だね」

　そう言うと、彼女は安心したように息を吐いた。

「ふぅっ……きちんと受け止められたんですね。良かったです。でも、まだ終わりじゃないですよね？」

「姫宮さん、疲れてるみたいだけど、このまま続けていいのかい？」

「はい。最後までセックスを……させてください。お願いしますっ！」

　彼女の表情はいつもどおり真剣で、誤魔化すことはできなかった。

　ならば希望どおりにしようと、改めて腰を動かしてピストンを始める。

「あうっ!?　お腹の中で、祐太郎くんのおちんちんが動いてますっ！」

「こうやって、お互いの性器を擦り合わせるんだ。ふぅ、くっ！」

　ゆっくりと動かしながらも、下半身へ伝わってくる快感に思わず歯を噛み締める。

　肉棒の大きさに慣れたのか、姫宮さんの膣内はさっきより活発になっていた。

　入り口付近はキュンキュンと締めつけつつ、中ほどはヒダを押しつけて絡ませてくる。

　さらに奥に進むと、亀頭が柔らかく包み込まれる感覚がした。

「最高だ、こんなに気持ちいいことは初めてだよっ！」

　それは、俺が今まで味わってきたどんな快感より甘美な刺激だった。

　正直な気持ちを言葉にしながら、少しピストンのスピードを上げる。

　パンパンとリズムよく腰が打ちつけられて、乾いた音が寝室に響いた。

「くっ、まだ締まるのかっ！」

　足を重ねて抱いているからか、膣内の締めつけはますます良くなっていった。

　その刺激に耐えながら腰を動かしていくと、姫宮さんの口から喘ぐような声が漏れ出てくる。

「んぁっ、はふぅっ！　大きいのが、わたしの中で動いているのが分かりますっ！」

「姫宮さん、まだ大丈夫？」

　膣内の絡みついてくる感覚に耐えながらそう問いかけると、彼女は頷いた。

「だ、大丈夫です。ちょっとヒリヒリしますけど、今はこの感覚のほうがすごくって……あふっ、んんっ！　すごいっ、奥まで届いちゃってますっ！」

　多少緊張はしているようだけれど、初めてのセックスを堪能しているようだ。

　いままでの自慰では、処女膜を傷つけないよう少しずつしか触れられなかったからか、その反動で大きい刺激を求めていた。

「こ、こんなに太いもの……初めてなんです。それに、奥までっ……あぁっ、またくるっ！　ひううううぅぅっ!!」

　肉棒が処女の最奥まで入り込み、清純な子宮口をやさしく刺激する。

　すると姫宮さんは大きな嬌声を上げ、目を見開きながら刺激を受け止めた。

　残念ながらすべてが甘い快感という訳にはいかないようだけれど、その口元は歓喜に緩んでいる。

「これがセックスなんですねっ！　凄いですっ、気持ちよくて頭がホワホワしてぇ……祐太郎くん、もっとセックスしてくださいぃ！」

　与えられる刺激で目に涙を浮かべながらも、彼女は求め続ける。

　俺もその気持ちに応えようと、よりいっそう大胆に腰を動かしていった。

「姫宮さんの中、全部俺が犯してやるっ！　くっ、おおぉぉっ！」

「あっひいいいぃぃぃっ！　すごっ、くひぃっ！　子宮、潰れちゃいますっ！」
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　若干前のめりになりながら、体重をかけてより深くまで犯す。

　本来なら丁寧に扱わなければならない子宮口も、今はただの性感帯の一つだった。

「奥っ、いちばん奥までくださいっ！　もっと突いてぇっ！」

　激しいピストンに目尻に涙を溜めつつも、彼女が俺を止めることはなかった。

　どこまでも求めてくるその姿に、いつしか俺も欲望を溢れさせてしまう。

「姫宮さんの中、ぜんぶ気持ちいいよ。最高だっ！」

　腰を前に進めればビクッと震えて蕩け、後ろに引けば行かないでと締めつけてくる。

　初体験で、彼女の純潔のすべてを自分のものにしたかった。初めて味わう女性の膣内。その濡れた媚肉全体に亀頭を擦りつけ、襞ひだの感触を楽しもうとする。

　姫宮さんの中もまた、生まれてから今までずっとこの瞬間を待ち望んでいたかのように喜びに震え、全力で俺の精液を搾り取ろうとしてくる。

「はぁ、ぐっ、ふぅ。こんなの、いくらも持たないぞ……」

　俺はピストンを続けながらも、抑えきれない欲望が高まってくるのを感じていた。

　思春期の男の性欲が、一刻も早く目の前の少女に種付けしたいと叫んでいて、理性が持ちそうもない。

　しかし俺よりも、姫宮さんが限界を迎えるほうが早かったようだ。

「はぁ、うううぅぅっ！　もう、おっきいのがきちゃいますっ！　もっともっとしたいのに、我慢できないんですっ！」

　ふるふると足を震わせながら、ギュッと目をつむる。

　彼女の体内で膨れ上がった快感は、もう抑えきれそうもない。

　そんな彼女に声をかけながら、俺もラストスパートをかけた。

「姫宮さん、イっていいよ。俺もいっしょにイクから、ふたりで気持ちよくなろう！」

「祐太郎くんっ……はい、イキますっ！　いっしょにっ！　いっぱい出してください！」

　パンパンパンっと激しく音を立てながら、彼女の秘部へと腰を打ちつける。互いに息を荒げながら熱い視線を交わらせ、その呼吸に合わせて肉棒を前後させていった。

　にちゃにちゃと抜き差しされる様子は、視覚的にもかなりヤバイ。

　同級生の秘穴にちんこが出入りしているなんて、こんなエロいことはない。そしてついに今、限界まで高まっていた欲望の塊がはじけ、俺は姫宮さんの子宮へと生で射精する。

「ぃあっ、ぐううぅうううっ！　イクッ！　セックス！　祐太郎くんとのセックスでイっちゃうっ！　ひぃっ、ああああぁぁっ！」

「俺もイク！　出すよ、姫宮さんっ！」

　最後の瞬間は、思い切り彼女の両足を抱きしめながら腰を打ちつけた。

　出せる！　出していいんだ！　女子のおまんこに！

　ぐっと肉棒を押し出し、コリッとした最奥へと押しつけながら射精する。

　熱い精液が噴き出して子宮口にかかった瞬間、彼女の体もビクンっと大きく震えた。

「熱っ、くうううぅぅぅっ！　中にっ、あひっ、あううううぅぅううぅぅぅぅっ!!」

　大きな胸を揺らしながら背を反らして、ガクガクっと震える姫宮さん。

　初めての中イキに浮き上がるほどの快感を覚えながらも、その表情は幸せそうだった。

「ひぃぃ、あっ……きもちいい、ですっ……うぅっ…………」

　最後に満足そうにそうつぶやくと、彼女は気を失ってしまった。

　初めてのセックスで激しい絶頂までしてしまい、体がついていかなかったのだろう。

　それでも、絶頂の続いている体は肉棒を締めつけて、最後まで精液を搾り取ろうとしてきた。

「う、ぐっ……姫宮さん、ほんとにエッチだね。純粋無垢だって言われてたのが、とても信じられないよ」

　俺のモノを咥え込んで悦んでいる彼女は、淫魔のように淫らだった。

　これならおそらく、これからも彼女は俺との関係を望むことだろう。

　彼女のセックスへの興味は、一回くらいでは尽きないと思う。

「一度協力すると言った以上は、最後まで付き合うつもりだけど、どうなることやら」

　互いの興奮が落ち着くと、俺は体を離して、気を失った姫宮さんを介抱する。

　そしてこれからのことを、不安と期待をまぜこぜにしながら考えるのだった。
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「全員起立！　礼！」

　クラス委員長の号令に合わせて全員が挨拶すると、今日も学園での授業が終わる。

　大勢のクラスメイトが帰り支度をする中、俺も荷物を鞄にまとめていた。

　そのときふと前のほうを見ると、数人の女子が集まって話しているのが見える。

　あの席は姫宮さんのはずだ。

「ねえ奏ちゃん、よかったらこれから、いっしょにファミレス行かない？　奏ちゃんに食べてほしい新作のデザートがあるの！」

「前にメロンが好きだって言ってたでしょ。なんとメロンづくしのパフェだって！」

　どうやら姫宮さんを、遊びに誘っているようだ。

　素直で可愛らしい彼女は男子だけでなく女子にも人気で、たびたび誘われているのを目にする。

　みんな、お姫様のように可愛い彼女を構いたくて仕方がないのだ。

　姫宮さん本人も誘われることを嬉しく思っているようで、あまり断る姿は見たことがない。ただ、今日は珍しく手を合わせて謝っていた。

「すみません、これから、お買い物をしないといけないんです」

「あー、そっか。奏ちゃんひとり暮らしだもんね、大変だ」

「よければ私たちが手伝おっか？　家事って力仕事も多いし」

　クラスメイトが親切に手伝いを申し出るが、彼女は首を横に振る。

「いえ、実は坂崎くんに手伝いをお願いしてしまっているんです」

　その言葉で女子たちの視線が一瞬こちらを向く。

　俺はそれに気づかないように帰り支度を続けた。

「へえ、坂崎かー。確かに意外と力持ちだもんね」

「うんうん、彼なら他の男子と違って、姫宮さんに変なちょっかいもかけないだろうし」

「いざってときの坂崎君！　クラスの間じゃ合言葉みたいなもんだし、あははっ」

　幸いにも、女子たちから疑うような視線を向けられることはなかった。

　どうやらこれまでの実績のおかげで、信用されているらしい。

　俺は内心で、クラスメイトのそんな信用を裏切ってしまっていることを謝罪する。

　確かに買い物に付き合い、荷物持ちをする予定もあるけれど、その後は姫宮さんの家でセックスの指導をするんだ。

　彼女の初めてを貰ってから、もう一ヶ月ほどが経つ。

　その間も俺たちの関係は堅実に続き、行為の内容はより淫らなものになっている。

　一度セックスを経験した姫宮さんだが、それで満足せず、性行為への興味はより強くなっていた。

　今では一週間に一度か二度、予定を合わせて彼女の家に訪問している。

　それだけ頻繁に会うことになると、どうしても隠し通せない。

　そこで周囲には、ひとり暮らしで大変な姫宮さんの手伝い、ということで説明している。

　彼女の素直で純粋な性格と、俺がここまで築き上げてきた信用のおかげで上手くカモフラージュされていた。

「坂崎くん、そろそろいいですか？」

　気が付くと、机の前に鞄を持った姫宮さんが立っていた。

　寝ぐせ一つない綺麗な黒髪に、柔和な笑みを浮かべている顔。

　ブラウスのボタンは一番上までキッチリ閉まっていて、スカートの長さも校則を守っている。

　どこからどう見ても清楚な少女なのに、一度スイッチが入ると驚くほど淫らになるのだからすごいと思う。

「ああ、俺も準備できてるよ。そろそろ行こうか」

「すみません、いつも手伝っていただいて」

「いや、役に立てて嬉しいよ。ひとり暮らしは色々大変だろうし。お礼はご飯でいいよ」

「坂崎くんについてきてもらって、本当にありがたいです。お礼に夕食を作りますから、ぜひ食べていってください！」

　他愛ない話をしながら学園を出て、そのまま駅前のスーパーへ向かう。

　ここで一週間分くらいの食料を買っていくから、女の子ひとりだとなかなか大変だ。

　以前は配達サービスを使っていたようだけど、配達担当がおばさんから若い男に代わって、少し不安だったらしい。

　それを聞いた俺は、ちょうどいいと、荷物持ちをカモフラージュに使うことを提案したのだった。姫宮さんも、ふたりでしていることがバレるとマズいというのはよく分かっているようで同意してくれた。

　マンションの部屋につくと、姫宮さんはさっそく夕飯の準備を始める。

　俺としては夕食の話もカモフラージュのつもりだったけれど、彼女はやる気満々だった。

　俺の言葉をなんでも真面目に受け取るあたり純粋だなぁと思いつつ、下手なことを言わないようにしようと自戒する。

　姫宮さんが作ったのはパスタで、比較的軽い夕食だった。

　おそらくこれからのことを考えて、お腹いっぱいにはならないようにしたんだろう。

　夕飯を食べ終えると、彼女に促されて寝室へ移動する。

　テーブルを挟んでクッションに腰を下ろすと、姫宮さんが口を開いた。

「祐太郎くん、今日はどんなことを教えていただけるんですか？」

「そうだね……」

　最初の内は、姫宮さんの希望に沿って性行為を指導していた。

　けれど、元々そういった知識に乏しい彼女では、すぐアイデアも尽きてしまう。

　教科書代わりになっている漫画に出てくる行為は、大抵やりつくしてしまった。

　そこで最近は、俺のほうからこんなエッチがあるよ、と提案するのがテンプレになっている。

　俺はポケットからスマホを取り出すと、画像ファイルを開いて姫宮さんに見せた。

「今日は、こんなところでどうかな？」

「これは……おっぱいを使っていますね」

　画像は、男性にパイズリ奉仕をする女の子のイラストだった。

　分かりやすく行為の内容を伝えるため、大抵はこういったイラストを使用している。

「胸でおちんちんを挟んで、気持ちいいんでしょうか？」

　姫宮さんはスマホを手に取ると、興味津々に眺めている。

「単純な刺激はセックスに劣るけれど、結構興奮するみたいだよ。生憎と俺は経験がないけど」

　そもそもパイズリできるほど豊満な胸を持つ女性は、それほど多くない。

　こういった行為が認知されているのは、ＡＶや創作物のおかげだろう。

「へえ、面白そうですね！　わたしの胸でも再現できそうですし、ぜひ経験してみたいです！」

「姫宮さんなら、そう言うと思ったよ」

　彼女が決めたことで、さっそく行為を始めることに。

　俺がベッドに腰かけると、彼女がその前でしゃがみ込む。

　資料用に、様々な角度からパイズリを描いたイラストを何枚も用意していたので、彼女もどうすればいいかすぐ理解したようだ。

「では、始めますね。最初はどうしたらいいんでしょうか？」

「まずは、勃起させるところからかな」

　俺は自分でベルトを緩めると、下着ごとズボンを脱いでベッドの横に置いた。

　彼女の前で下半身を晒すのも、もう慣れたものだ。

　とはいえ、やはり期待で瞳がキラキラしている姫宮さんの前に肉棒を突き出すのは、少しだけ悪いことをしている気分になってしまう。

　同じ棒でも、清純な彼女はチュロスなんかの甘味を持っていたほうが、よほど似合うのだから。

　でも、目の前にいる当の姫宮さんは、ワクワクした表情で肉棒を見つめている。

「いつものように硬くするんですよね。では、手でやらせていただきます」

　彼女はそう言うと、躊躇なく両手を伸ばして俺のものを掴んだ。

　そして片手で根元を支えながら、もう一方の手で刺激し始める。

　力は入れすぎず自然体で、リズムよく手を動かしていく。

「ふふ、たくさん気持ちよくしてあげますからねっ」

　まるで子供にでも話しかけるように優しく言うと、愛撫を続けていく。

　ゆっくりと上下にシコシコと、手コキのお手本のような動きだ。

「祐太郎くん、どうですか？　足りないことがあれば遠慮なく言ってください」

「大丈夫だよ。だんだん気持ちよくなってきたから」

　実際に姫宮さんの愛撫はなかなかのもので、徐々に体が興奮してくるのを感じていた。

　最初こそ強く握りすぎる失敗をしたものの、今では力加減の調節は完璧だ。

　手の動きも滑らかで、自分で握るよりもずっと気持ちいいと感じられる。

　それに何より、姫宮さんにペニスにご奉仕してもらっているという興奮が大きい。

　つい一時間ほど前まで、教室でクラスメイトと談笑していた彼女が、自分の部屋に男を連れ込んで手コキ奉仕をしているのだ。

　ギャップもそうだし、俺を興奮させようと一生懸命な姿を見ていると胸が熱くなる。

「あっ、だんだん大きくなってきましたね。もう大丈夫でしょうか。ふふ、今日もご立派ですっ」

　肉棒が完全に勃起してくると、姫宮さんは手を離す。

　少し残念な気もするけれど、これからすることを考えるとその気持ちも消し飛んでしまった。

「では、わたしも準備させていただきます」

　彼女は直前まで肉棒を握っていた手で、自分の制服をはだけていく。

　首元のタイを緩め、ブラウスのボタンも外すと、今日の主役であるおっぱいがお目見えだ。ブラによって支えられたそれは、見事に丸い北半球と深い谷間を作り出している。

　開放的な性格の女子ならいざ知らず、普段からきっちりと首元までボタンを占めている姫宮さんの双球を、わずかなりとも拝めるのはクラスメイトの女子くらいしかいない。

　これだけでも学園中の男子がお宝にしそうな光景だけれど、彼女はそのままブラにも手をかけて外してしまった。

　支えがなくなったぶん重力に引かれ、北半球の丸みは減じる。

　けれど、その代わりに乳房全体の重さを表すように揺れて、一気にエロさを増した。

　頂点に位置するピンク色の乳首も、期待からか少し硬くなっているように見える。

「相変わらず、姫宮さんのおっぱいはエロいね」

「少し前までは大きさと重さで不便だと思っていたんですけど。最近は鏡を見る度に自分でも、エッチだなって思うようになってしまいました」

　そう言って苦笑いしながらも、彼女は俺の股間へ体を近づけてくる。

「でも、こうしておっぱいを使ったご奉仕を勉強できるんですから、大きくてよかったです！　祐太郎くんも、大きいほうが好きなんですよね。でも気になっても、学園で見つめるのはよくありませんよ？」

　これまで何度も指導している中で、互いの性癖も少しずつ理解を深めていた。

「清楚な顔して、中出し好きの女の子に言われたくないよ」

　姫宮さんは性行為の中でも、本番セックスに並々ならぬ興味を抱いている。

　そして、セックスするときは必ず生で、しかも中出しを求めてくるのだ。

　その影響で本番セックスは安全日にしかせず、基本的には手コキやフェラチオなどの指導が主になっている。

　はっきり言って、とてもセックスを覚えたばかりとは思えないほどの淫乱さだ。

　当初は姫宮さんとエロいことが出来てラッキーだとばかり思っていた俺も、この成長には驚いてしまった。

「でも、わたしのエッチな知識はぜんぶ祐太郎くんに教えてもらったものですからね。いわゆる共犯というやつでしょうか」

「確かに、これはふたり以外に知られちゃいけないね」

　互いに笑い合いながらも、行為は続いていく。

　姫宮さんは自分の大きな乳房を両手で抱えると、俺の勃起した肉棒に近づけた。

「これを挟み込むようにするんですよね。やってみます！」

　片方だけで一キロ以上はありそうな胸を細腕で動かしているのを見ると、少し不安になってしまう。

　ただ、自分の体なのだからよく分かっているだろうと思い、余計な手出しは控えた。

　そして、無事胸を持ち上げた彼女が肉棒を谷間に迎え入れる。

「よいしょっ！　これでどうですか？」

「うっ、これはっ……！」

　乳房に包み込まれた瞬間、肉棒が溶けてしまうかと思うような快感が襲ってきた。

　決して強い刺激ではないけれど、代わりに程よい温かさと、すべてを包み込んでくれるような柔らかさがある。

　その刺激でわずかに身じろぎしてしまっても、柔肉は肉棒の動きに合わせて形を変えた。

　右に動いても左に動いても、前後左右から包み込まれている感覚が消えない。

「すごい、まるで肉の海に潜ってるみたいだ。く、うおっ！」

　感嘆と共にそうつぶやくと、左右から挟み込むような圧力が加えられた。

　見れば姫宮さんが両手を使って、胸を左右から圧迫している。

「どうですか？　こうやってギュッとすると気持ちいいみたいですから、試してみました！」

　彼女は無邪気な笑みを浮かべているけれど、俺はそれどころではなかった。

　圧倒的なまでの爆乳の乳圧に、言葉が出せない。

（根元から先端までぜんぶ、おっぱいで包まれるのがこんなに気持ちいいなんて！）

　これまでに目にした本やらネットやらではどれも、パイズリは快感自体はそれほどでもないと記されていた。

　けれど、実際に体験してみればどうだ？

　その爆乳の大きさのおかげで、竿はもちろん、腰のあたりや太ももにまで乳房が押しつけられている。

　まるで下半身がすべて、彼女のおっぱいに覆われているような錯覚さえ感じてしまった。

　蕩けるような気持ちよさに精液が漏れ出てしまいそうになるのを必死に抑えていると、姫宮さんが上目遣いにこちらを見つめてくる。

「んっ……んんっ！　おちんちん挟んで、胸の中がとても熱いですよ。祐太郎くんはどうですか？」

「よ、予想以上にすごい……柔らかさがっ……」

　比喩的表現ではなく実際に、肉棒すべてが彼女の豊満な乳房に挟み込まれてしまっている。彼女の胸の大きさはよく理解していたつもりだけれど、実際パイズリされると、そのボリュームに圧倒されてしまった。

「雄太郎くんのおちんちん、わたしのおっぱいに全部挟まれちゃいましたね。これで動かしたら、もっと気持ちよくできるんでしょうか？　んっ、それっ！」

「ちょっ、姫宮さんっ!?　うわっ！　く、うぅ……！」

　驚く俺をよそに、彼女は楽しそうに乳房を動かして肉棒をしごき始める。

　ただ包まれているだけでこの気持ちよさなのに、動かされたらさらに気持ちよくなってしまうに違いない。

　その予想のとおり、一瞬後には濁流のような快感が襲ってきた。

「くっ……！　姫宮さん、そんな積極的に胸をっ！」

「祐太郎くんがいつも一生懸命セックスしてくれているんですから、わたしも頑張らないと！　それに、実はエッチなご奉仕も楽しくなってきたんです」

　ゆさゆさと爆乳を揺らしながら、ニコリと笑みを浮かべる姫宮さん。

　どうやら、まだ満足していないらしい。

「いつも指導してもらっている祐太郎くんには、お返しをしたいと思っていたんです」

「俺は、困っている人を見過ごせなかっただけだよ」

「そうですね。でも、たとえ相談したのが誰でも、祐太郎くんは協力したと思います。それって、なかなか出来ることじゃないと思いますよ」

　姫宮さんに見つめらると、なんだか恥ずかしくなって視線を逸らしてしまう。

「あんまり褒められると、むずがゆくなっちゃうな」

「ふふ、今は深く考えずに気持ちよくなってください。わたしだって、少しは祐太郎くんを見返したいんです」

　楽しそうに笑いながら彼女は両手を動かす。

　俺が思い切り掴めば折れてしまいそうな細腕で爆乳を抱え、挟み込んだ肉棒をしごいていく。

　その動きは、思った以上にしっかりとしたものだった。

「姫宮さん、上手だね。胸でするのは初めてでしょう？」

「手でするのはだいたい慣れてきましたから、その応用です」

　そう言われて、俺は素直に感心してしまった。

　彼女との付き合いもそれなりの時間が経ち、分かってきたこともある。

　性知識に関しては驚くほど無知だった姫宮さんだけれど、地頭のほうは、俺よりかなり良いということだ。

　教えたことはすぐ覚えてしまうし、こうやって知らぬ間に応用していたりもする。

　頭がいいのに加えて、セックスに対して人並み以上の興味があるおかげだろう。

　この頭脳をエロテクニックを覚えるのに使うのは少々もったいない気もするけれど、本人がそれを望んでいるのなら止める必要も感じない。

　実際、こうやってその恩恵にあずかることもあるのだから。

　そんなことを考えてるうちに、だんだんと与えられる快感が、我慢できないほど大きくなっていく。

「くぅっ……姫宮さん、そろそろ我慢できなくなりそうだっ！」

　呻くように声を漏らすと、彼女は次の瞬間、思い切り手に力を入れた。

　ギュッと谷間が締めつけられて、柔肉が肉棒の隅々にまで押しつけられる。

「っぐぁっ！　そんなにされたらっ！」

　唐突な刺激を、歯を噛み締めてなんとか堪える。

　一方、姫宮さんのほうはますます遠慮なく手を動かし始めた。

「わぁ、胸の中でビクンビクンって震えていますよ。なんだかちょっと可愛いですねっ」

「そんなこと言ってる場合じゃ……」

「ええ、イってしまいそうなんですよね？」

　彼女はわずかに前のめりになると、こちらへ顔を近づけてくる。
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　もちろん肉棒は胸に挟んだまま。

　姫宮さんレベルの爆乳でなければ、不可能な行動だった。

　そのまま、彼女は興奮の熱がこもった視線で見つめてくる。

「我慢しないで、そのままおっぱいの中に射精してください！」

「でも、それじゃあ体が汚れて……」

「ふふっ、おちんちんから漏れ出ている先走り汁で、もう濡れちゃってますから。気にしないでください。それより、最後までおっぱいでモミモミされながら射精したほうが気持ちいいですよ？」

「ッ!!」

　その卑猥な誘いが耳に入ってきた瞬間、反射的に肉棒が震えてしまう。

「おちんちんも、そうやって射精したいって言ってるみたいですね」

　それを敏感に感じ取った姫宮さんは、いよいよトドメを差しにかかった。

「さあ、このまま最後まで頑張りますっ！」

　彼女の言うとおり、先走りで濡れた谷間は最初のころより滑りやすくなっている。

　滑りやすいと、胸を動かすのにもコントロールするテクニックが必要だけれど、彼女はすでにそれを身につけていた。

　ヌルヌルと滑る爆乳を自在に動かして、精液をしごきだそうとしてくる。

　よりいっそう強くなった快感に、俺にもとうとう限界が訪れた。

「ダメだ、もうっ……ぐ、姫宮さんっ！」

「はいっ、きてください！　わたしの胸の中で、たくさん出してっ!!」

　姫宮さんが爆乳を両手で抱えるようにしてギュッと締めつけた刺激で、ダムが決壊したように精液があふれ出す。

「ぐぁっ……！」

　ドクンドクンと肉棒が震える度に、途方もない愉悦と共に精液が噴き上がった。

　一部は谷間からあふれ出て、姫宮さんの爆乳を汚してしまう。それでも姫宮さんは嫌な顔ひとつせずに、むしろ興味深そうな顔で射精の様子を見ていた。

「わぁ……胸の中で熱いものが広がっています。中出しされているときも、こんな感じなんですねぇ」

「はぁ、ふぅ……姫宮さん、いやに冷静だね」

「セックスだと、祐太郎くんがイクころには頭がボーっとしてしまっているので、きちんと射精を見学できる機会は貴重なんです」

　何やら好奇心を刺激されたようで、楽しそうな表情を浮かべている姫宮さん。

　それを見た俺は、下手に口を出すのは藪やぶ蛇へびだなと思い黙ることに。

　代わりに、射精が終わってもマッサージするように肉棒を揉んでくれる爆乳の柔らかさを堪能するのだった。





●　　　●






「祐太郎くん、これはどういうエッチなんでしょうか」

「ああ、それはね……」

　ある金曜日の夕方、俺は姫宮さんの家にお邪魔していた。

　いつものように買い物の手伝いだという流れで家に入り、そのまま夕飯をご馳走になった後だ。

　彼女の部屋に移動すると、ふたりで並んで机に置いたタブレット端末を覗き込んでいる。

　タブレットの画面には、セックスのテクニックに関するサイトが開かれていて、姫宮さんは興味深そうに視線を走らせていた。

　そして、興味のある見出しを見つけるごとに、俺に解説を頼んでくる。

「はぁ、凄いですね。インターネットを使うと、こんなにもたくさんの情報が出てくるなんて」

「それこそ、数えきれないほどの知識があるからね。玉石混交だけど」

　これまで姫宮さんは、セックスのことを調べるのにネットを使うことはなかった。

　けれど、いつまでも漫画本に頼っていられないということで、俺がタブレット端末を持ってきたんだ。

　最初は恐る恐るといった様子だったけれど、慣れてくるとものすごい勢いで知識を吸収していく。そんな中、彼女の視線が一つの記事にとまった。

「『深夜の学園に忍び込んで』……もしかして、外ですることもあるんですか!?」

　驚いた様子で、目を丸くしている姫宮さん。

　口元に手を当てて、信じられないという表情だ。

「そうだね、テクニックだけでなく、シチュエーションを変えることで性欲を刺激することもあるんだよ」

　俺はタブレットを操作して、青姦に関する記事をいくつか見み繕つくろう。

　それらを見せると、驚きつつも興味はあるのか、順番に目を通していった。

「まあ、車の中でまで？　凄い発想ですね」

　少し前までの知識量では、こんなのは創作じゃないかと思っていたかもしれないけれど、今の姫宮さんなら受け入れられるようだ。

　そんな記事を閲覧していくうちに、徐々に彼女の顔が赤くなっていく。

「……姫宮さん？」

　俺が声をかけてみても、ものすごく集中しているのか聞こえていないようだ。

　どんなものを見ているのかと覗いてみると、先ほどの学園内での露出記事だった。

「姫宮さんはこういうの、してみたいと思ったりする？」

「ひぇっ!?　わ、わたしですか？」

　耳元でささやいてようやく聞こえたようで、驚いてこちらを見る。

「うん、学園でのセックスだよ。興味あるんだよね」

「す、少しだけ……でも、いけませんよこんな！　普段はみんなで勉強している場所で……こんな、こと……」

　そう言いながらも、彼女の視線はまた、記事にある画像へ向かってしまう。

　そこには、目元に修正が入ったブレザー姿の女の子が犯されている姿が写っていた。

　本物かコスプレかは分からないけれど、たぶん常習者だろう。

　机に手をついてバックで犯していたり、椅子に腰かけて対面座位をしていたり。

　中には廊下で正常位セックスしているものすらあって、かなり大胆だ。

　順番にそれらへ視線を移していった彼女は、明らかに興奮していた。

　その姿を見て、俺は少しチャレンジしてみることにする。

　今の彼女なら、話に乗ってくるんじゃないかと考えたからだ。

「姫宮さん、俺たちもやってみようか」

「やってみるって、まさか学園でですか？」

　俺が頷くと、彼女はとっさに口を開きかけてモゴモゴと動かし、最終的に閉じる。

　否定の言葉が喉まで出てきたけれど、ためらってしまったんだろう。

　姫宮さんの、セックスに関する興味はかなりのものだから。

　そして案の定、俺の予測は当たる。

「大丈夫、なんですか？」

　そう聞いてくる彼女の瞳には、隠しきれない期待感が宿っていた。

「考えがあるんだ。大丈夫だよ」

「では……その、お任せしますっ」

　そう言うと、うつむきながら両手を足に置いて、ギュッとスカートを握る。

　言ってしまったことを後悔しつつも、内心では期待が高まっているに違いない。

　俺はタブレットを仕舞いつつ、気合を入れて準備しようと思うのだった。




　数日後、俺と姫宮さんは夜の学園へと来ていた。

　すでに日は暮れていて、校内にもほとんど明かりがない。

「こんな時間の学園に来たのなんて、初めてです。静かで、普段とは違った雰囲気ですね」

　裏門から中を覗き込んでいた姫宮さんがつぶやく。

「確かに、普段騒がしいだけあって驚くよね」

「これから中に入るんですか？」

「ああ、そうだよ。この時間なら誰も中にいないし」

　昔なら宿直の人がいたんだろうけれど、今は監視カメラや警報装置に置き換わっている。

　もちろん、それらをかいくぐる用意はしてきた。

「こっちだよ。ここから中へ入るんだ」

　裏門から少し移動すると、学園で出たゴミなどを搬出する勝手口があった。

　当然、鍵で閉められているけれど、俺は懐から合鍵を取り出して開ける。

　中に入ると、そのまま校舎のほうへ向かっていった。

「そんなもの、どこで手に入れたんですか？」

「まあ、色々とね。けっこう顔は広いほうなんだ」

　色々な手伝いごとをしていると、思いもよらないところに関係がつながることがある。

　今回はそこを頼って、合鍵を用意したわけだ。

「祐太郎くんは凄いですね、いろいろな人と知り合いで」

　彼女は感心した様子でそうつぶやきながらも、どこか寂しそうな表情をする。

「姫宮さんだって友達は多いじゃないか」

「はい、皆さんよくしてくれるんです。でも、実はわたしからは友達を作れたことがなくて……」

「ああ、なるほど」

　姫宮さんは黙っていても目立つくらい可愛いから、周りが放っておかない。

　だからこれまでは、自発的に友人を作る必要がなかったんだろう。

「でも、今は違うんじゃないかな」

「えっ？」

「俺には、姫宮さんのほうから声をかけてくれたよね。まあ、友達だなんて自意識過剰だって言われたら凹んじゃうけど、あはは……」

　苦笑いしながら言うと、姫宮さんが立ち止まって首を横に振る。

「いえ、そんなこと言わないでください。わたし、今初めて気づきました。すごくうれしいですっ！」

「そ、そう？　姫宮さんに喜んでもらえたなら俺も嬉しいよ」

　朗らかな笑みを浮かべる彼女を見て、俺も自然と頬が緩む。

　それから俺たちは昇降口で上履きに履き替えると、普段使っている教室へ向かった。

「教室はカーテンを閉めておけば、明かりをつけても大丈夫そうだ」

「これで明るくなりましたね。夜の学園って少し怖かったので、安心しました」

　ほっと一息つくと、自分の机によりかかる姫宮さん。

　俺も荷物を置くと、彼女の傍へ移動した。

「一応確認しておくけど、本当にしていいの？」

「はい。祐太郎くんにここまで準備していただきましたし。それに、興味もあるんです」

「分かったよ。姫宮さんの手伝いをするのが約束だからね」

　最後にもう一度、しっかり扉やカーテンが閉まっていることを確認する。

　そして、彼女の手を取ると壁際まで移動していった。

「ここでは、どういった方法でするんですか？」

「毎日掃除しているとはいえ、衛生的には、床を使う訳にはいかないね。机も汚したら不安だから、立ったままするよ」

「だ、大丈夫でしょうか。体力にはあまり自信がないのですが」

「きちんと俺が支えてるから、安心して」

　そう言うと彼女も納得したようで、頷いて俺に身を任せてくる。

「じゃあ、そこの壁に手をついてもらえるかな。お尻はこっちに」

「後ろからするんですね。んっ、と……」

　言われたとおり壁に手をつくと、こっちに可愛いお尻が向けられる。

　姫宮さんの場合、普通は誰でも胸に目がいくけれど、お尻のほうもなかなかの肉付きだ。

　スカートの上からでも分かる豊満な丸みで、魅力的な安産型のお尻だった。

　さらに目線を下に動かせば、相応にむっちりした太ももが視界に入ってくる。

　あの大きな胸を支えているだけあってしっかりした下半身で、これなら立ちバックも大丈夫じゃないかと思った。

「姫宮さん、お尻に触れるよ」

「は、はいっ」

　彼女の許可が出て、ようやく手を動かす。

　まず触れるのはスカートだ。ボタンを外して腰のところを緩める。

「もう、すっかり脱がせるのも慣れてますね？」

「姫宮さんがたくさん誘ってくれたからだよ」

「そういう言い方をされると、わたしがエッチな子みたいじゃないですかっ！」

「違うの？　こんな夜中に学園へ忍び込んで、これからエッチしちゃおうなんて女の子なのに」

「こ、これは祐太郎くんに誘われたからですっ！」

　ちょっとムッとした表情になる彼女に、苦笑いする。

「ごめんごめん、そうだったね。じゃあ、お詫びにたくさん気持ちよくしてあげる」

「えっ……きゃ、ひゃあぁぁっ！」

　スカートに触れていた手を動かし、そのまま一気に下におろしてしまう。

「このまま脱がせるから、片足ずつ上げて」

　いきなりのことに驚いていた姫宮さんだけど、俺がそう言うと素直に従ってくれた。

　これまでの指導の中で、ある程度信頼関係が築けているおかげだ。

　これで彼女の秘部を守るものはショーツ一枚だけ。そこにも手を伸ばす。

　両手でショーツの端を持ってゆっくり下げていくと、それだけで彼女の腰がヒクッと震えた。

「ふふ、期待してるんだ」

「だって、家以外でするのは初めてで……すごく緊張してしまって、でもドキドキもするんです」

「やっぱり姫宮さん、エッチの才能あるよ」

　普通なら緊張で、興奮する余裕なんかないはずなのに。

　ショーツをズリ下ろしていくと、そのクロッチ部分がわずかに湿っていた。

　どうやら教室に入ったくらいからもう、期待で興奮しはじめていたらしい。

　本当に可愛いなと思いつつ、口には出さないで代わりに手を動かす。

「一応、準備のほうもしておかないとね」

「ん、あぅっ……一応ってなんですか、一応って。あ、また胸も……ひ、くぅっ！」

　ショーツまでズリ下げた下半身はいったん置いておいて、狙いを上半身に向ける。

　両手で下からすくい上げるように爆乳を揉むと、愛撫しながらブラウスのボタンを外していった。

　続けてブラの中にも指を滑り込ませると、指先にグミのような弾力を感じる。

「やっぱり。下が濡れているからもしかしたらと思ってたけど、乳首もいやらしい硬さになってるね」

「うぅっ……祐太郎くんが毎回おっぱいを弄るから、興奮すると反応するようになってしまったんですっ」

　姫宮さんはこちらを向くと、非難するような視線を向けてくる。

「そんなふうに言われると、余計に興奮しちゃうんだけどなぁ」

「なっ!?　ど、どうしてですか!?　あくっ、ひゃんっ！」

「どうしてって……こんなに可愛い女の子が、自分の手でエッチに変わっていくのに興奮しない男はいないよ」

　しかも、その相手があの姫宮さんなのだ。

　品行方正で男子にも女子にも人気が高い、いわゆる学園のアイドルのような女の子。

　そんな子が俺の手で、自分好みに成長しているんだから。

「確かにエッチなことには興味ありましたけど、自分がこんなふうに変ってしまうなんて思いませんでした……」

「俺に相談を持ち掛けたこと、後悔してる？」

　いったん手を止めて問いかけると、彼女は首を横に振った。

　そして、頬を赤らめながらも魅力的な笑みを浮かべる。

「いいえ。確かに誰かに知られたら恥ずかしいですけど、今のところ祐太郎くん以外に見せるつもりはありませんから、大丈夫です」

「……そんなふうに笑うのは、ちょっとズルいよなぁ」

「えっ、なんですか？　ん、また手がっ……ひゃうぅっ！」

　俺は愛撫を再開すると、先ほどより大胆に手を動かす。

　ブラも脱がせて爆乳をむき出しにすると、乳首を重点的に責めて快感を与えていった。

　指先でいじるたびに彼女はヒクヒクと体を震わせて、また乳首を硬くする。

「ダメです、これ……どんどん気持ちいいのが、と、止まりませんっ！」

　目尻に涙を浮かべるほど、快楽を感じているらしい。

　ギュッと口を閉じて、声を出さないよう我慢している。

　けれどそれでも、抑えきれない押し殺したような声が漏れてしまっているのを、俺の耳は拾っていた。

「だいぶよくなってきたみたいだね、姫宮さん。こっちのほうも準備はいいかな？」

　頃合いだと思った俺は、胸から手を離して下半身へ差し向けた。

　人差し指で秘部に触れると、すぐにトロっとした液体が絡みついてくる。

「すごい、さっきと比べても格段に濡れてるね」

「ゆ、祐太郎くんが気持ちよくしてくるから、ですっ」

「確かにそうだけど、素直に感じてくれた姫宮さんのおかげでもあるよ」

　そう言いつつ人差し指と中指を合わせて、ゆっくり割れ目に沿うように指を動かす。

「あっ、ああぁぁっ！　ダメっ、そこに触れちゃダメなんですっ！　ひっ、うぅっ……ひゃあっ！」

　それほど強く刺激していないのに、彼女の体は面白いほど反応した。

　ただ、あまり弄りすぎると怒られてしまいそうなので、ほどほどに留める。

　代わりに興奮でガチガチになった肉棒を持ち上げ、秘部へと押し当てた。

「ッ!?　熱い、ですっ……これが、今から中に……？」

「これ以上前戯を続ける必要はなさそうだからね。一気に入れるよ」

「い、一気になんてっ」

「俺も支えるけど、姫宮さんもしっかり壁に手をついていてね」

　彼女に告げると、俺は腰を前に動かした。

　パンパンに張った亀頭が、熱くほぐれた膣口に入り込み、そのまま奥へ潜っていく。

「ぃっ、ふぐぅぅうぅぅっ！」

　姫宮さんは挿入の刺激に目を見開き、今まで以上にギュッと口を結んだ。

　それでも割としっかり聞こえるほど声が漏れてしまっているあたり、相当に刺激が強いんだろう。

　けど、俺も途中で止めることはせずに、秘洞の奥まで肉棒をしっかり埋めていく。

「はいっ、て……奥まできますぅっ……！」

　壁につかれた手が握りしめられ、肌が興奮で紅潮する。

　見下ろしている背筋がゾワゾワと震え、じっとりと汗をかいているようだ。

　膣内から与えられた快感で、全身が悦んでいるらしい。

　ピッタリと腰を押しつけて奥まで挿入すると、嬉しそうにお尻が震えたのが分かった。

「はひ、はぁっ、はぁっ……。すごく、気持ちいいですっ。いつもより体が熱くて……」

「場所が場所だから、体のほうも敏感になってるのかもしれないね」

　邪魔の入らないマンションの自宅と違って、ここではいつ誰が廊下を通りかかるか分からない。もちろん可能性は限りなく低いけれど、危険があるということで、本能的に体が敏感になってしまうのだろう。

「でも、まだ入れたばかりだよ？　これでこの先、大丈夫かな」

「それはっ……あくっ、ひぃんっ！　おちんちん動いてますっ！」

　俺は姫宮さんのお尻を両手で掴むと、大胆に腰を動かし始めた。

　濡れ具合を見れば遠慮はいらないだろうし、俺も興奮しているので衝動を抑えきれない。

　パンパンと、肉がぶつかる音が教室に響いた。

「こ、こんなに音が出たらっ……」

「まだこれくらいなら大丈夫。しっかり扉を閉めてあるからね」

　安心させるようにそう言うと、ひときわ強く腰を叩きつける。

「ひっ!?　ぐ、あひぃぃいぃぃっ!!」

　子宮口を突きほぐされて、たまらず大きな嬌声が上がった。

「でも、姫宮さんの声は高いから、あまり大きいと階段のほうまで届くかもしれないな」

「っく、ふぅっ！　そんなぁ……こんなに気持ちいいのに、我慢しろだなんてひどいですっ！　あひっ、くうぅぅぅっ！　奥までズンズンって、突かれちゃってるのにっ！」

　彼女はなんとか悲鳴を飲み込むと、涙目をこちらに向けてきた。

　普通ならここでかわいそうになってしまうけど、今日はもう少し我慢だ。

　なんといっても、学園内でのセックスなんて、スリルがあってこそなんだから。

　俺はギュウギュウと普段の二割増しで締めつけてくる膣内で、肉棒を強引にピストンさせていく。

　入り口から奥までで段階的に締めつけられるのは、気持ちよくてたまらない。

　でも、姫宮さんは俺が感じる以上の快感を受け止めている。

「ひゃうぅぅぅぅっ!?　やっ、んん──ッ！」

「姫宮さん、あんまり大きな声を出しちゃだめだよ。教室でエッチしちゃっているんだからさっ！」

「わ、分かってます。でもぉ……あっ、ひゃっ！　んっ、あむぅっ……」

　俺が腰を動かすたびに、姫宮さんの口から嬌声が漏れる。

　とっさに片手で口元を押さえたけれど、快感までは抑えられないようだ。

　それに加えて、膣内もいつも以上にうねって肉棒へ絡みついてくる。

　本能的に早く射精させようとしているのか、普段より複雑な動きですごくエロい。

　とくに奥のほうを突くと、まるでスイッチが入ったようにビクビクと震える。

「くっ、はぁ、はぁっ……姫宮さん、すごくエッチだよ……」

「わ、わたしもっ……気持ちいいですっ！　教室でなんて、いけないのにっ……んっ、くううぅぅぅぅっ！」

　声を上げないよう必死に我慢している姿が可愛くて、もっと気持ちよくしてあげたくなる。

「そうだね、教室でエッチして気持ちよくなるなんて、普通の女の子はしないよ？」

　少し茶目っ気を出して、言葉責めなんかもしてみる。

　すると、これが思ったよりも大きな効果を発揮した。

「やっ、いやぁ……そんなこと言わないでくださいぃ」

　首を横に振りながら、壁についた手に力を込める姫宮さん。

　それに合わせて体にも力が入ったのか、肉棒に甘い刺激が走った。

「言わないでくださいって、事実じゃないか。それとも、まだ自分が清楚な女の子だと思ってる？」

「うぎゅっ!?　はひっ、はぁっ！　な、中を突きながら言うのダメぇっ！」

　本人の意思とは反対に、一突きごとに膣内が震えている。

　もう完全に、体は快楽に染まっているようだ。

　そして、姫宮さんもそれは認めざるを得ない。

「祐太郎くんとのエッチ、すごく気持ちいいから我慢できないんですっ！　そんなこと言われながら突かれたら、体が反応しちゃうっ……くぅ、あぅんっ！」

　ぐっと肉棒を奥まで埋め込むと、姫宮さんが大きな声を漏らす。

　俺はいったん動きを止め、ゆっくり話しかけた。

「姫宮さんも、自分がどんどんエッチになってるのは自覚してるよね」

「そ、それはっ……」

　咄嗟に否定できないあたり、どう思っているのかは察せられる。

「別に淫乱なんて言うつもりはないよ。姫宮さんは今までほとんどエッチなことを知らなかったんだから、普通になっただけだ」

「普通、でしょうか……？」

　少し迷った表情をしつつも、先ほどより快楽を受け入れているようだ。

　実際、少し前の驚くほど無垢だった彼女からすればエッチな少女になっている。

　けれど、普通の同学年の女子と比べたら、性知識ではまだまだ普通くらいだろう。

　実際のセックスの経験では、かなり上位かもしれないけど。

「でも、このまま続けていたら、もっとエッチになっちゃいます……」

　まだ不安そうにしている彼女を見て、俺は少し冒険に出る。

「じゃあ、もう止めようか？　姫宮さん、セックスにも慣れてきたみたいだし」

「そんなっ！　祐太郎くんとエッチできなくなるのは、嫌ですっ！」

　すると、姫宮さんは予想以上に強く否定してきた。

　俺は内心ですごく嬉しく思いつつ、また腰を動かし始める。

「姫宮さんなら、そう言ってくれると思ってたよ！」

「あひっ!?　くっ、またっ……ひぅ、ああぁあぁぁぁっ！」

　両手で腰をがっしりと掴み、思い切り腰を打ちつける。

　トロトロに蕩けた膣内を、さらにかき回すように肉棒を動かしていった。

「くっ……ほら、気持ちいいよね姫宮さんっ！」

「ひぃ、気持ちいいっ！　教室でのエッチ気持ちいいですっ！」
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　彼女は大きな胸を重そうにゆさゆさと揺らしながら、与えられる快感のまま喘いでいた。

　どんどん興奮が高まって、もう声を抑える余裕もないらしい。

「はぁ、はぁっ、はぁっ！　祐太郎くんっ、気持ちいいを、もっとくださいっ！　もっと、祐太郎くんのおちんちんでぇっ！」

「はは、完全に吹っ切れたみたいだね。今の姫宮さん、すごくエロいよっ！」

　さっきまで迷っていたのが嘘みたいな乱れっぷりだ。

「うぅ、だって……あんまりエッチだと思われるのは恥ずかしいですけど、もっと祐太郎くんと気持ちよくなりたいから……」

　はぁはぁと呼吸を乱しながらも、熱のこもった視線を向けてくる姫宮さん。

　やっぱり、彼女のセックスに対する興味はまだまだ尽きないらしい。

　けれど今、俺といっしょに、と言ってくれた。

　こんな状況でも、彼女の頭の中に俺という存在があると分かって嬉しくなる。

「お望みどおり、好きなだけ気持ちよくしてあげるよ！」

　俺はそう言うと、張り切って姫宮さんを犯しにかかった。

　少し前のめりになって体重をかけながら、奥まで一息に突きほぐす。

　普通なら刺激が強すぎるくらいだけれど、今の姫宮さんならこれくらいでちょうどいい。

　そして、思ったとおり彼女は甲高い嬌声を上げた。

「うぅぅっ、ひゃああぁぁっ！　わたしの、いちばん奥まで祐太郎くんがぁっ！　子宮、ゴツゴツされるの気持ちいいんですっ！」

　今も学園では清楚で通っている顔を淫乱に歪めて、卑猥な言葉を吐き出す。

　その、まるっきり痴女にしか見えない姿に、俺の興奮は限界まで高まった。

「学園でエッチなことするなんて、いけないのにっ……ううっ！　はひっ、あああぁぁっ！　体が敏感になって、すごく気持ちいいんですぅぅっ！　ひいいぃぃっ!!」

　いけないとは言いつつも、その表情はとても気持ちよさそうだ。

　こんな状況になってしまっては、良識なんて建前でしかない。

　俺も姫宮さんも、目の前の快感に夢中になっている。

　そして互いに快楽を与えて興奮を高め合い、それが限界まで膨れ上がった。

「イ、イクッ、もうイっちゃいますっ！　ひっ、うううぅぅっ！」

　そろそろ我慢できないようで、姫宮さんが訴えてきた。

　俺もかなり堪えていたので、下半身が極限状態だ。

　今にもはち切れそうになる欲望をなんとか抑えながらも、最後まで腰を動かす。

「ひぃ、はぁっ、もうダメッ、イキますっ！　イキますからぁっ！　イクッ、イクッ、ううううぅぅぅっ！」

　興奮で頭の中も茹ってきたのか、もう「イク」としか言えなくなってきている。

　彼女のそんなだらしない姿を見て、興奮が最高潮に達した。

「俺もイクよ姫宮さん！　子宮にザーメン、思いっきり注ぎ込んであげるから、遠慮なくイって！」

　ズンズンと、彼女の体がゆさゆさ揺れるほど激しくピストンして、最後に思いっきり腰を押しつける。

　肉棒の先端を子宮口へぴったりくっつけながら、溜まりに溜まったものを吐き出した。

「ぐっ……！」

　ドクンと心臓が大きく跳ねるような刺激があって、続けて姫宮さんの中が白く染まっていく。彼女のために作られた、特濃の精液だ。

「あひいいいぃいぃぃっ!?　イクッ、イクイクッ、イックウウゥゥウウウゥゥゥゥッ!!」

　中出しと同時に姫宮さんの体が一瞬こわばり、ビクビクっと大きく震えた。

　背筋をぐっと逸らしながら、壁へよりかかるようにして絶頂している。

「ひうっ、きゅううぅっ！　中に、ドクドクってたくさんっ！　精液、溢れちゃいますぅ！」

　いちばん奥にたっぷりの射精を浴びた彼女は、これまででも最高に気持ちよさそうな顔になっていた。

　頬を赤らめ、目を潤ませながらも蕩けた笑みを浮かべている。

　普段見せる笑顔とは違う、俺だけしかしらない淫らな姫宮さんだ。

　俺は快感で蕩け切っている彼女の姿と、その秘部の絶頂の余韻を楽しみながら、力が抜けて崩れ落ちないように体を抱きしめる。

　興奮で体が火照っているから温かく、触れるどこもが柔らかくて気持ちいい。

　それから数分ほどすると、姫宮さんの呼吸も穏やかになってきた。

「はぁ、はぁ、はふぅっ……」

「少しは落ち着いた？」

「は、はい。なんとか……もう大丈夫です」

　俺が手を離しても自立できるくらいには、回復したようだ。

「あの、誰かに見つかっていないでしょうか？」

　盛大にイって正気が戻ってきたのか、急に辺りを見渡してソワソワしている。

　なんだかちょっと可愛い仕草だ。

　ただ、それについては俺も気になるところだった。

「見つかってはいないと思うけど、結構大きな音も出しちゃったし、早めに退散するとしようか」

「わたしもそれがいいと思います！　あっ、でもその前に片付けるので、少し待ってください」

「分かった。じゃあ廊下で待ってるよ」

　ポケットから濡れティッシュを取り出す彼女を横目に、先に教室を出る。

　そして、廊下の壁によりかかると一息ついた。

「ふぅ……今日はちょっと冒険だったけど、喜んでもらえたみたいでよかったな」

　最近の姫宮さんは俺が教える知識やテクニックを、スポンジが水を吸うようにどんどん吸収していっている。

　ネットでの情報収集にも積極的になっているし、知識を学ぶだけなら、俺の手伝いはもうすぐ必要なくなるだろう。

　そうなると、彼女の求めに応じてセックスするだけの関係になるかもしれない。

「まあ、もともと欲求不満だった姫宮さんを助けるために始めたことだし。彼女が満足できればそれでいいんだけど」

　そう思いつつも心の中には、割り切れないもやもやとした気持ちが生まれていた。
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　姫宮さんにセックス指導をする関係になってから、三ヶ月ほどが経った。

　エロいことに関して、彼女も人並みかそれ以上の知識を持つようになっている。

　まだひとりでエロサイトを巡回するのは怖いと言っているけれど、俺が横についていれば、積極的に知識を吸収しようと手を伸ばしていた。

　最近はイラストや小説の投稿サイトが、お気に入りらしい。

　なんでも気になった性癖やシチュエーションがあると、そのままリンクしている辞典機能でも調べられるから便利なんだとか。

　中にはあまり商業誌では見ないようなジャンルもあるから、まさに沼のような場所だ。

　俺も知らないような知識を、身につけてくるかもしれないな。

　そして今日も、学園が終わると買い物をしてから、姫宮さんの部屋へとやって来た。

　今は俺がキッチンで夕飯のスパゲティを仕上げていて、姫宮さんはダイニングのテーブルでタブレット端末を使っている。

　夕飯の用意も慣れてきたので、最近は交代制だ。

　ひとり暮らしをしている姫宮さんには及ばないけれど、俺も上手くなってきたんじゃないかと思う。

「まさかエロ知識を指導しにきて、料理が上手くなるとは思わなかったなぁ」

　そんなことを呟きながらも、手は自然に動いて味付けをしていた。

　少し香りが足りないと思い、戸棚からスパイスを取り出して振りかける。

　食材も整っていて機材も豊富にあるから、色々な料理が作れる。

　最初は単に夕飯を作るだけだったけれど、最近はちょっと色気を出して、洒しゃ落れっ気のある料理にも挑戦していた。

　あんまりにもキッチンの使い勝手がいいから、この前自分の家で昼食を作ったときには、ちょっとイライラしてしまったくらいだ。

　姫宮さんの部屋に慣れてしまうと、他のキッチンでは満足できなくなってしまうのだから、そこだけが難点だな。

「よし、出来た。姫宮さん、テーブル片付けてくれるかな？」

「あ、はい。大丈夫です」

　お皿と食器を持っていくと、彼女はテーブルを拭いて待っていた。

　夕飯はトマトソースのスパゲッティに、ほうれん草とベーコンのソテー。

　大きな洗いものがフライパン一つで済むよう調節した献立だった。

　今日のお昼は図書委員に頼まれて、図書室の整理を手伝っていたから少し疲れてしまっている。

　昨日までの読書強化期間で、たくさんの本が貸し出されていたので、普段の何倍もの数の本を整理しなければならない状況だった。

　本って、ものによっては結構重量があるし、本棚に上げたり下ろしたりするから意外と体力を使うんだ。

　そんなことを話題にしながら食事をしていると、今度は彼女のほうから話しかけてくる。

「いつもすみません、お夕飯の用意までしていただいて」

「家にお邪魔してるんだし、食材も姫宮さん持ちじゃないか。これくらい当り前だよ」

　資金については、海外のご両親から毎月かなりの仕送りがあるようだ。

　正確な金額は知らないけれど、下手な浪費をしない彼女には十分すぎる額なのだろう。

　まあ、ひとり娘のためにこんなタワーマンションの部屋を用意してしまうくらいなんだから、それくらい不思議じゃないか。

「祐太郎くんの料理は最近どんどん美味しくなってますし、お店のシェフみたいですっ」

「ははは、そう言ってくれるのは嬉しいけど、まだまだだよ」

「でも、こんなに美味しいものをごちそうになっているんですから、お礼もしないといけませんね」

　そう言った彼女の顔は、何か企んでいるような表情だった。

　僅わずかに不安を覚えつつ、表面上はのんびりと食事を進めていく。

　食事が終わって空になったお皿を洗っていると、いつの間にか姫宮さんが視界から消えていた。

「あれ、どこにいったんだろう」

　洗った食器を乾燥機に入れると、手を拭いて姫宮さんの姿を探し始めた。

　タブレット端末はテーブルに置いてあるし、寝室のほうだろうか？

　その予想は当たっていたようで、寝室の前まで行くと中から音が聞こえる。

「姫宮さん、何かあった？」

「あっ、もう片付けが終わったんですね。ちょっとそのまま待っていてくださいますか？」

「分かったよ」

　いったいなんだろうと数分待っていると、部屋の扉が開く。

「……えっ？」

　中から出てきたのはもちろん姫宮さんなんだけれど、その恰好に驚いてしまった。

　なにせ、バスローブ一枚で他になにも身に着けていなかったからだ。

　彼女は、驚いて固まってしまっている俺に声をかけてくる。

「さあ、行きましょうか祐太郎くん！」

「あの、行くってどこへ？」

「もちろんお風呂場ですよ。今日は少しお疲れのようなので、ゆっくりしてはどうかと思ったんです。うちはお風呂もけっこう大きいですから、足を伸ばせますよ？」

「ああ、いや、そういう問題じゃなくて……」

　彼女が気遣ってくれるのは嬉しい。

　けれど、この申し出は受けてしまって良いんだろうか。

　ただでさえ、クラスメイトの女子の家に入り浸っている状況だ。

　一応姫宮さんの相談相手という一線を引いているつもりの自分としては、その線があやふやになってしまいそうな気がする。

　ただ、彼女自身はそのあたりを気にしていないのか、俺の反応に首をかしげていた。

「なにか、お気に障るようなことを言ってしまいましたか？」

　どうやら自分のせいかもしれないと思ったらしく、不安そうな顔になる。

「いや、そんなことはないよ」

　この純真さからくる表情を見せられると、どうにも断れない。

　けっきょく、お風呂をいただくことになってしまった。

「おぉ、本当に広いなぁ」

　脱衣所で服を脱ぎ、腰にタオルを巻いただけの恰好で浴室に入る。

　もうお互いの裸は見慣れているけれど、こういうシチュエーションだとまだ恥ずかしい。

　浴室には、人ひとりが軽く寝転がれそうな広さの洗い場と、大の男が足を伸ばせるくらいの湯船があった。

「お掃除が少し大変ですけど、のんびり温まれるので好きなんです」

　後ろからは当然のように姫宮さんが入ってくる。

　こちらもバスローブを脱いでいて、タオルを巻き付けただけだ。

　大きめのバスタオルだけれど、それでも爆乳のせいで胸のあたりがギリギリになってしまっている。

「祐太郎くんは椅子に座ってください。背中を流しますので」

「体くらい自分で洗えるよ？」

「少しやってみたいこともあるので、任せていただけませんか？」

　そう言われると否とはいえない。

　タオルを巻いたまま椅子に座ると、彼女が後ろにしゃがんだのが気配で分かった。

　姫宮さんはスポンジを取ると、ボディーソープを泡立てて背中を泡だらけにしていく。

　ただ、スポンジは軽く押し当てているだけでのようで、刺激がとても弱かった。

　ちょっと慎重になりすぎているんだろうか？

「もうちょっと力を込めても大丈夫だよ」

　そう声をかけると、目の前にある鏡越しに姫宮さんがクスっと笑うのが見えた。

「大丈夫です、これでいいんですよ」

「でも、それじゃあ汚れが……」

　落ちないじゃないか、と言おうとしたところで背中に柔らかいものが押しつけられた。

「うおっ!?　これはっ……」

　メロンくらいのボリュームに、もっちりとした弾力と温かさがある。

　背中で感じるのは初めてだけれど、その正体はすぐに頭に浮かんだ。

「姫宮さん、まさか」

「はい、祐太郎くんをわたしの体で洗おうと思うんです」

　まさかのソーププレイとは予想していなかった。

「俺の知らないうちに知識を身につけて、こんなことを考えていたなんで……」

「他人に体を洗われるのは嫌ですか？」

「そんなことないよ、少し驚いただけだから」

　そう言うと、彼女は安心したように笑みを浮かべた。

「ネットで初めて知ってから、ずっとやってみたかったんです。でも、ご迷惑かと思ってなかなか言い出せなくて……いい機会なので、思い切ってしまいました」

「なるほど。じゃあ、楽しませてもらおうかな」

　こんなふうに朗らかに笑う美少女にご奉仕してもらうなんて、期待してしまう。

「何か不手際がありましたら、すぐ言ってくださいね」

　姫宮さんは俺の体に手を回すと、さっそく胸を使って背中を洗い始めた。

　ゆっくりと上下に動きながら、乳房の柔らかさを味わわせるように押しつけてくる。

「おお、これは……」

　背中いっぱいに広がるおっぱいの柔らかさに、つい声が漏れてしまった。

　ボディーソープでヌルヌルになっているから、とてもよく滑る。

　彼女の胸の大きさも相まって、背中一面が爆乳に覆われているような錯覚さえ感じた。

　汚れを落とすスポンジとしての性能は、本物には及ぶべくもないだろう。

　けれどそれ以上に、心身の疲れが急速に溶け落ちていくような感覚があった。

「祐太郎くん、いかがですか？」

「すごく気持ちいいね。これはたまらない」

　これまでは俺が主導権を握るのがあたりまえで、フェラチオやパイズリのときにさえ、指導する側だった。

　姫宮さんのほうが、自分でテクニックを学んで奉仕してくれるのは初めてだ。

　そういった意味でも、彼女の成長を感じて嬉しくなる。

「お気に召していただいたようで嬉しいです。ただ、あまり動かすと……んっ、むずがゆくなってしまいますね」

　鏡越しに姫宮さんが苦笑しているのが見えた。

　意識してみると、柔らかい刺激の中にもわずかに変化があるのが、背中でも分かる。

　おそらく乳首だろうそこは、彼女が胸を動かすごとに少しずつ硬くなっていった。

「はぁ、はぁ、はぁぁっ……」

　数分もすると、姫宮さんの呼吸も少し荒くなってくる。

　どうやら乳房洗いで、感じてきてしまっているようだ。

「姫宮さん、大丈夫？」

「は、はい。大丈夫です。そろそろ、他の部分も洗ったほうがいいかもしれませんね」

　大丈夫とは言っても、自分でも刺激を受けていることは分かっていたんだろう。

　体を離すと、代わりに俺の右腕を抱きしめてくる。

「大変だったら、少し休みながらでも大丈夫だよ」

「いえ、やらせてください！　これくらい出来ないと！」

　彼女は腕をギュッと抱きしめて、放そうとしない。

　二の腕が爆乳の谷間に挟まれるのは気持ちいいけれど、少し心配になってしまう。

　とはいえ、彼女がやる気になっている以上は、下手に口を出すのはよくないと考えた。

　俺が黙ったのを見ると、姫宮さんはまた動き始める。

「では、今度は腕を洗っていきますね」

　まずはたっぷり泡のついた胸で、パイズリするように腕を洗っていく。

　背中のときもよかったけれど、腕もなかなか気持ちいい。

　思わず手を動かして柔肉を鷲掴みにしたくなるけれど、ぐっとこらえる。

　姫宮さんなら正直に言えば揉ませてもらえそうだけれど、せっかくの奉仕を邪魔しちゃいけない。

「祐太郎くんの腕、思った以上に逞しいんですね。驚きました」

「頼まれていろんな手伝いをしてるけど、物の運搬とか整理とかがけっこう多いんだ。だから、自然と力がついててね」

　人手が足りない状況というのは、俺の経験上、たいていが力仕事だった。

　そんな日々が続けば、わざわざ筋トレをしなくとも鍛えられていく。

　運動部生え抜きの奴らほどじゃないけれど、それなりに力はあるつもりだった。

「皆さんを助けて、これだけ鍛えられたんですね。とても素敵だと思います」

　俺の腕をなでながら、ニコリと笑う姫宮さん。

　エロいご奉仕をされている最中だけど、普段の行いを褒められるのは純粋に嬉しかった。

「ただ、そうなると申し訳ないです。祐太郎くんの大切な時間を、わたしのために使っていただいているんですね……」

「そんなことないよ。姫宮さんだって困ってたんだから、助けるのは当然だ」

　なんといっても、安易には他の人に言えない内容だったのだから。

　頼られて誇らしいと思いこそすれ、迷惑だなんて考えたことはない。

　クラスメイトたちも俺が姫宮さんの手伝いをしているのは知っているし、気遣ってくれたのか、普段より用事を頼まれる回数が減ってきていた。

　訳を話せないのは少し心苦しいけれど、内心ではそんな皆にも感謝していた。

「そんなふうに迷わず、当然だなんて言えるから、皆さんから信頼されているんですね」

「そうかな？　俺なんてただの雑用役だよ。同じことは誰だって出来る」

　そう言うと、姫宮さんが腕から手を離して正面に周り込んできた。

「祐太郎くんに代わりがいるなんて、本当に思っているんですか？」

「ひ、姫宮さん？」

　俺を見つめる表情は、少し険しくなっている。

　怒っているんだろうか？

　彼女が怒っている姿なんか見たことがないから、判別がつかない。

　動揺して動けないでいると、姫宮さんが俺の手を取る。

　優しく握って、俺の目を見ながら話しかけてきた。

「祐太郎くんは、これまでにたくさんの人を助けてきましたね」

「そうだね。困ってる姿を見ると放っておけないし」

　いちばん古い人助けの記憶は、幼稚園のころだろうか。

　もう顔も覚えていないけど、おやつの時間に隣に座った子が、好物の果物を床に落として泣いていた。その姿が見ていられなくて、自分のトレーに残っていた果物をあげたんだ。

　その子は無事に泣き止んで、ありがとうと言ってくれたのを覚えている。

　あれからずっと、困っている人を見ると助けたくて、考えるより先に体が動いてしまうようになった。

　おかげでひどい目に遭ったことも一度や二度じゃないけど、止められないでいる。

「祐太郎くんは生粋のお人好しなんですから、自分のことはもう少し大事にしなくちゃいけません。でないと、どんどん自分をすり減らしていってしまいます」

「そんなこと……」

　否定しようとしたけれど、続く言葉が出てこなかった。

　姫宮さんの目尻に光るものが見えたからだ。

「助けていただいている身でこんなことを言うのは失礼だと承知していますが、どうか自分を大事にしてください」

　ここまで言われたら、さすがに真剣に答えなくてはならない。

「分かった。姫宮さんの忠告に従うよ。でも、それを考えるのは後にしようかな」

「ふふ、そうですね。祐太郎くんのここも元気になってきているようですし」

　彼女が下を向くと、そこには勃起してタオルを押し上げる肉棒があった。

　背中や腕への奉仕によって、興奮が高まっていたのだ。

「姫宮さんはこれからどうするつもり？」

「そうですね……祐太郎くんの準備が整っているなら、少し大胆にしてみますっ！」

　それからまず姫宮さんは、シャワーで俺の体についた泡を流した。

　体が綺麗になると、床に敷いてあるマットへ座ってほしいとお願いされる。

　なんでも、動くと椅子から滑ってしまって危ないからだとか。

　この時点で、なんとなくこれからすることが見えてきたので、期待することに。

　タオルを外し胡坐あぐらをかいて待っていると、自分でも綺麗に泡を落とした彼女が、足に跨またがってくる。

「失礼します。ん、このあたりでしょうか？」

「そうだね、そのまま腰を下ろすと安定すると思う」

　正面から彼女の裸体が迫ってくるのは、なかなか迫力があった。

　大きな胸には目がいくし、頂点にある乳首が硬いままなのも見て取れる。

　どうやら姫宮さんのほうも、それなりに興奮しているらしい。

　自分から試してみたいと言っていた行為だし、気分も高まっていたんだろう。

　俺と彼女は座ったままで、正面から抱き合うような形になって見つめ合う。

　いわゆる対面座位で、この体勢だと相手の顔との距離が近い。

　頭では分かっていても、いざやると想像以上に彼女との距離が近くてドキドキしてしまった。

「これはちょっと……想像以上に近かったかな？」

「ち、近いですね。はい」

　どうやら姫宮さんとも、同じ気持ちを共有しているようだ。

　正常位も騎乗位も後背位も、性器を結合していても互いの顔は離れている。

　正常位なんかは近づくこともあるけど、一時的だ。

　けれど、この体勢だと抱き合っているのが普通なので、常に相手との距離がゼロに近い。

　具体的に言えば、何もしなくとも姫宮さんのおっぱいが俺の胸板に当たってしまうくらいにだ。

　当てないようにしようと思ったら、逆に意識して体を離さなければならないだろう。

「姫宮さん、大丈夫？」

「は、はい。少し恥ずかしいですけど、もう大丈夫です。それに、お互い準備できているようですし……」

　そう言いながら彼女は下を見る。

　そこには、これまでの刺激で完全に硬くなっている肉棒があった。

　大きな胸のせいで股間は見えないんじゃないかと思ったけれど、辛うじて谷間から覗けているようだ。

「姫宮さんのほうも？」

「その、もともと今日はしたいと思っていたので……体をこすりつけている間に、興奮してしまいました……」

　恥ずかしそうに頬を赤らめながらも視線を逸らさない。

　これからセックスする、という気持ちが伝わってきて俺も興奮してしまった。

「祐太郎くんはそのまま動かないでくださいね？　わたしがしますから……んっ！」

　彼女は俺の肩に手を置くと、自分から抱きつくようにして腰を上げた。

　そして、肉棒の上へゆっくり腰を下ろしていく。

「いきますね……は、んんぅっ！」

　亀頭に熱いものが押しつけられると、そのままズルっと中へ滑り込んだ。

　次の瞬間、竿の根元から先端までが温かいもので包み込まれていく感覚がする。

「はぁっ！　ふぅ、はぁ……一気に全部、入りましたねっ」

　姫宮さんは少し呼吸を乱しながらも、満足そうに笑みを浮かべた。

　わずかにヒクヒクと動きながらも、膣内がしっかり俺のものを受け止めている。

　濡れ具合もそれなりで、姫宮さんが無理に挿入したのではないと分かって安心した。

「それで、今度はどうするの。俺のほうから動こうか？」

　姫宮さんは、挿入の刺激で息が荒くなっている。

　これでは自分で動くのはつらいだろうと思い提案したけれど、彼女は首を横に振った。

「さ、最後までわたしにやらせてくださいっ！」

「そっか、分かった。でも、途中で動きたくなったらどうすればいいんだ？」

　その言葉に彼女は目を見開いて驚く。

　これまで、姫宮さんが任せてほしいと言ったときは了承していた。

　けれど、ここまでに与えられた刺激で興奮してしまい、受け身だけではどうしても我慢できなくなりそうなのだ。

「それは、その……ご、ご自由にどうぞ？」

　どう返事をしていいか、分からなかったのだろう。

　断ることが出来ず、俺の好きにさせることを選んでしまったようだ。

　しかしこの場合のそれは、いちばん危ない選択だった。

「じゃあ、好きにさせてもらおうかな。まずは、姫宮さんのお手並み拝見だ」

「ッ！　わたし、がんばりますね！」

　自分が試されていると分かると、急にやる気を出す姫宮さん。

　セックスに対する向上心が強いのは、さすがだなと思った。

「祐太郎くん、しっかり見ててください。ふぅ……ふ、はぁっ！」

　彼女は挿入したときより控えめに俺の腕を掴みながら、腰を動かし始めた。

　最初はゆっくり、体の調子を確かめるように。

　慣れてくると、少しずつ腰の動きを大胆にしていく。

「はぁ、はぁっ……祐太郎くんのおちんちん、もうガチガチですね。少し動かすだけで、わたしの奥まで貫かれちゃいますっ」

「姫宮さんのほうこそ、中が絡みついてきて……うっ、すごいなぁ！」

　腰の動きこそまだゆっくりだけれど、膣内はヒクヒク震えて肉棒に絡みついてきている。

　むしろ、ゆっくりしたピストンがその動きを明確に味わわせてきた。

　根元から先端まで、隙間なく締めつけられている。

「わたしの中、そんなに気持ちいいんですか？」

　気が付くと、彼女がうっとりした表情で俺を見つめていた。

　頷くと、その顔に笑みが浮かぶ。

「でしたら、もっと頑張らないといけませんねっ！」

　そう言うと彼女は俺に身を寄せて囁く。

「祐太郎くん、わたしの体を支えていてくれますか？」

「分かったよ、手伝うのが俺の仕事だからね」

　俺は了承すると彼女の背中に手を回した。

　しっかり力を入れて支えると、姫宮さんも俺の腕を掴む手に力をこめる。

「じゃあ、いきますよ……んんっ、くっ！」

　呼吸を整えると、次の瞬間、今までより大きなストロークで腰を動かし始めた。

　肉棒が膣内から抜けるかと思うほど腰を上げ、すぐにまた一息に飲み込む。

　今度は子宮口まで一直線に到達して、柔らかい膣奥が亀頭を包み込んだ。

　このサイクルを速いテンポで行うと、これまでにないほどの快感が襲い掛かってくる。

　それなりにセックスに慣れてきたと思う俺でも、思わず声を漏らしてしまうほどだ。

「うぁっ！　ひ、姫宮さん、そんなに激しくっ！」

「んんっ、はうっ！　はぁはぁ……こうして、激しく動いたほうが気持ちいいですよ？」

　興奮で頬を赤らめ、とろけたような目つきで俺を見る姫宮さん。

　首に片腕を回して抱きつき、体を合わせながら腰を上下に動かしていた。

　動く度に彼女の爆乳が胸板にこすれて、否応なく興奮を煽られてしまう。

　とくに勃起している乳首が、くすぐったくも気持ちいい。

「はぅ、んんっ……ひ、はぁっ！　こんなに気持ちいいこと、教えてくれてありがとうございます。んっ……セックスに興味があるなんて恥ずかしかったけれど、祐太郎くんに相談してよかったですっ！」

　姫宮さんも満足しているようで、熱い息を吐きながらもギュッと抱きしめてくる。

「いや、俺こそ相談してもらってよかったよ。これだけの情熱を押し殺したままなんて、つらいだろうからね」

　これまでの姫宮さんを見ていると、それだけはエロを抜きにしても強く思った。

　もし俺に相談しなかったら、ずっと生真面目に悩んだまま、モヤモヤした気持ちを抱えながら生活していただろうから。

「ご迷惑じゃなかったですか？」

「とんでもない。俺だって姫宮さんに頼ってもらえて嬉しかったよ。それに……」

「えっ？　あっ、きゃっ！　ひゃうぅぅぅぅっ！」

　今度はこちらから腰を突き上げると、すぐに可愛らしい嬌声が聞こえた。

「こんなふうに、姫宮さんのエッチな姿を堪能できるんだから」

「もう、祐太郎くんもわたしのことを言えないくらいエッチですよっ！」

　彼女は一瞬驚いた表情を見せたけれど、すぐ笑みを浮かべる。

「確かに、あまり姫宮さんのことを言えないね」

　俺は苦笑いしながらも彼女の動きに合わせて腰を突き上げていく。

　ふたり分の体を支えているから、それほど大きな動きはできないけれど、十分だ。

　彼女が腰を下ろすのに合わせて迎えに行くように突き上げると、より深くまで繋がって甘い刺激とともに体が熱くなる。

「はひっ、はぁはぁっ！　体が全部溶けていくみたいですっ！　気持ちよさで、だんだん体が熱くなって！」

「ああ、俺も……ふ、うっ！　今まででいちばん気持ちいいっ！」

　興奮が高まっていくにつれ、互いに腕へ力を込めて相手の体を抱きしめる。

　体の前面が相手と密着すると、それだけでより刺激が甘美なものになった。

　そんな中、姫宮さんがよりかかるように俺の首元へ頭を埋めてくる。

「祐太郎、くんっ……はぁ、ちゅっ……」

「ッ!?　ひ、姫宮さんっ」

　首元へ吸いつくように口付けして、エロいキス音を立てる。

　結合部で鳴る卑猥な水音に比べれば小さいけれど、背筋がぞくりとした。

　それになにより、どんな形であれ姫宮さんからキスされるのは初めてだ。

　背筋を震わせる感覚が昇っていって、一気に頭の中が沸騰しそうになる。

　高まり切った欲望の行き先は一つしかなく、俺は後先考えずに腰を突き上げた。

「あひぃっ!?　あぐっ、また強くっ……ひゃ、あぅんっ！　ダメですっ、そんなに激しくされたらぁっ！」

　先ほどとは逆に、今度は姫宮さんが悲鳴を上げる番だった。

　彼女は快感を受け止めるので精いっぱいになり、キスする余裕もなくなってしまったようだけれど、俺は止まらない。

　そのまま全開の欲望を叩きつける。

「このまま出すよ！　姫宮さんの中にっ！」

「はっ、はいぃ！　くださいっ、わたしもいっしょにイキますからぁ！　あうっ、ああああぁぁっ!!」
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　目じりに涙を浮かべ、ピストンの衝撃で髪を振り乱しながら喘ぐ姫宮さん。

　その姿を目に焼き付けながら、最後に大きく突き上げて射精した。

「あひいいぃいいぃぃぃっ!?　イクイクッ、イキますっ！　イックウウウゥゥウゥゥッ!!」

　膣内へたっぷりの精液がまき散らされるのと同時に、彼女も絶頂する。

　俺の体へ寄りかかるようにしながら、姫宮さんは全身を快感に震わせていた。

「ひぁ、はぁっ……ゆう、たろう……くん……」

「はぁはぁ……姫宮さん？　大丈夫？」

　普段より彼女の反応が鈍いので、慌てて確認すると気を失ってしまっていた。

　今まででいちばん激しい行為だったから、精神的に疲れてしまったのかもしれない。

　胸に手を当てて心臓が動いているのを確認して一安心すると、このままでは体を冷やしてしまうと思い寝室へ連れていく。

　やむを得ないのでクローゼットを開けさせてもらい、最低限の肌着などを身につけさせてから横にした。

「……はぁ、何やってるんだか」

　柄にもなく興奮して、我を忘れてしまったようだ。

　そのせいで、せっかく俺の疲れを癒やしてくれていた姫宮さんを、ここまで追い詰めてしまった。

　深く反省しつつも原因である姫宮さんの唇を見ると、また体が熱くなってしまいそうになって、すぐに視線をそらす。

「姫宮さんが起きたら謝らないとな。相談されている身で迷惑をかけるなんて恥ずかしい」

　これまでの付き合いで信頼関係を築いていると思ったけれど、今回は明らかにやりすぎてしまったな。

　ただ、あのキスされたときの気持ちだけは、どうにも忘れられそうにない。

　そう思いつつ、俺は風呂場の片づけをするために部屋を後にするのだった。
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　ある休日の、まだ日の高い時間。

　けれど今、この寝室はカーテンを閉め切って照明をつけている。

　その上、室内には淫靡な香りと嬌声が響いていた。

「はぁ、はぁ、はぁっ……はむ、じゅるるぅっ！」

「くぅっ！　すごい吸いつき……うぁっ！」

　部屋の隅にあるベッドの上では、一組の男女が絡み合っている。

　上下に重なっているふたりの下側が俺で、上の美少女が姫宮さんだ。

　ただし、普通に抱き合っているのではない。

　ふたりとも互い違いに体を向け合い、相手の性器を愛撫するシックスナインの体勢だった。

　先ほどから姫宮さんの濃厚なフェラチオで、俺は防戦一方になってしまっている。

「んっ、ちゅうっ……はぁっ！　すごく濃くて、エッチな匂いです」

「汗臭いんじゃない？　午前中はテニス部の練習を手伝ってたから」

　ふたりとも特定の部活には入っていないけれど、俺の場合は助っ人や手伝いを頼まれることがある。

　今日はマネージャーが風邪をひいてしまったとかで、テニス部の練習を手伝っていた。

　選手たちほど体は動かしていないけれど、外で活動するとどうしても汗をかいてしまう。

　部屋についてから、寝室に入る前にシャワーだけ浴びさせてほしいと言ったんだけど、彼女が許してくれなかった。

「だって、こんなにムラムラしちゃう匂いを洗い流すなんてもったいないですっ！」

「でも、汚いし……」

「祐太郎くんは毎日綺麗にしてるのを知ってますから、大丈夫ですよ。んぇ……んむ、ちゅるぅっ！」

　そう言うと、彼女はまた肉棒を口に咥える。

　口内では舌が縦横に動いて、肉棒に巻きついてきた。

「はむ、んんっ……はぁ、んうぅ、れろっ！」

　片手で自分の体を支えながら、もう片方の手で肉棒の根元を押さえている。

　しっかりと動かないよう固定しているから、遠慮なくフェラチオできるようだ。

　こんなふうに奉仕が上手くなっているのを見ると、それだけでも嬉しく思ってしまう。

　自分の手で彼女がここまでエロくなったのだと、実感させられているからだ。

　とはいえ、このまま奉仕を堪能していては一方的にイかされてしまう。

　それはさすがに、少し情けないんじゃないだろうか。

「姫宮さん……あんまり、好き勝手にはさせないよ」

「んむ？　なんれすか？　む……あぅっ!?」

　彼女の目の前に肉棒があるように、俺の目の前には姫宮さんの秘部がある。

　両手でお尻を掴むと、おもいっきり引き寄せた。

　そして、そのまま舌を伸ばして割れ目に這わせる。

「うきゅうっ!?　はっ、んんっ！」

　突然の刺激で、彼女はビクッと腰を震わせる。

「ゆ、祐太郎くんの舌がっ！」

「姫宮さんのフェラへのお返しだよ。じゅる、れろっ」

「あうっ、ひゃっ……ん、うぅぅっ！　そっ、そんなに舐められたら気持ちよくなっちゃいますっ！　おちんちん舐められなくなっちゃいますからぁ！」

　分かりやすいよう音を立てて愛撫すると、姫宮さんも嬌声を上げた。

　気持ちよさそうに腰を震わせながら、可愛らしい声を響かせている。

「最近はあんまり、声を我慢しないんだね」

　少し前までなら、喘ぎ声をあげるのをなるべく避けていたはずだ。

　不思議に思った俺はそう問いかける。

　すると、彼女は肉棒から口を離して返事をした。

「はぁ、はぁ……ここなら、多少声を上げても誰かに聞かれることがないですから。声を出したほうが気持ちいいんですっ」

「なるほどねぇ」

　もしかしたら、前に学園でセックスしたときの経験が影響しているのかもしれない。

　あのときは誰かにバレるといけないから、極力声を抑えていた。

　その反動で、家では声を我慢しなくなったのかも。

「俺としては、姫宮さんの可愛い声が聞けるから嬉しいよ」

「か、可愛いだなんて……お世辞を言ってもなにも出ませんよ？　ん、ちゅ、ちゅうっ！」

　少し恥ずかしがって言いながら、またフェラチオに戻る姫宮さん。

　けれど、気のせいか先ほどより吸いつきが強くなっている気がした。

「はむ、んちゅぅっ！　わたしだって、もっと祐太郎くんに感じてほしいですっ！」

「もう十分気持ちいいんだけど……ふっ、くぁ……っ！」

　姫宮さんが大きく口を開けて、肉棒を奥まで飲み込む。

　唇が根元に当たって、肉棒の先端はのどの近くまで入っていった。

「んぐ、んぅっ……じゅぶ、じゅるるるるっ！　んぐ、ぢゅうううっ！」

　まるで肉棒を呑みこまれるような刺激で、下半身が蕩けそうな快感が襲ってきた。

　そこからさらに深く、彼女は頭を動かしていく。

　いわゆるディープスロートというやつで、女性にかなりの負担がかかるはず。

　それでも、姫宮さんは何度も大きく頭を上下させる。

「こ、これはっ……すごい、飲み込まれそうだっ！」

　今まで感じたことのない刺激に、さすがの俺の呻くように声を上げてしまう。

　すると、姫宮さんは上機嫌になったようでさらに刺激を強くした。

「くっ……！　気持ちいいのは確かだけど……姫宮さん、ほんとうに大丈夫？」

　こんなふうにご奉仕してもらえるのは気持ちいい。

　けれど、彼女にあまり無理をしてほしくないという気持ちもあった。

「はふ、ふぅっ……まだ大丈夫ですよ。お口でするのにも慣れてきましたから」

　ただ、俺の心配とは裏腹に彼女はケロッとしていた。

　少し息は荒くなっているけれど、まだ余裕があるように思える。

　それを見た俺は安心すると同時に、成長ぶりに驚いた。

「このままなら、俺が指導する必要もなくなるかもね」

　すでに彼女はセックスのテクニックも自分で調べている。

　こうしてふたりでするときには、毎回新しいことを試そうとするほどだ。

　どうやら今回はディープスロートがその挑戦だったらしい。

　挑戦は見事に成功して、俺は驚かされてしまった訳だ。

　そのとき、俺のつぶやきを聞いたのか姫宮さんが体を起こした。

　そして振り返ると、真剣な表情で俺を見つめる。

「必要がないなんて言わないでください！　わたしはもっと祐太郎くんとエッチなことがしたいですっ！」

「姫宮さん……」

　言っていることはセックスに関してだけど、彼女が真面目なのは間違いなかった。

　それだけ、姫宮さんにとってセックスが重要なことだという証拠だ。

「祐太郎くんと会えなくなったらと思うと、すごく不安です。こんなこと、安心して相談できるのは祐太郎くんだけなんですから」

　確かに、他のことならまだしもセックスとなると気軽には話せない。

　姫宮さんはテクニックも上達しているし性欲も強いけれど、誰とでもセックスしていいという訳ではないのだろう。

　性に関してはかなり奔放だけれど、元々の良識や真面目な性格は変わっていない。

　つまり、性欲はすごく強いのに、今は俺としかセックスできないということ。

　彼女の言葉からそこまで考えて、俺は納得する。

「ごめん、不安にさせるようなことを言って」

「では、これからも付き合ってくれますか？」

「もちろん。姫宮さんが望む限りは」

　そう言うと、彼女は安心したようにホッと息を吐く。

　そんな彼女の様子を見ながら、俺も内心で葛藤していた。

　確かにこのまましばらくは、俺と姫宮さんの関係は続くかもしれない。

　けれど、その先も永遠に続くかと言われるとそれは違うだろう。

　姫宮さんは多くのセックスを経て自信をつけているし、それが日常生活にも徐々に影響していっていることに俺は気づいていた。

　例えは、最近は教室でも、自分からクラスメイトに話しかけるようになっている。

　以前はクラスの女子たちが一方的に、お姫様を扱うようにもてはやしたり、可愛がったりしていた。

　ほぼ完全に受け手だった姫宮さんが、今は少しずつ自分から関係を深めていっている。

　前向きに考えれば、セックスを通して彼女が自立に向かっているということだろう。

　ただ、問題点を見ると……。

「むぅ……」

　そのとき、俺の耳が姫宮さんの声を捉えた。

　慌てて視線を上げると、少し不満そうにこちらを見下ろす彼女と目が合う。

「エッチしている最中に考え事ですか？」

「あはは、ちょっと思った以上に考えこんじゃって……」

　苦笑いする俺に対して、姫宮さんはため息を吐いた。

「考え事はいいですけど、無視されると少し悲しくなってしまいます……」

　確かに、今は目の前の彼女のことを最優先すべきだった。

　素直に謝ると、姫宮さんは幸いにもあっさり許してくれる。

　ただ、その代わりとばかりにより深いつながりを求めてきた。

「今日はこのまま、わたしが上になりますねっ！」

「じゃあ、俺はしっかり支えておかないとね」

　彼女は俺の下腹部まで腰を移動させると、そこで体勢を整える。

　どうやらこのまま、背面騎乗位でするつもりのようだ。

「祐太郎くんのおちんちん、わたしの口でこんなにガチガチになってます……これなら心配いらないですね」

「姫宮さんのテクニックが毎回上達してるおかげだよ」

　今日のディープスロートもそうだけれど、最近は俺が一方的に気持ちよくされてしまうようなことも多い。

　これは想像だけれど、同じ学年の中でもセックスのテクニックに関しては、かなり上位に位置するんじゃないだろうか？

　俺はクラスメイトはもちろん、ときには他クラスの生徒からも頼られることがあるので、学年全体のこともある程度知っている。

　うちの学園はそれほど性の乱れが激しくないので、経験済みの生徒も半分に満たないだろう。

　それと比較すると、姫宮さんの経験とテクニックはかなりのものだと思う。

「祐太郎くんが、いろいろと教えてくれたおかげですよっ」

　楽しそうに言いながらも、彼女は俺の上に腰を下ろしてゆっくり肉棒を咥え込んでいった。

「あぅ……は、んんっ！　あぁ、おっきいですっ！　熱いのが、奥までいっぱい……」

　彼女はそのまま動きを止めず、一気にすべて呑み込んでしまった。

　根元までしっかりと膣内に収まると、一度大きく息を吐く。

　それと同時に膣内がざわめいて、肉棒を緩く締めつけ始めた。

「本当にすごいよ、もうこんなに絡みついてきてっ！　くっ、完全に慣れてるじゃないか」

　まだ挿入して間もないのに、膣内の動きは活発だった。

　強さこそそれほどではないものの、しっかりと全体的に締めつけている。

「慣れているのは祐太郎くんのものだからですよ。最近は自分の指より中に入っている時間が長いかもしれませんね」

「そんなふうに言われると、また興奮しちゃいそうだな」

　つまりは、オナニーするより俺とセックスする時間のほうが長いということだ。

　こんなことを姫宮さんの口から伝えられるとは思わなかった。

　けど、実際言われてみると嬉しいし、なんだか体が熱くなってきてしまう。

　興奮が体に影響を与え、その感動はもちろん肉棒にも伝わる。

　すでに限界まで勃起していたそれがヒクヒクと震えて、わずかに姫宮さんを刺激した。

「んっ！　中で動いてます……そろそろ、わたしも動きますねっ！」

　膣内が肉棒の形に合ってきたからか、腰を動かし始めた。

　今日は互いに愛撫し合って、普段より入念に準備していたお陰で最初から大胆な動きだ。

「はぅ、んんっ！　はぁ、はぁ、ふぅぅっ！」

「い、いきなり激しいなっ！」

　姫宮さんのほうは自分の調子で動いているから大丈夫かもしれないけれど、こちらはそうもいかない。

　よく締めつけてくる膣内が動くと、当然肉棒も全体的にしごかれて多大な快感を与えられてしまう。

　ある程度の覚悟はしていたものの、今の段階では姫宮さんより受け取る刺激が大きい。

「くぅっ……本当によく締まるなぁ。根元から引っこ抜かれそうだっ！」

　特に入り口のあたりは締めつけが強い。

　中へ入ってくる肉棒へピッタリ密着していて、空気が通る隙間もないんじゃないかと思うほどだ。

　ただ、その締めつけも常に完璧というわけではないようで、中から愛液がどろりと零れ落ちてくる。

　それがまた滑りをよくして、より大きな快感を生み出す手伝いをしていた。

　彼女も大きな快感を受け入れて、より激しく腰を振ってくる。

　パンパンとリズムよく打ちつけられるお尻が、俺たちの興奮を高めていった。

「はぁ、んっ、んくううぅぅぅっ！　これ、もっと気持ちよくなれますっ、すごいっ！」

「うぐっ、ああっ……姫宮さん、すごく中が締まるっ！　気持ちいいっ！」

　こちらにお尻を向け、リズムよく腰を振っている姫宮さん。

　生まれる快感は躊躇なく受け入れて、純粋にセックスを楽しんでいるようだ。

　元々セックスには並々ならぬ興味があったようだけれど、こうして快感を楽しむようになってからの成長は著しい。

「はふっ、はぁはぁ……祐太郎くんの、わたしの奥まで届いて気持ちいいですっ！」

「あぁ、姫宮さん……こんなに激しくっ！」

　彼女は遠慮も加減もなしに腰を動かして、セックスの快感に浸っていく。

　それに連れられるように、俺も夢中になっていった。

「姫宮さん、俺もっ！」

　我慢出来なくなってきた俺は、彼女の腰振りに合わせて腰を動かし始める。

　前戯ではあまり動いていなかったので、体力には余裕があった。

　下から彼女の体を持ち上げるような勢いで、強く突き上げる。

「ひぐっ!?　ひっ、ひゃあああぁぁっ！　なかっ、串刺しにぃっ！」

　この刺激には、姫宮さんもたまらず大きな声を上げた。

　興奮で敏感になっている膣奥を、容赦なく突き上げたんだから当たり前だ。

　それでも、痛みではなく快楽を感じているあたりは、さすがというほかない。

　普通の女の子が準備不足で突き上げられたら、痛いばかりで苦しいだろうから。

　こうして遠慮なく本気でセックスできているのも、互いに信頼があるおかげだった。

　ただ、万が一ということもあるので確認は必要だ。

「姫宮さん、このまま続けて大丈夫？」

「はいっ、このまま動いてくださいっ！　はぅ、あんっ！　ひゃっ、気持ちいいですからぁっ！」

　肉付きのいいお尻を上下に跳ねさせながらそう答えた。

　どうやらもうセックスに夢中のようで、もっと気持ちよくなりたいという気持ちが伝わってくる。

　ちなみに今日の彼女は、普段は背中に流している髪をリボンでポニーテールにまとめている。

　おかげで体が上下に動くたびに、本物の馬の尻尾のように跳ねて可愛らしい。

「本気セックス、とっても気持ちいいですっ！　祐太郎くんもいっしょに気持ちよくなってくださいっ！」

　彼女は俺のほうに振り返ると、もっとしてほしいとばかりに求めてきた。

　端正な顔立ちは快感に染まって、目元も潤んでしまっている。

　それでも、セックスに対する情熱はいささかも鈍っていないらしい。

　ここまで来ると純粋に尊敬の念すら抱くレベルだ。

　姫宮さんを相手に、遠慮していてはいけないと感じさせられる。

「ああ、俺も限界まで姫宮さんを犯すよ！　奥の奥までぐちゃぐちゃにして、犯しきってやる！」

　俺も息を荒げながら、彼女の体を蹂躙するように激しいピストンをお見舞いする。

　腰を打ちつけると、彼女の丸いお尻が思い切り歪むのがエロい。

　当然お尻も赤くなってしまうけれど、ピストンの勢いは落とさない。

　それどころか、より激しさを求めて動いていく。

「あぅっ！　はぁっ！　気持ちいいっ、頭がふわふわして飛んでいっちゃいそうですっ！」

　腰を振って、肉棒に貫かれて、生み出される快感を受け止めて思い切り喘ぐ。

　当然興奮の高まりも早く、数分と経たないうちに限界がやってくる。

「はぁはぁっ、くぅぅっ！　気持ちよすぎて我慢できませんっ！　もう、イってしまいそうでっ！」

　本人は出来るだけ長くセックスを楽しみたいようだ。

　けれど、遠慮なく生み出してしまった快感には抗えない。

　秘部はもちろん指先の神経まで敏感になって、絶頂を望んでいる。

　いくら姫宮さんでも、イキたいという体の要求に逆らえなかったようだ。

「はぁ、ふぐぅっ！　イクッ、イクゥッ！　イキますっ、イっちゃいますっ！　いやぁ、もっと祐太郎くんとエッチしたいのにぃ！」

　ここからがいちばん気持ちよくなるというのに、彼女はそれを望んでいないようだった。

　一瞬だけすごく気持ち良くなるより、ずっと体を動かしてセックスを楽しんでいたいらしい。

　けれど、さすがにそれは現実的じゃない。

　現に、姫宮さんの動きがさっきより少し鈍ってきている。

　いくら情熱があるとはいっても、運動部にも入っていない、普段は大人しい女の子なのだ。激しいピストンをするのなら、十分も持たずに体力が切れてしまうだろう。

　なら、いちばん興奮している今、絶頂してしまうのがいいはずだ。

「姫宮さん、俺もイクよ。いっしょに最後まで気持ち良くなろうねっ！」

「あひぅっ！　あぅ、祐太郎くんっ……分かりました、いっしょにイキますっ！」

　幸いにも彼女は素直に言うことを聞いてくれた。

　俺は約束どおり、精いっぱい気持ちよくしてあげようと腰を突き上げる。

　彼女の動きが鈍くなっている分、こっちで埋め合わせするように激しく動いた。

「ひっ、うっ、はひぃぃいぃぃっ！　イクッ、ああああぁぁっ！」

　興奮の高まりきった彼女の体は、どう責めても気持ちよくなってしまうようだ。

　その中でも特に奥が気持ちいいらしい。

　思い切り腰を突き上げて、そのまま肉棒で子宮口をこね回すようにすると、蕩けてしまうような声が聞こえてくる。

「はぁ、はあぁっ！　出してくださいっ！　そのまま、子宮に祐太郎くんのザーメンッ！　ぜんぶくださいぃぃっ！」









[image: ]











　肉棒には入れない、彼女の最後の場所までを犯してほしいと求めてくる。

　それに応えるように、俺は溜め込んでいた欲望を開放した。

「ぐっ、欲しいだけ出してやるっ！　姫宮さんのこと、ぜんぶ犯してやるからなっ！　イけっ、くっ……!!」

　一瞬大きな波のように快感が押し寄せてきて、それから勢いよく射精した。

「ッ!?　くっ、あああああぁぁぁああぁっ!!」

　その熱さを感じた瞬間、姫宮さんの体が大きく震えた。

　子宮口へ押しつけられた肉棒から、どんどん彼女の中へと精液が送り込まれていく。

「ダメッ、これっ……ダメええええぇぇっ！　イクッ、イクゥッ、イックウウゥゥウウウゥゥゥゥッ!!」

　恥も外聞もなく、与えられる快感のままに嬌声を上げながら絶頂する。

　真っ白な肌を紅潮させ、背筋を逸らしながら最高の快楽を堪能していた。

「う、ぐぅっ……！　まだ、中がっ！」

　無事に姫宮さんをイかせられたけれど、まだ安心できない。

　絶頂中の体はまだ足りないとばかりに肉棒を締めつけ、子種を求めてくる。

　肉棒はドクドクと震えながら、ありったけの精液を吐き出してそれに応えるけれど、彼女の性欲は底が知れなかった。

　このまま精根尽きるまで搾り取られるかもしれないという思いを抱いたとき、姫宮さんの体がグラっと揺れる。

「はひ、はぁっ……！　体がもう動かないです……」

　絶頂の余韻に息を荒げながら、ぐったりした様子の姫宮さん。

　どうやら、そのまま俺の上に座っている体勢を維持できないようで、かなり危ない。

　俺はすぐに手を伸ばすと、彼女を捕まえて抱き寄せた。

　体の上に仰向けで横にすると、一安心する。

「うぐっ……。す、すみません。ご迷惑をおかけしてしまって」

　彼女はそこでしばらく息を整えると、まず俺に謝罪の言葉を伝えてきた。

　どうやら少し落ち着いたようで、しっかりした口調で話している。

「何言ってるんだ、そんなふうに思ったことはないよ」

「祐太郎くんはいつも優しいですね。わたしは助けられてばかりで……」

「俺だって助けられてるさ。姫宮さんの家へ来るのは結構楽しみなんだ」

　そう言うと、彼女が意外そうな表情をして俺のほうを向く。

「それって本当ですか？」

「ああ、本当だよ、俺が今まで嘘を言ったことがあったかな」

　すると、彼女は納得したように頷いた。

「そう言ってもらえると少し安心しました。でも、まだ祐太郎くんには返し切れないくらい恩がありますからね」

「恩って……そんなこと気にしなくてもいいのに」

　俺は何か見返りを求めて、人助けをやってるわけじゃない。

　そりゃあお金をたかられるとかそういったことは嫌だけれど、何か手伝うことで助けられるなら精いっぱいやりたい。

　それで困っている人が助かればいいし、俺も嬉しい。

　その点、姫宮さんとのやりとりは俺にも得がある。

「週に二回は姫宮さんの手作り料理が食べられるし、この部屋からの眺めも、結構好きなんだ」

　この辺りにはあまり高い建物がないので、タワーマンションからの眺めは絶景だった。

　それと、もう一つ。

「姫宮さんがどんどんエッチになっていくから、俺自身もセックスするのが好きになってきたよ」

　彼女が新しいテクニックやプレイを試してみたいと言えばもちろん受け入れるし、たいていはどれも楽しくて気持ちいい。

　そして、これは口に出せないけれど、体を重ねる度に彼女に対して感じる想いが強くなっているように思えた。

　彼女が笑うと俺も嬉しいし、泣きそうになっていると俺も悲しくなる。

　日々の反応を思い返すと、同様の共感を彼女も感じてくれているのではないかと思った。

　姫宮さんと俺は、相談者と相談相手という関係から徐々に変化しつつあるのかもしれない。

　ただ、俺たちはまだそれを上手く処理できる能力がないのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、いつの間にか姫宮さんが体ごとこちらへ向いていた。

「祐太郎くんとセックスするのは、わたしも大好きです！」

「それは良かった。でも、さすがに今日はこれでお開きだね」

　さっきの姫宮さんの様子を見ると、完全に体力が尽きてしまっていた。

　このまま激しくセックスすると、今度はまた気絶してしまうかもしれない。

「そうですね、残念ですけれど」

　今日が終わってしまうと、次の安全日までは日にちが空いてしまう。

　しかし、姫宮さんは本気のセックスをするとき、避妊具を使いたがらない。

　その間はまた、オーラルセックスなどの、本番以外の行為で性欲を紛らわせることになるだろう。セックスが出来ない分のフラストレーションをぶつけるので激しくなりがちだから、俺がよく気を付けておかないといけない。

「今日はありがとうございました。これからもよろしくお願いしますね、祐太郎くん」

　俺はその言葉にうなずきつつ、まだ上手く動けない彼女の介抱をするのだった。




　ある月曜日、俺はいつもどおりに学園へ登校していた。

　場合によっては、セックスで疲れてしまった姫宮さんを介抱しながら、彼女の家に泊まることもある。俺の家には、男友達との勉強会だと言っていた。

　そういうときは時間をずらして登校し、一応のカモフラージュをしている。さすがに彼女の家に泊まっていることがバレると、大きな騒ぎになってしまうだろうから。

　今日はそんなこともなく普通の登校だったので、学園にちょうどいい時間に到着して、下駄箱で上履きに履き替えようとする。

　すると、うちのクラスの下駄箱の前に見覚えのある姿があった。

「姫宮さん、おはよう」

「あっ、祐太郎くん！　おはようございます」

　軽く手を上げて挨拶するが、そこで異変に気付いた。

　なぜか姫宮さんが、自分の下駄箱の前に立ったまま動かないのだ。

「どうかしたの？」

「あの、それが……」

　近づいていって彼女の下駄箱の中を覗いてみる。

　すると、封筒のようなものが何枚か入っていた。

「これは、手紙かな？　何か心当たりはある？」

「はい、一応」

　姫宮さんは頷いたものの、どこか困惑したような表情だった。

「多分なんですけど、ラブレターじゃないかと」

「ラブレター!?」

「声が大きいですよっ！」

「わ、悪い。しかし、ラブレターか……ふむ」

　予想外のことに思わず声を上げてしまい、姫宮さんにたしなめられる。

　とりあえず落ち着いて考え直してみてから、案外、それほど驚くことではないということに気が付いた。

「まあ、姫宮さんは美人で有名だしね」

　彼女の美少女さはクラスはおろか学年中に伝わっているくらいで、一部後輩たちの間でも噂になっているほど。

　話にしか聞いたことがない人間でも、一目見れば必ず納得するだろう。

　そして、その一目で惚れてしまう男子が相応にいる。

「でも、これまではあまりこういったラブレターとか、もらっていなかったよね？」

「そうですね。ここ最近で増えてきたと思います。どうしてでしょうね、不思議です」

「確かに。姫宮さんは高嶺の花だからなぁ」

　姫宮さんはただ可愛いだけじゃなく、年頃の女子にあるまじきほど純粋無垢ということでも知られていた。

　だからクラスメイトの女子たちが、彼女を男たちの魔の手から守ろうと牽制していたのだ。もちろん本人は知らないだろうけれど、男子の間ではよく知られている。

　男子は単純な体格や力では女子に勝るけれど、連携力では敵わない。

　男子たちは互いが恋のライバルでもあるから、協力が出来ないのだ。

　結果、姫宮さんは過保護と言ってもいい女子たちの守りによって、恋愛ごととは無関係だった。

　しかし、最近はその防衛網が崩れているようだ。

　原因には一つ心当たりがある。

「ああ、やっぱりラブレターみたいです。どうしましょう……」

　勇気を出して下駄箱から手紙を取り出して確認する姫宮さん。

　案の定ラブレターだったようで、口元に手を当てて考え込んでいる。

　その様子もなかなか様になっていて、しかも妙な色っぽさがあった。

　原因というのは、おそらくこの色っぽさだろう。

　ここ数ヶ月、姫宮さんは俺とたくさんの性行為をしてきた。

　その影響だろうか、以前より女性らしい華やかな雰囲気を纏うようになっているのだ。

　もっと直接的に言うと、所作の一つ一つが色っぽく感じられる。

　よく観察しなければ分からない程度のものだけれど、もともと彼女は黙っていても注目を集めるほどに綺麗だ。

　ボーっと眺めている内に、魅了されてしまっても不思議じゃない。

　以前のままでも一目惚れする男子は少なくなかったのだから、こうなるともう大変だ。

　姫宮さんに惚れる男子が続出して、女子たちのガードが追い付かなくなったんだろう。

「四通くらいあるように見えるけど、もしかして毎日それだけラブレターが？」

「普段は一通とか二通なんですけれど、月曜日は少し多いかもしれませんね」

「なるほど……」

　真面目な姫宮さんのことだから、おそらく一通一通に返事をしているんだろう。

　なかなか大変じゃないかと想像する。

「今まですべてお断りしているんですが、まだ止まらなくて。中には諦めきれないようで、複数回送ってくる人もいるんです」

「えっ!?　もしかして、ストーカーになったり……」

「いえ！　そんなことはないんですが、少し不安で。これから先、卒業までずっと続くのかなぁ、なんて」

　そう言って手の中のラブレターを見下ろす彼女の目には、憂うれいがあった。

　その表情を見ると、つい手助けしたくなってしまう。

　けれど、思わず伸びそうになった手をグッと引き戻した。

　誰かを助けるときは、まず相手の意志を確認しないといけない。

　過去には、助けようとして余計なお世話だと殴られそうになったことがあるから、その辺は慎重になっていた。

　もちろん、明らかに大変そうな人は自分から声をかけて助けるようにしている。

　けれど、今回は恋愛に関することだ。

　基本的に当事者ふたりの間で決められることだから、他人が割って入るのは良くない。

　そう思っていても、どうしても心配になってしまう。

「……もし、何か困ったことがあったら迷わず俺に相談してね」

　結局、俺はそう声をかけることしかできなかった。

「うん、ありがとう祐太郎くん。でも、わたしひとりで大丈夫です」

　姫宮さんは、顔を上げると普段の優しい笑みを浮かべてラブレターを鞄に仕舞う。

　そして、一足先に教室へ向かっていった。

「ふぅ……ままならないな」

　感じたとおり行動できればいちばん良いんだろうけれど、そうもいかない。

　学園では姫宮さんへ過度に干渉できない、もう一つの理由があるからだ。

　彼女から頼まれたとはいえ、俺は姫宮さんの処女を貰った上に、両手の指では足りないほどセックスしている。

　これは、今までラブレターを渡していた男子からすれば深い嫉妬の対象になるだろう。

　事情を説明しても、納得してもらえるかは怪しい。

　あまり恋愛経験のない俺でも、恋心というのが、時には理性を失わせるものだと知っている。

　嫉妬に狂った男子たちに取り囲まれたらどうなるのか、正直想像したくない。

　最悪俺だけなら殴られてもかまわないけれど、姫宮さんも巻き込まれてしまう可能性があるから、絶対に秘密にしておかなければならないのだ。

「とりあえず、そっと様子を見るくらいが限度かな。男子があまりに強引に迫るようなら、割って入る名分も立つし」

　そう考えた俺は、普段より気を張りつつ教室へ向かうのだった。

　教室内に入ると、すぐにいくつかの視線が飛んでくるのを感じる。

　それ自体は不思議ではないけれど、妙に男子の数が多い。

（今までは気にしてなかったから気づかなかったけど、もうクラスメイトの男子には監視対象にされているのか？）

　彼らにとって、普段から姫宮さんの家に出入りしている俺は、要注意人物ということらしい。

　今まで気づかなかったのは、彼らが気配を隠していたからだろうか？

　だとすると、相当疑われていたんだなと察する。

　俺は席に座ると、ホッと一息ついた。

「買い物の手伝いだという事情は説明してあるのに、これだけの視線を向けられるなんてなあ。これはしばらく、大人しくしているしかないか」

　姫宮さんのほうを見ると、もう女子たちに囲まれている。

　あれじゃあ碌に近寄れないなと思い、少し安心した。

　それから授業時間になり、後はいつもと変わらない時間が過ぎていく。

　授業中や休み時間はこっちを見ていた彼らも、自分のことで忙しいようで視線を感じない。ただ、問題は放課後だろう。

　帰りのホームルームも終わると、生徒たちが帰り支度をしてぞろぞろと教室を後にする。

　姫宮さんも支度を終えると立ち上がり、俺の机へやってきた。

　月曜の今日は彼女の買い物に付き合って、それから家に行く約束をしている。

　俺もバッグを持って立ち上がると、そこで彼女に話しかけられた。

「すみません祐太郎くん。実は少し用事があって、すぐに出られそうにないんです」

「用事？」

「はい、この件でちょっと」

　そう言うと、彼女は鞄から一通のラブレターを取り出した。

「どうしても自分の言葉で気持ちを伝えたいからと書かれていたので、これから行ってきます」

「行ってくるって……どこに？」

「手紙には東校舎の裏だと書いてありますね」

「東校舎……」

　この学園の東校舎は古い建物で、その裏となると死角が多い。

　例え相手が悪意なくこの場所を選んだのだとしても、少し不安だ。

　けれど、やめたほうが良いと言っても姫宮さんは応じないだろう。

　そうなると、方法は一つしかない。

「心配だから俺もついていっていいかな？」

「えっ!?　でも……」

「大丈夫。隠れて近くで待機してるから、相手に知られることはないよ」

　向こうもめったなことはしないと思うけれど、一応の用心だ。

　ここだけは譲る気がないと視線で訴えると、姫宮さんは頷いてくれた。

「分かりました。でも、内緒ですよ？」

「ああ、気を付ける」

　それから俺たちは、東校舎の裏へ行ってラブレターの相手を待つことに。

　俺は姫宮さんから少し離れた倉庫の影に隠れておく。

　しばらくすると、校舎裏に男子がやってきた。

（あれだな……見たことがない顔だし、下級生かな？）

　下級生は姫宮さんの前まで移動すると声をかけた。

　彼女も反応して頭を下げ、懐から例のラブレターを取り出す。

　そして、それを彼に返して断りの言葉を伝えたようだ。

　ここからだと普通の声は聞き取れないけれど、雰囲気で何を言っているかは分かる。

　けれど、下級生はそれを受け取らず首を横に振った。

　そして、何やらこぶしを握って熱烈に語り始めている。

「……、……ッ！」

　どうやらこれが最後のチャンスだと諦めずに告白しているようだ。

（なんだか、見ているだけっていうのはもどかしいな）

　姫宮さんのことだから十中八九、断るだろう。

　けれど、あまりに真剣な下級生の姿を見ていると少し不安になってしまう。

　いままでもこうして男子たちからの告白を断ってきたんだろうか？

　そして、それはこれからも続くかもしれない。

　そう思うと、なんだかとても焦燥感が湧いてくる気がする。

（……まだか？）

　だんだんと焦れてくるけれど、約束があるので飛び出す訳にもいかない。

　飛び出す必要がないほうがいいに決まっているけれど、もどかしかった。

　しばらくすると、下級生が少し息を荒くしながら口を閉じる。

　あまりに熱中していたようで、自然と興奮してしまったのだろう。

　彼の言葉をすべて聞いた姫宮さんだけれど、申し訳なさそうな顔をして頭を下げた。

　すると下級生のほうもガックリと肩を落として頭を下げる。

　その後は自分が渡しただろうラブレターを受け取り、来た道を戻って去ったようだ。

　彼の姿が見えなくなると、俺は倉庫の影から出て姫宮さんの傍に寄る。

「大丈夫だったみたいだね」

「はい、紳士的に話してくださっていたので。途中、少し熱くなっていたようでしたけど」

　姫宮さんは思ったより落ち着いているようで驚いた。

「どうしました、そんな顔をして。わたしがもっと狼狽えると思いましたか？」

「えっ!?　ど、どうして……」

　内心を見抜かれたような言葉に動揺してしまう。

　彼女はクスクスと笑みを浮かべた。

「そんなに驚いた顔の祐太郎くんは、初めて見ますね」

　そのまま校門のほうへ歩き始めたので、後をついていく。

「もしかして、顔に出てたとか？　そんなに表情筋が活発なほうだとは思わないけど」

「わたしと祐太郎くん、もう何ヶ月いっしょにいると思ってるんですか？　些細な表情の変化くらいなら分かるようになりましたよ」

「むっ……そ、そうなんだ」

　俺のほうはといえば、未だにはっきりとした表情の変化でないと姫宮さんの意図は読み取れず、予測するしかない。

　彼女の観察眼が優れているんだろうか。

　そんなことを考えていると、いつの間にか駅前のスーパーについていた。

　ここで買い物をしてから、マンションへ行くのが普段のルートだ。

「さあ、今日はマグロの切り身が安いみたいですよ！　お刺身にしましょうか？」

「最近は料理に凝ってたから、シンプルなものも良いかもしれないね」

　姫宮さんと買い物をしていると、先ほどまでの焦った気持ちが少し和らいでくる。

　それでも、まだ心の中には焦燥感がくすぶっていた。

　彼女と過ごす時間は心が休まるけれど、永遠に続くわけじゃない。

　特に俺たちは相談者と相談相手の関係だから、恋人関係まで口出しはできないのだ。

　そう思うと、どうしても心の奥がひりつくように痛むのを止められなかった。




　その後、俺たちは買い物を終えてマンションへ向かう。

　家に着くとさっと食事をすませて、姫宮さんの寝室へと入った。

　どうやら彼女はすでにヤル気らしく、ワクワクした表情をしている。

　姫宮さんはセックスの前になると、いつも楽しそうだ。

「祐太郎くん、今日はどうしましょうかっ！」

「そうだね……」

　最近は姫宮さんのテクニックも上達してきて、主導権を任せることも多かった。

　けれど、今日は少し気分が違う。

　学園からずっと胸の奥に感じていた熱が、なかなか治まらないんだ。

「じゃあ、今日は俺に任せてもらっていいかな？」

「祐太郎くんがそう言うのも久ぶりですね。ええ、もちろんです」

　姫宮さんは俺を信頼しきっている様子で頷く。

　それを嬉しく思いつつも、俺は性欲を抑えきれなかった。

「姫宮さん」

「はい？　なんでしょ……きゃっ!?」

　俺は彼女の肩をがっしりと掴むと、そのままベッドへ押し倒した。

　最低限頭を打たないように配慮はしつつも、普段より乱暴になってしまっただろう。

　仰向けに横にならせると、俺もベッドへ上がる。

「あぅ……きょ、今日の祐太郎くんは大胆なんですね」

　彼女もこれには動揺しているようだ。

　驚いたように瞬まばたきしつつも、まだ抵抗はしてこない。

　まだ戸惑っているものの、危険は感じていないということか。

　彼女を怖がらせたい訳ではなかったのでホッと安心する。

　けれど、だからといって手を緩めたりはしない。

「今日みたいな告白、これまでにもあったの？」

　ベッドに上がった俺は、上に覆いかぶさるようにしながら問いかけた。

　男子たちが姫宮さんに告白し始めたのは、昨日今日の話じゃないだろう。

　学園では過度に接しないようにしているから、俺の知らない間に告白されていても不思議じゃなかった。

　すると、彼女は少し迷いつつもしっかりと頷く。

「今までに直接告白されたのは、今日も合わせて四回です」

「そんなに……」

　じゃあ、俺が気づかない間に三人から、顔を合わせて告白されてたってことか。

　そう考えると、また胸の奥にひりつくような熱を感じる。

「全部断ったんだよね？」

「はい、まだ恋人関係というのがよく分からなくて」

　どうやら相手の問題ではなく、告白を受けて恋人関係になるということに悩みがあるようだ。

　となると、その問題さえ解決すれば告白を受ける可能性もあるのだろうか？

「恋人関係か……」

「祐太郎くんは、そういった相手がいたことはないんですか？」

「どうも機会に恵まれなくてね」

　今まで自分から告白しようと思ったことはなかった。

　頻繁に頼みごとをされるから、そのことにかかりきりで忙しい。

　それに、そもそも恋人を作る気がなかったという理由もある。

　まったく興味がないかというとそうではないけれど、他にやることが多すぎたんだ。

「そうですか。じゃあ、自分で考えないといけませんね」

「っ……」

　そう言う姫宮さんを見て、俺は口を開きかけた。

　けれど、結局は口を閉じてしまう。

　頭の中にいくつも言いたい言葉が浮かび上がってくるけれど、伝えられない。

　今のこの関係が悪い方向に変わってしまう可能性を恐れているからだ。

「どうしましたか？」

　ただ、彼女は俺の表情の変化から何か感じ取ったのか問いかけてくる。

「いや、なんでもないよ」

「なんでもないって……何か悩んでいるようでしたよ？」

「大丈夫だから、心配しないで」

「でも……ひゃっ!?」

　心配そうな表情をする姫宮さんに対して、俺は誤魔化すように愛撫を始めた。

　片手で制服のスカートをめくりあげると、下着越しに指で触れる。

「いきなり、そこはっ……」

「すぐ気持ちよくしてあげるよ」

　さすがの姫宮さんも、まだ体のほうは興奮していないようだ。

　でも、問題ない。これまでの経験からどうすればいいか分かっている。

　俺はゆっくりと下着の上から割れ目に沿うように指を動かす。

　その傍ら、空いているほうの手を胸元に向けた。

　シャツの上から、大きく張り出した爆乳を鷲掴みにする。

「んっ！　胸のほうもっ！」

「こうしていっしょにすると、すぐ体が熱くなってくるよね」

「は、はい……はふぅっ……」

　いきなりの愛撫で少し驚いていたようだけれど、彼女は抵抗しない。

　それだけ俺を信頼してくれているんだろう。

　その気持ちに応えようと、余計な考えはいったん脇に置いて集中する。

「姫宮さんの体、どんどんエッチになってきてるからね。指先で刺激してるだけで、ほら！」

「きゅっ、んんぅっ！」

　片手で服越しに乳首を押し込みながら、もう片方の手でクリトリスを撫でる。

　上下の性感帯を同時に刺激されて、彼女の体がビクッと震えた。

「やっぱり、反応がいいね。もう感じてるなんて」

　秘部に触れている指が、膣内からじわっと湿り気が出てきているのを感じる。

　もう中では愛液が分泌されて、セックスの準備を始めているに違いない。

　本当にエロくなったな、と思いつつ愛撫を続ける。

「姫宮さん、そろそろよくなってきたかな？」

「はぁ、んっ……はい、気持ちいいですっ」

　まだ乱れているというほどではないけれど、しっかり気持ちよさを感じているようだ。

　俺は少し安心して、ここからは焦らずじっくり愛撫していこうと決める。

「制服、ちょっと触りやすいように動かしていいかな？」

「わたしも、自分でしますね」

「じゃあ、お願いしよう」

　胸への愛撫をいったん中止すると、姫宮さんが呼吸を整えて制服に手をかける。

　上から一つずつボタンをはずして、白い肌を露あらわにしていった。

「俺も脱がすよ」

　彼女に合わせるように、俺もスカートをめくりあげる。

　そして両手で、ショーツが伸びないようゆっくり引っ張った。

　両足を合わせてスルスルと脱がせていくと、姫宮さんが手を止めて顔を赤くする。

「うう……この格好は恥ずかしいです。下を自分でやればよかったかもしれません」

「今度するときは、そうすればいいんじゃないかな」

「はい、次に活かしますっ！」

　真剣な表情で頷く彼女を見て微笑ましく思う。

　姫宮さんはブラウスをはだけると、ブラも脱いで胸を完全に晒した。

　もう興奮しているようで、乳首も硬くなり始めている。

「胸のほうもかなりエロくなってきたね。相変わらず可愛いピンクなのに、もうこんなに反応してる」

「あうっ、また……ひ、んんっ！」

　こちらもショーツを脱がせ終わったので、改めて愛撫を再開する。

　俺の手が触れると、さっきより反応がよくなっていた。

　どうやら体を見られて興奮しているようだ。

「姫宮さん、もうかなり気持ちよくなってるみたいだ。どうかな？」

「はいっ、き、気持ちいいですっ……はふぅ。おっぱいもアソコも、だんだん熱くなってきてますっ」

　火照った体を晒しながら、こちらを見つめる姫宮さん。

　その姿に俺もどんどん欲望が高まってくるのを感じた。

「まだまだ、これからだよ。もっと気持ちよくしてあげるから」

　彼女が感じている姿には興奮するけれど、まだ足りない。

　もっともっと気持ちよくして、淫らに喘がせてやりたいと思う。

「ほら、指も入れるよ。どう？」

「ううっ、ん、ああぁっ！　中に、来てますっ……ああ、動いてるっ！」

　膣内が濡れてきたのを確認すると、人差し指を挿入していく。

　彼女の体は慣れた様子で受け入れ、そのまま奥まで咥え込んでいった。

「すごく熱いな。思ったより興奮してるのかも」

　指先で膣内の感触を味わい、そうつぶやく。

　濡れ具合のほうはまだまだだけれど、体はかなり熱くなっている。

　気分的には興奮していても、体が追いついていないんだろう。

　彼女がその気になっていると分かるとすぐ挿入したくなるけれど、ぐっと堪えて準備を丹念にすることに。

　今日は普段より頭が熱しやすくなっている気がするけれど、まだそのくらいの理性は残っている。

　間違っても襲い掛かるようなことはいけないと思いつつ、手を動かしていった。

「はぁ、はぁっ……今日の祐太郎くん、いつもよりエッチな手つきです」

　そんなとき、姫宮さんが俺のほうを見てつぶやいた。

「もっと姫宮さんにエッチな気分になってほしいからね。そのほうがお互い気持ちいいんだ」

「でも、祐太郎くんはもう、セックスしたそうにしていますよ？」

　その視線の先が俺の下半身に向けられる。

　確かに、彼女の痴態を前にして熱くなった血が下半身に集まっている。

　それに加えて今日はいつもよりムラムラしているから、ズボンがパンパンだ。

「これくらいはまだ我慢できるよ」

　はやる気持ちはあるけれど、さすがにズボンの中で暴発したりはしない。

　そう思っていると、彼女が手を伸ばしてきた。

「姫宮さん？　ちょ、ちょっと！　くっ、うぉっ！」

　彼女の手が股間にあてられて、ズボン越しに肉棒をスリスリと撫でてくる。

　すでに勃起していた肉棒のちょうど裏筋の部分を刺激されることになって、思わず声が漏れてしまった。

　すると、彼女は楽しそうに表情を緩める。

「ふふっ、わたしだってもう、やられてばかりじゃないんですからっ」

　にっこりと笑みを浮かべながら愛撫を続けてくる。

「わたしも、祐太郎くんのこと気持ちよくしてあげたいんです。色々教えていただいたお返しですよ」

「姫宮、さん……」

　学園で見せる無垢な表情のまま、男の興奮を煽るような愛撫をする。

　そのギャップにやられて理性の紐が緩んでいってしまった。

　心の奥を焼いていた火がどんどん大きくなっていく。

　目の前の彼女を自分のものにしたくてたまらなくなった。

　このまま放っておけば、気づかないうちに他の男子に取られてしまうかもしれない。

　今日経験したことが危機感を煽り、衝動的に行動させる。

「ごめん姫宮さん、もう我慢できそうにない」

「は、はいっ？」

　驚いたように目を丸くする姫宮さん。

　けれど、もう彼女を気遣う余裕もなくなっていた。

　俺は愛撫を中断して体を起こすと、右手で彼女の左足を持って大きく開かせる。

　もう片手はベッドについて体を支えていた。

「あうっ！　そんな、急に……さ、さすがに恥ずかしいですよっ！」

　姫宮さんは秘部が丸見えになってしまったことで顔を赤くした。

　けれど、それくらいじゃ興奮してしまったものは止められない。

「ごめん、ほんとうに……でも、自分でも止められないんだ」

　手早く下着ごとズボンを脱いで肉棒を取り出す。

　これまでの興奮に加えて、姫宮さんの愛撫が加わって今までにないほど硬くなっていた。

　俺はそれを彼女の秘部へ押し当てていく。

　肉棒の先端が中に潜り込みそうになるけれど、残った理性を総動員して堪こらえていた。

「姫宮さん……」

　彼女を見下ろしながら、ゆっくりと声をかける。

「もう、始めていいかな？」

　元々彼女もする気だったけれど、この状況で無理やり挿入したらレイプと殆ど変わらない。

　そう考えてなんとか理性を働かせつつ、返答を待つ。

　すると、彼女はベッドについている俺の左手に自分の手を重ねた。

「我慢しないでください。わたしも、祐太郎くんとエッチしたいです」

「ありがとう、姫宮さん」

　俺は礼を言うとそのまま腰を前に突き出す。

　肉棒が割れ目の中に潜り込んで、ふたりの体をつなげていった。

「ああ、熱いですっ！　おっきいっ、あぅ、んぐっ！　ひぃ、はぁぁっ！」

　挿入されている姫宮さんは、呻くように声を漏らしながらも俺を受け止めてくれる。

　手足をヒクヒクと震わせながら、刺激に耐えているようだ。

「くっ、中がっ……キツいっ！」

　一方の俺も膣内の締めつけに苦戦していた。

　姫宮さんの体は完全に興奮していて、膣内も程よく解れている。

　けれど、同時に活動的にもなっていた。

　肉棒が中に入ってきたのを感じると、一斉に締めつけてきたのだ。

　特にいちばん締めつける力の強い入り口付近は、かなりの力がある。

　まるで、肉棒にサイズの合わないリングでもハメられているようだ。

　幅のある先端を何とか入れても、こちらの太さに合わせて締めつけるからなかなか奥まで入れられない。

「くぅ……生意気な体だな」

　姫宮さんはとても素直だというのに、体のほうはかなりワガママだ。

　まだ一度のピストンすらしていないのに、早く精液を寄こせと強ね請だってくる。

　ただ、これには俺の責任もあった。

　我慢できなくなって愛撫を途中で止めてしまったので、普段より潤滑剤になる愛液が少な目なのだ。

　挿入するとき、少し引っかかるような感触があったのはこれが原因だろう。

　締めつけがキツいからといって、無理やり奥まで貫いてしまうと姫宮さんの体を傷つけてしまうかもしれない。

　いくら興奮していても、それはいけないと自制する理性は残っていた。

「もう少し動かしたいけど、姫宮さんは大丈夫？」

　ひとまず意識を秘部から離し、視線を上へ向けた。

　彼女は挿入の刺激で息を荒くしつつも、まだ思考までは鈍っていないようだ。

「はぁ、ふぅっ……奥まで入っていないのに、もういっぱいな感覚です……んぐぅ！」

　どうやら彼女のほうでもキツさを感じていたようだ。

　この強烈な締めつけは無意識なものだったらしい。

「痛むようならいったん抜こうか？」

　興奮は治まる気配がないけれど、姫宮さんを物のように扱う訳にはいかない。

　そう思いながら提案したが、彼女はゆっくり首を横に振った。

「祐太郎くん、止めないでくださいっ！」

「でも……」

　俺が迷っていると、姫宮さんは俺のほうへ手を伸ばしてきた。

　誘うようなしぐさを見て、俺は体を前に倒す。

　すると彼女の手が肩に置かれて、一気に抱き寄せられた。

「なにをっ……んっ!?」

　次の瞬間、唇に熱い感覚が伝わってきた。

　目の前には姫宮さんの顔が広がっている。

　とすると、この感覚は……。

「ふぁむ、んっ……」

　間違いない。いま俺は、姫宮さんとキスをしている。

　しかも、彼女に抱き寄せられて唇を重ねている。

　驚いている間も彼女のキスは続いていた。

　そして現実を認識すると、急激に体が熱くなってくる。

　頭が沸騰するような感覚と共に、下半身にも熱い血が流れ込んでいった。

「んぅ、ちゅう、ぷはぁ……」

　そのまま二分か三分ほどキスされていただろうか。

　驚きと興奮で時間の間隔があやふやになってしまい、知覚できていない。

　そんな中、唇を離した姫宮さんがゆっくり口を開く。

「わたしは、祐太郎くんともっとエッチしたいです。ぜんぶ受け止めますから、心配しないでください」

　優しく包容力のあるその言葉に、彼女の気持ちが込められているようだった。

　強く俺を抱き寄せていた手からも、すでに力が抜けている。

　それだけでなく、意識して全身から力を抜いているようだった。

「祐太郎くんがこんなに興奮してくれるなんて初めてだから、少し驚いちゃいました。でも、もう大丈夫です！」

「……確かに、そうみたいだね」

　再び下半身に意識を向けると、あれほど強かった入り口の締めつけも和らいでいる。

　ここも姫宮さんが意識して力を抜いたんだろう。

　セックスの最中でもしっかり自分の体を制御出来ているということで、少し驚いてしまった。

「ふふ、いつまでも処女のときと同じだと思うと、火傷しちゃいますよ？」

　からかうような表情で言う彼女に、俺は苦笑いで返すしかなかった。

「じゃあ、このまま入れていいね？」

　もう一度問いかけるとしっかり頷いたので、慎重に腰を前に進める。

　今度は邪魔されることなく、スムーズに奥まで挿入された。

　いったん肉棒をすべて挿入すると、安心して息を吐く。

　俺はこの状態のまま何分かゆっくりすることにする。

　互いに体を慣らすために、少し落ち着く必要があると思ったからだ。

「いっぱい、奥まで入ってきましたね」

「ああ、姫宮さんのおかげだよ。ありがとう」

「いえ、わたしも祐太郎くんに協力してもらいましたから」

　そう言いながら、自分の口元に手を持っていって唇を指さす。

　その仕草を見ると、さっきの出来事は夢じゃなかったんだなと実感した。

「姫宮さん、どうしてキスしたんだい？」

「わたしもさっきまで緊張してしまっていたんです。だから、その緊張を解くためにどうすればいいのか考えて……」

「それで、キスしてみたってことか」

「考えは成功でしたね！　祐太郎くんとキスすると、すぐ心が温かくなってきたんです。続けて全身が温まって、すごく気持ちよかったぁ」

　言いながら、キスしているときのことを思い出しているんだろうか？

　嬉しそうな表情をしている彼女を見て、俺も笑みを浮かべてしまう。

「でも、そんなに簡単にキスしてよかったの？」

　姫宮さんのこれまでの経歴を考えてみれば、ファーストキスだったかもしれない。

「いいんです。だって、とっても気持ちよかったんですから。とても幸せな体験でした」

「姫宮さんがそう言うのなら」

　納得して頷きつつも、俺の心の中ではさっきより強い感情が渦巻いていた。

　彼女の体を気遣って一度は抑え込んだ欲望が、また大きく膨らんでくる。

「そろそろ再開するか。こっちの具合もよくなってきたみたいだし」

　話している間に、また姫宮さんの膣内が肉棒を締めつけ始めていた。

　ただ、今は先ほどのように強引なものではない。

　控えめながらもしっかりと精液を強請るような、彼女らしい可愛い締めつけだった。

「祐太郎くんっ！　わたしも動いてほしいです。このままじゃ我慢できません」

「ああ、思いっきり気持ちよくしてやる！」

　俺はまた体を起こすと、体勢を整えて腰を動かし始めた。

「んんっ、きゃっ！　お腹の中で、グリグリ動いてるぅっ！」

　彼女の体をしっかり押さえながら、大きな動きでピストンする。

　膣内の入り口から子宮口まで満遍なく動かして、刺激していった。

　だんだん体のほうが慣れてくると、より動きを激しくしていく。

　互いの興奮を高め合うように肉体を交わらせて、丹念に擦りつけ合った。

　腰を動かす度にパンパンと卑猥な音が鳴り、寝室中に響いていく。

「はひっ、はぁ、はぁっ！　あぅ、祐太郎くんに犯されてますっ、セックスしてるっ……ひゃ、ああんっ！」

　手足から力を抜いてだらっと垂らしながら、与えられる快感に集中しているようだ。

　完全に俺を受け入れてリラックスしている。

　肉体も完全に発情して、蕩け切っていた。

　今度こそ、俺と姫宮さんのセックスを邪魔する要素はない。

　そう思うと、自然とどんどん腰使いが激しくなっていく。

「あんんっ！　はぁ、ううっ！　だんだん、激しくぅ……あぁっ！」

　腰を限界まで引いてから、一息で子宮口まで貫く。

　姫宮さんの子宮口もすっかり性感帯になっていて、思い切り突かれても快感しか生み出さない。

　膣内の天井も、左右の壁も、床も、すべて均等に刺激するように肉棒を動かしていった。

　彼女の体を完全に征服しつくすつもりで、満遍なく犯していく。

「ひっ、あうっ、ああああぁぁっ！　きもちいいっ、体が熱くて熱くて、蕩けちゃいそうですぅっ！」

　だんだんと送られてくる快感を受け止め切れなくなってきたのか、彼女の呼吸も乱れてきた。

　これまでは興奮しつつも一定のリズムを保っていた呼吸が、徐々に不規則になっている。

　自分の行為が姫宮さんを乱れさせていくことに、強い興奮を覚えた。

「祐太郎くんのおちんちんっ、わたしの中で暴れてますっ！　あう、ううっ！　気持ちよくて頭の中が真っ白になっちゃいそうですっ！」

「まだまだ、これからだよっ！」

　俺も息を荒げながら、それでも行為を中断することはない。

　それどころか、より深くまでつながろうと体を動かす。

　姫宮さんの腰を押さえていた手を離すと、彼女の左足を抱え上げた。

「ひゃうぅっ!?　な、なんですかっ!?」

「こうすると、もっと深くまでつながれるんだ」

　左足を抱えるのに合わせて、姫宮さんの体も右方向へひねるように動く。

　それによって、性器同士がより密着して結合するようになった。

「姫宮さん！　どう？」

「あうっ、来ますっ、さっきより奥までぇっ！　あひいいぃぃっ！」

　グイっと腰を前に動かすと、互いの腰がかみ合うように密着する。

　正常位よりももっと、姫宮さんを深くまで犯せるようになった。

「これでもっと、もっと姫宮さんを犯してやるっ！」

　興奮で熱くなった脳みそは、だんだんと理性を失っていった。

　目の前にいる少女を、ただ目いっぱいに犯したくてたまらない。

　その欲求へ素直に従うように、力の限り腰を動かす。

「はぁ、はぁっ！　姫宮さんっ！」

「あうっ、んくっ……ひゃああぁぁっ！　そんなに激しくされたらっ……ひうっ、だめぇっ！」

　彼女を逃がさないようしっかりと足を抱え、思い切り腰を打ちつける。

　普段は優しくしなければと考えているけれど、今だけは気持ちを抑えられない。

　もう完全に、彼女に絆ほだされてしまっているんだと自覚する。

　自分に犯されて喘ぐ彼女の姿を見ていると、よりその気持ちが刺激された。

「俺がいちばん、姫宮さんを気持ちよくするんだ。こんなふうにっ！」

「うぎゅっ!?　はひっ、また強くっ……あぁっ！　こんなの初めてっ……ひゃっ、あうううぅぅぅっ!!」

　頭の興奮がそのまま全身に伝播していって、限界まで膨れ上がった。

　彼女も、声が枯れるんじゃないかと思うほど嬌声を上げている。

　熱い膣内に包まれて、硬い肉棒に貫かれて、互いに絶頂が近いことを感じていた。

「祐太郎くんっ！　ひゃあああっ、はぁ、くうううぅぅぅっ！　もう、我慢できませんっ……くださいっ！　祐太郎くんの精液、ぜんぶ子宮に注いでくださいぃぃっ！」
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　最初は裸を見せるのも恥ずかしがっていた姫宮さんが、すべてをさらけ出して俺を求めている。

　こんなふうに求められたら、我慢できるはずがない。

「ああ、イクよ！　ぜんぶ、姫宮さんの中に出してやるっ!!」

「わたしもっ、わたしもイキますっ！　祐太郎くんといっしょにぃっ!!」

　息を荒げながら、体力の限界まで腰を動かす。

　そして、最後の最後に思い切り強く、彼女の最も奥まで挿入しながら射精した。

「ひぐうううぅううぅぅぅっ!!　熱いぃっ、ドクドクってせーし、注がれてるぅぅっ!!　イクッ、イクゥッ、あひいいいいぃぃいぃぃぃっ!!」

　部屋中に響き渡るほど大きな声を上げながら、絶頂する姫宮さん。

　膣内も、このときばかりは最初のような強い締めつけで精液を絞り出してくる。

　十数秒か、あるいは数十秒か。

　全身が蕩けるほどの強い快感が濁流のように襲い掛かってきて、一瞬意識が飛びそうになった。

　なんとかその波を乗り越えると、全力疾走した後のように大きく呼吸を乱しながらベッドに手をつく。

「はぁっ、はぁっ、ぐふっ……はふぅ……」

　姫宮さんのほうはどうかと顔を上げると、案の定気を失ってしまっていた。

「……ああくそ、またか。俺は馬鹿だなぁ」

　前に風呂場で気絶させてしまってから反省していたというのに、また同じ失敗をしてしまった。

　まあ、今回は寝室なので多少状況はマシだけれど。

「ごめん、姫宮さん。起きたら謝るから」

　そう言って彼女に毛布を掛けると、俺は乱れてしまったベッドの後片付けをする。

　その最中も頭の中にあったのは姫宮さんのことだった。

（もう、ここに至っては自分の気持ちをごまかすわけにはいかないしなぁ）

　今回の件で実感したけれど、俺は姫宮さんを女性として好きになってしまっている。

　そして、この気持ちを解決する方法は一つ。堂々と告白するしかない。

　けれど、それには大きな問題が伴っていた。

（果たして姫宮さんが、どんな反応をするか……）

　これまで彼女とはいい関係を築けてきたと思うけれど、これが恋人となると予想がつかない。

　ただ、この状況で後退する選択肢はなかった。学園にはライバルが山ほどいるのだ。

　不安を感じつつも、俺は新たな決意を胸にするのだった。







[image: ]







「奏ちゃん！　今日もお昼ご飯いっしょにしていい？」

　声をかけられて顔をあげると、そこにはクラスメイトの佐藤さんがいました。

　佐藤さんはクラスの女子の中でも中心的な存在で、皆から信頼されています。

　あまり人付き合いが得意ではないわたしにも声をかけてくれて……特にここ最近は毎日お昼ご飯をいっしょに食べています。

「はい、もちろんです」

「よかった！　じゃあ、お邪魔するね」

　前の席の椅子を回転させると、手に持っていたお弁当箱を机の上に載せます。

　私も鞄からお弁当を取り出すと、包みを開けました。

「奏ちゃん、今日も手作りのお弁当？」

「はい、そうですね」

「すごーい！　ひとり暮らしなのにえらいよねー」

「おかずの半分は夕飯の残り物なので、大したことはないですよ」

　ちなみに、もう半分は朝食と同じなので、実質お弁当のためにお料理はしていません。

　自分用のお弁当なので、こんなものでよいのです。

　ただ、いつもお弁当に流用できるおかずばかりではないので、そういったときはスーパーや購買でお昼ご飯を買ってきます。

「私もお母さんに、少しは料理を覚えろって言われて大変でねー。あっ、よかったらおかず交換しない？」

「ええ、もちろん！」

　わたしにとっても、おかずのバリエーションが増えるのは嬉しいので快諾です。

　のんびりした雰囲気でお弁当を片付け、後はお茶を飲みます。

　そのときになると、佐藤さんが少し真剣な表情になって話を切り出しました。

「少し質問があるんだけど、いいかな？」

「はい、なんでしょう？」

「奏ちゃん、最近よく男子たちから告白されてるよね。あれ、大丈夫？」

「そうですね。しかし、大丈夫……というと？」

　訳が分からず首をかしげると、佐藤さんが苦笑いしてしまいました。

「うーん、その様子なら大丈夫みたいだけどね。まあ、要するに付きまとわれてないかってことだよ。まだ誰にもオーケーしてないんでしょう？」

「はい。皆さんとても真剣にお手紙を書いてくれたり、気持ちを伝えてくれたりしているのですが……」

　わたしのことを好きだと言っていただくのは、とても光栄です。

　ただ、恋人関係というものにピンとこないというか、心が動きません。

　今のわたしにとっていちばん大事なことは、祐太郎くんとのセックスです。

　セックスとの出会いはとても偶然なものでしたが、わたしはすぐにその魅力に取りつかれてしまいました。

　当時は性知識がなく、漫画に書かれている行為に自分が魅了されてしまったということも分からなかったんです。

　でも、それから数日の内に自慰……オナニーを覚えて快感にもハマってしまいました。

　とても気持ちよくて、初めてイってしまったときはそのまま気絶してしまったくらいです。

　それからはずっと、勉強も学園での生活も二の次になってしまいました。

　だから、恋愛についてなんて欠片も考えたことがなかったんです。

「やっぱり、今のわたしに恋愛は難しくて。すべてお断りさせていただいています」

　そう言うと、佐藤さんも納得したようにうなずいていました。

「うんうん、そうだよね。もし困ったことがあったら何でも言ってね、協力するから！」

「ありがとうございますっ！」

　わたしなんかのためにこんなに親切にしていただいて、本当にありがたいなと思います。

　ただ、あまり今の状況が続くのは良くないとも考えています。

　このままでは、卒業までずっと告白とそれを断る日常が続いてしまうからです。

　お昼休みが終わって午後の授業が始まっても、この日は恋愛関係についてのことが頭から離れませんでした。

（……やっぱり、誰かと恋人関係になってしまえばいいんでしょうか）

　そう考えたとき、ひとりの男の子のことが脳裏に浮かびました。

（祐太郎くん……）

　恋人関係になるということは、それはセックスをする相手ということです。

　そうなると、わたしが最初に彼のことを思い浮かべるのも当たり前でした。

　これまでの信頼関係がありますし、彼との体の相性もバッチリだと証明されているからです。

　セックスで恋人を決めるなんて、と思う人もいるかもしれませんが、わたしにとっては重要なことでした。

　なにせ、わたしの性欲は日々強くなっていくばかりなのです。

　資料が漫画しかなかったころとは違い、最近は色々な性知識を、ネットなども使って調べるようになりました。

　すると、セックスの相性が悪くて分かれてしまう恋人や夫婦もいると分かってきました。

　案外馬鹿にしたものではない、と思っているんです。

　それに、一般的な日本人の男性は、一日に何回もセックスするほど体力や精力に余裕がないと聞きますし。

　わたしはセックスするときはコンドームなどを使いたくないので、必然的に本気のエッチは安全日に限られます。

　だから、大丈夫な日にはセックスでたくさん気持ちよくなりたいんです。

　そのためには、それなりの体力や精力のある人でないと。

　その点、祐太郎くんは問題ありません。

　一見すると文化部の生徒と変わらない体格ですけど、意外とたくましい体つきなんです。

　これを知っている人は、少ないかもしれませんね。

　実際にその体を見たことがある人は、もっと少ないかもしれません。

（彼のほうは、わたしのことをどう思っているんでしょうか？）

　以前のわたしにとって、祐太郎くんはよく顔を見るけれど話したことはないという、近くて遠い存在でした。

　彼がどういう人かということだけは、佐藤さんをはじめ、クラスメイトと話している中で知っていました。

　誰かが困っているのを見ると、助けないと気がすまないお人好し。

　それが祟たたって、厄介ごとを押しつけられてしまうこともあると。

　けれど、彼はそれでも腐らずずっと人助けを続けているといいます。

　最初に聞いたときは素直にすごいなと思いました。

　わたしはあまりコミュニケーションが得意ではないので、困っている人を見ても声をかけるなんてできません。

　落とし物を交番に届けるくらいがせいぜいです。

　だから、あまり彼と関わることはないと思っていたのですが、エッチなことを知ってからすべてが変わりました。

　オナニーでもムラムラするのが解消できなくて途方に暮れていたとき、思い出したのが祐太郎くんのことです。

　彼なら、もしかしたら助けになってくれるかもしれない。

　わたしにだって、性のことを他人に相談するのは恥ずかしいという意識はあったので、話しかけるには一世一代の勇気が必要でした。

　でも、いざ相談すると彼はとても親身になって相談にのってくれたんです。

　高校生にもなってオナニーの相談なんて、と笑うこともなく。

　無知だったわたしを利用して、手籠めにしてしまうこともなく。

　相談するとわたしの希望を聞いて、それに沿って提案をしてくれました。

　おかげでわたしは少しずつ落ち着いて、性知識を学んでいけたんです。

　指でアソコを弄ったり、オモチャを使ったり、乳首でも気持ちよくなれたり。

　一つ学ぶごとに新しい快感が増えていって、とても幸せでした。

　でも、その内ひとりでするだけでは満足できなくなって……。

　処女でなくなるということに、それほど抵抗はありませんでした。

　けれど、最初の相手が祐太郎くんだったからこそ、とても安心できたんだと思います。

　思えば、それまではわたしが気持ちよくなるばかりで、彼のことを考えていられませんでした。

　今思えば、目の前で女の子がオナニーしていて、彼も相当我慢していたんじゃないかと思います。

　あのときわたしを襲ってしまうのは容易いことだったのに、それをしなかった。

　それを理解できるようになってからは、祐太郎くんに対する好感はより強くなりました。

　ただ、彼がそれだけ優しいのは彼自信の信条のためで、相手がわたしだからという訳ではないんです。

　たとえわたしが恋人になってほしいと言っても、受け入れてもらえるか……。

　わたしは初めて祐太郎くんに相談したときと同じか、それ以上に悩んでしまいます。

　実をいうと、クラスの男子の中でラブレターをもらっていないのが、祐太郎くんだけなんです。

　他の、すでに恋人がいる人を除いた男子全員からは、一度は告白されてしまっていました。下駄箱にラブレターが入っていたり、直接手渡しされたり、あるいは呼び出されて言葉で伝えられたり。

　それらを一つ一つ断っていく内に、逆に祐太郎くんのことが気になり始めてしまいました。

（わたしのことが嫌い……とは思いたくないのですが）

　普通は、嫌いな人からの相談になんて乗らないはず。

　でも、お人好しな彼のことだから、我慢していたのかもしれません。

　もしそうだとしたら……そう考えただけで、なんだかとても胸が苦しくなります。

（彼の気持ちが知りたいです。でも、自分からなんてとても……）

　万が一嫌いだなんて言われたら、とてもとてもショックを受けてしまいます。

　彼との関係が壊れてしまうのが怖いです。

　もっとたくさん気持ちいいエッチをして、ギュッと抱きしめてほしいです。

　エッチだけじゃなくて、いっしょに買い物に行ったり料理を作ったり。

　一週間に一度か二度の、彼と過ごす時間が、今のわたしにとってはとても大事でした。

　だからどうか、この関係が壊れるようなことにだけは、なってほしくない。

　でも、彼のわたしに対する気持ちも知りたくて……。

　わたしはギュッと胸元で手を握りながら、授業が終わるまでそのことを考えていました。





●　　　●






「ふぅ、これでよしっと。おーい、片付いたぞ！」

「あっ、終わった？　ありがとう、本当に助かったわ！」

　俺は今、体育委員の手伝いで体育館の倉庫の掃除をしていたところだ。

　普段は体育館を利用する運動部の部員にも手伝ってもらっているらしいけれど、運悪く大会や練習試合が重なって手が離せなかったらしい。

　体育委員のひとりがうちのクラスだった関係で、応援のひとりとして俺がやってきたわけだ。

　何度かバスケ部やバドミントン部の手伝いで倉庫にも入っているから、どこに何があるのか知っているのは幸いだった。

　掃除は無事に終わり、点検をして下校をすることに。

　荷物を持って下駄箱へ行くと、そこで声をかけられた。

「あっ、いました！　祐太郎くん！」

「姫宮さん!?　どうしてまだここに？」

　顔を向けると、そこにいたのは姫宮さんだった。

「もう帰ってるはずじゃ……もしかして、待ってたの？」

「はい、いっしょに帰りたいなと思って」

　そう言うってニコリと笑う彼女に、ドキッとさせられてしまう。

　最近の姫宮さんは日に日に魅力的になっていた。

　慣れているはずの俺でもこれなのだから、ほかの男子はたまらないだろう。

　毎日のようにラブレターを渡されるのも、理解できてしまうほどに。

「わざわざ待っていなくても良かったのに」

　確かに今日は彼女の家に行く予定の日だけれど、急に体育委員の手伝いを頼まれてしまったんだ。

　メッセージアプリでそのことは伝えてあるから、てっきり先に帰っているものだと思っていた。

「だって、せっかく祐太郎くんといっしょにいられる日ですから。エッチはもちろん楽しみですけど、いっしょにお買い物するのも好きですよ」

「そっか、姫宮さんがそう言うのなら……」

　そう言われるとつい嬉しくなって頬が緩んでしまいそうなので、意識して引き締める。

　まだ学園なので、油断する姿を見せる訳にはいかない。

　あくまで俺が姫宮さんの家へ行くのは、ひとり暮らしの彼女を手伝うという建前があるからだ。

　あまり親密そうにしている姿を見せると、それ以上の関係になっているのではと疑われてしまう。

　以前のセックスをきっかけに、彼女へ告白したいと思うようになった俺だが、建前がネックになってなかなか関係を進展させられないでいた。

「祐太郎くん、今日の夕飯はどうしましょうか？」

「そうだね……」

　俺は信号待ちのタイミングでスマホを取り出すと、スーパーのサイトを開く。

　まだ地方のスーパーなんかは折り込みチラシのほうが有力だけど、中にはホームページを作って特売品なんかを知らせてくれる店もあるのでありがたい。

「今日は卵と鶏肉が安いみたいだよ」

「そうなると、夕食は親子丼がいいかもしれませんね」

「はは、俺もちょうど同じことを考えてた。じゃあそうしようか」

「はいっ！」

　それからはいっしょに買い物をしたりしながら、互いに学園であったことを話したりする。

　同じクラスでもいつもいっしょにいる訳ではなく、特に姫宮さんの周りには女子が集まっているから、色々と話題も面白いものが多い。

　夢中になって話していると、あっという間にマンションへ着いてしまった。

　入り口から中のエントランスに入ると、そこで姫宮さんが立ち止まる。

「どうしたの？」

「一つ、質問をしていいでしょうか？」

「ああ、もちろん。俺に答えられることなら」

　すると、彼女は少し真面目な顔つきになって口を開く。

「これは例え話なんですが、今海外から両親が帰ってきたら、この関係がどうなってしまうのかな……なんて」

「えっ……それは……」

　その言葉を聞いて、俺は一瞬思考がフリーズしてしまった。

　もし姫宮さんの両親が帰ってきたら？

　まず、ひとり暮らしの姫宮さんを助けるために、ここへ訪れるという建前が失われてしまう。そうなると、関係を続けるには新しく理由を見つけないといけない。

　でも、そんなに都合よく新しい建前が見つかるとは思わなかった。

　理由もなく彼女のマンションへ通っているのが知られれば、クラスメイトたちから色々と言われてしまうだろう。

　女子たちはまだしも、姫宮さんに告白していた男子たちは怒るに違いない。

　俺たちはフラれたのに、どうして告白もしていないお前が……と。

　それを跳ね返す正当な理由があれば問題ないんだ。それこそ恋人であるとか。

　でも、俺はまだ姫宮さんの相談相手で、表向きはひとり暮らしで大変な彼女を手伝うお人好しでしかない。

「…………」

　すぐに答えを出せず下を向いて沈黙していると、姫宮さんが俺の正面に回り込んできた。

「祐太郎くん、こっちを向いてください」

　言われたとおり顔を上げると彼女と目が合った。

　その目はいつになく真剣で、俺の目をまっすぐ射抜いている。

「今回はあくまで例え話ですけど、何かの拍子でそうなってしまう可能性もありますよね」

「……ああ、そうだね。確かに」

　少し落ち着きを取り戻してきた俺は頷いて答えた。

　姫宮さんの言うとおり、今の俺たちは不安定な立場にいる。

　何かきっかけがあれば、すぐに関係が終わってしまうだろう。

　それを変えるための方法の一つが、恋人になることだ。

　そうすれば堂々と彼女といっしょに過ごせる。

　頭の中でそう考えていると、彼女がまた口を開いた。

「でも、わたしは今の日常が好きです。祐太郎くんといっしょに帰って、ご飯を食べて、セックスして……」

「姫宮さん……？」

　まさか彼女のほうからこんなことを言われるとは思っておらず、驚いてしまった。

　けれど、そんな俺の姿に構わず言葉を続けた。

「わたしはこれからも祐太郎くんといっしょに過ごしたいです。祐太郎くんは、どうですか？」

　言い切ると、彼女は胸元で手を重ねて俺を見つめてきた。

　その目はいつになく真剣だ。

　けれど、よく見ると手元が震えている。

　どうやらかなり緊張しているらしい。

　それを見ると、俺もオドオドしていられないと思った。

　そして、ここが一つの転換点だとも。

（ここで少しは男らしいところを見せなきゃ、ガッカリされちゃいそうだしな）

　俺は姿勢を正すと彼女の問いに答える。

「俺も姫宮さんと過ごすのは楽しいし、もっといっしょにいたい」

　そこで一息置くと、少し屈んで姫宮さんと視線を合わせた。

「でも、そのためにはずっとこのままの関係を続けている訳にはいかない。もっと別の関係に変らないと」

「それって……」

　彼女が目を見開いて何かを言おうとしたので、俺は手を上げるてそれを止めた。

「明日、姫宮さんに大事な話がしたいんだ。いいかな？」

「は、はいっ！　待ってますっ！」

　了承の言葉をもらって、俺はホッと一息つく。

「ありがとう姫宮さん。安心したよ」

「わ、わたしも緊張してしまいました……」

　表面上は平静を装っているけれど、今でも心臓がバクバクしている。

　どうやら姫宮さんも同じなようで、安心した表情をしていた。

　向こうも俺が何を言おうとしていたかは分かっているらしい。

　ただ、今日はひとまずここまでにして……告白は明日だ。

　じゃないと体も頭も持たない。

「祐太郎くん。そのまま動かないでくださいね」

　そのとき、不意に姫宮さんが顔を近づけてきた。

　一瞬のことで俺は反応できず、次の瞬間……。

「……んっ」

　頬に温かい感覚が生まれて、すぐ彼女が顔を離す。

「姫宮さん!?　うおっ！」

　一瞬遅れて反応した俺は、自分が屈んだ状態だったのも忘れて後ずさりしようとした。

　おかげで尻もちをついてしまうところだったけど、すんでのところで持ちこたえる。

「だ、大丈夫ですかっ!?」

「ああ。なんとか……ははは、倒れたら卵が割れちゃうからね」

「良かった……じゃなくて、真っ先に言うのがそこですか？」

　安心したのもつかの間、彼女が不満そうに口を尖らせる。

「じょ、冗談だって。でも、なんで急にこんなことを」

「祐太郎くんの言葉が嬉しくて、でもどんな言葉で伝えればいいか分からなかったんです。だから、体が動いてしまって……」

　どうやら衝動的な行動だったようで、彼女も今になって自分の行いを自覚したようだ。

　だんだん顔が赤くなっていって、視線を逸らす。

　互いに気まずい雰囲気になってしまったところで、エントランスの奥にあるエレベーターが動いた。

　その音に反応して、なんとか再起動することに成功する。

「とりあえず、部屋に行っていいかな？」

「そうですね、お買い物した食材も早めに調理したほうがいいですし」

　お互いに頷くと、俺たちはまた連れ立って歩きだした。

　そして、部屋に着いたらさっそく夕食を作って、ともにテーブルを囲んだ。

　腹ごしらえも済めば、後はすることも一つとばかりに彼女に寝室へ誘われる。

　そして、俺たちは今までの関係が変わるのを惜しみながらも、精いっぱいセックスを楽しんだのだった。




　翌日、俺はいつもどおり登校したけれど、内心では緊張していた。

　いよいよ今日、姫宮さんに告白するのだ。

　昨日の反応を見ると、それほど心配することはないようにも思える。

　けれど、一世一代のことだからどうしても緊張してしまっていた。

「姫宮さんは……」

　視線を動かすと、俺より早く着いたのか席に座っている彼女を見つけた。

　すでにクラスメイトの女子が数人話しかけていて、雑談をしているらしい。

「さすがにあの中に入っていく勇気はないな」

　俺はスマホを取り出すと、姫宮さんにメッセージを送る。

　内容は、放課後に体育館裏へ来てほしいというもの。

　あそこは人通りが少ない割に綺麗だし、見通しもよいので危険も少ない。

　彼女は学園ではスマホをマナーモードにして鞄に入れているから、今は気づかないだろうけれど、昼休みには確認してくれるだろう。

　後は俺が上手く告白を成功させるだけだ。

　俺は自分を落ち着かせるためにも、まずは真面目に授業を受けようと集中するのだった。

　そして、流れるように時間が進んで、あっという間に放課後になる。

　姫宮さんのほうを見ると、鞄を持って先に立ち上がっていた。

「よし、予定どおりだな」

　今日は俺が彼女のマンションへ行く予定もないので、いっしょに行動するわけにはいかない。

　まだ以前の関係が有効なうちは、それに乗っ取った行動をとる。

　姫宮さんには先に体育館裏へ行ってもらい、後で俺が合流する形になっていた。

　彼女が立ち去ったのを確認すると、俺もバッグを持って立ち上がる。

「よし、そろそろ行くか」

　あまり彼女を待たせるわけにはいかない。

　先生に見つかっても注意されない程度の早足で廊下を移動し、階段を下りる。

　下校時刻ということもあって一階にはそれなりの数の生徒がいて、その間を縫うようにしながら靴へ履き替えて。

　校門へ向かう皆とは、逆方向へと向かっていった。

「時間は大丈夫そうだな」

　スマホを取り出して時間を確認していると、体育館に到着する。

　中ではすでに部活が始まっているのか、ワイワイと声が聞こえた。

　これだけの声があれば、裏で誰かが話していても聞こえないだろう。

　そんなことを思いながら裏のほうへ向かうと、何か声が聞こえてきた。

「なんだ……？」

　立ち止まって耳を澄ませていると、何やら怒ったような声だと分かる。

　一応、体育館裏は人目がないので、先生からあまり立ち入らないように言われている場所だ。

　もしや先に行った姫宮さんが、先生に見つかって怒られているのかと思ったところで、はっきりと声が聞こえてくる。

「……姫宮さん、昨日坂崎の奴といっしょにいただろう？　俺の告白を断ったとき、恋人はいないって言ってたじゃないか！」

　先生じゃない。男子の声だ。

　しかも、この声は聞き覚えがある。隣のクラスでクラス委員長をやっている里さと見みだ。

　以前、忙しいときに副委員長が風邪で休んでしまって、仕事に追われているのを見て助けたことがある。

　俺はそこで、反射的に立ち止まってしまう。

（な、なんで里見がここにいるんだ？）

　彼は基本的に温厚で、クラスのみんなの意見をよく聞いてまとめるタイプだ。

　それが今は、どうやら頭にきているようで口調も荒い。

　しかも、その場にいる男子は彼だけじゃなかった。

　周囲にも数人、違うクラスの男子たちが姫宮さんを囲んでいる。

　俺はどうして彼らがここにいるのかが分からず、混乱してしまっていた。

　それは問い詰められている姫宮さんも同じようで、かなり動揺しているようだ。

　ただ、なんとか心を落ち着けて口を開く。

「彼は、坂崎くんはひとり暮らしでいろいろと手が回らないところを手伝ってくれているんです！　買い物とか、家事を手伝ってもらっています」

　とりあえずは従来どおりの説明で、乗り切ろうと考えているようだ。

　うちのクラスでは、俺が姫宮さんのマンションへ通っているのを知っている人間は多いけれど、他クラスになると情報が行き渡っていないらしい。

　確かに自分を振った女の子が、他の男といっしょにいるのを見て心がざわつくのは理解できる。

　ここは俺が出ていっても逆効果だと思い、息をひそめることに。

「なので、里見くんが思っているような関係では……」

「じゃあ、なんであいつにキスしてたんだ？」

「えっ!?」

　里見の言葉に、今度こそ姫宮さんの体が固まってしまった。

「駅前のスーパーから出てくるふたりを見つけて、気になったからついていって様子を探ってたんだ。そしたら、エントランスに入ってから頬にキスしてたじゃないか」

　彼の言葉を聞いて頭を抱えたくなった。

　どうやら昨日の出来事を見られていたらしい。

（確かに、あそこのエントランスはガラス張りで、外からも見える。マズいことになったな……）

　俺と同じように姫宮さんの動揺も大きく、今度は短時間で立ち直れそうにない。

「なあ、どうなんだ姫宮さん。俺たちの告白を断りながら、坂崎とイチャイチャしてたのか？」

「そ、それは……」

　姫宮さんの目が動揺と共に左右へ動く。

　しかし、その視線の先にいる男子たちも、彼女に厳しい目を向けていた。

　当然、彼らも姫宮さんに告白して断られている男子たちだろう。

「その反応を見ると、里見の話は本当だったみたいですね」

「ああ、最初話を聞いたときはまさかと思ったけどな。あの坂崎と姫宮さんが……」

「正直あまり信じたくはないけど……ガッカリだ」

　彼らの言葉が、それぞれ姫宮さんに突き刺さる。

　みるみる顔色を悪くしていって、一歩一歩後ずさった。

　最後には、体育館の壁に背中を預ける様な形でよりかかってしまう。

　緊張で呼吸を荒くしつつも、彼女はなんとか口を開いた。

「わ、わたしは確かに皆さんの告白をお断りしました。でも、そのときに恋人がいなかったというのは事実です」

「じゃあ、昨日のあれはなんだったんだ？」

「うぅ……そ、それは……」

　里見は数歩進むと、姫宮さんを圧迫するように顔を覗き込む。

　これまで男子に、こんな態度をされたことがなかったんだろう。

　どうしたら良いか分からずに、ギュッと体を縮こまらせている。

「なあ、答えてくれよ姫宮さん。事と次第によっちゃあ……」

　姫宮さんの態度にフラストレーションが溜まってきたのか、彼の顔も赤くなっていた。

　そして、とうとう手を動かして彼女の体に伸ばそうとする。

　それを見た俺は自然と体が動いていた。

「なあ、里見君！　それと他の皆も！　こっちを向いてくれ」

「坂崎!?　どうしてここに……」

　俺が出てきたことは里見にとっても予想外だったのか、驚いた顔をしている。

　けれど、すぐその驚きは治まって元の憤りが表に出てきた。

「まあいい、ちょうどいいところに来た。お前にも話してもらおうか！」

「分かった。でも、姫宮さんに危害を加えないでくれよ」

「ちょっと頭にきて腕を掴もうとしただけだ！　暴力を振るおうなんて思ってない！」

　くぎを刺すように言うと、里見も直前の自分の行動を思い出したのか、少し焦った様子を見せた。万が一彼女を怪我させるようなことがあれば、今度は彼が女子たちからも責められてしまうだろう。

「ならいいんだけどな」

　とはいえ、これで男子たちのヘイトは、俺に集まった。

　とりあえず、姫宮さんがこれ以上責められることはなさそうで安心する。

「ゆう……坂崎くん」

「姫宮さん、すぐ終わるから」

　ここであまり彼女と話していると、また彼らの反感を買いそうなので短く済ませる。

「それで、皆は何が聞きたいんだ？」

「決まってる。坂崎と姫宮さんの関係についてだ！」

　里見がそう言うと、周りの男子たちも同感のようで頷いている。

「俺が昨日見たときは、随分なれなれしい感じだったぞ。最近のことじゃないだろうな」

「ああ、何ヶ月だったかな……ああそうだ、もうすぐ半年になる」

「は、半年だと!?」

　どうやら彼らにとって、予想以上に長期間だったようだ。

　動揺しているのが分かったので、それを利用させてもらう。

「ああ、半年ほど前に姫宮さんからある相談事を持ち掛けられたんだ。それで……」

　それから、俺はこれまでの経緯を淡々と彼らに説明していった。

　もちろん姫宮さんの相談内容についてや、それに関わる行為については秘密にしてだ。

　さすがに彼らも、女の子のプライベートな相談については踏み込まないでいてくれた。

　内心感謝しつつも、今回のことに関する重要な話に入る。

「俺たちが互いに恋愛感情を抱いたのは最近のことだった。それまでは、本当にいっしょになって悩みを解決していただけなんだ。だから、姫宮さんがみんなの告白を断りながら恋人がいないと言ってたのは嘘じゃない！　そこだけは分かってほしいんだ」

　力を込めてそう説明すると、彼らも目を合わせて難しい表情をしている。

　リーダー格である里見はというと、ずっとこちらを見つめていた。

「確かにそのとおりなら、姫宮さんが俺たちを裏切ったことにはならないだろう。納得はできないけれど、理解はする。でも、本当にそうなのか？」

「というと、どういうことだ？」

「人の気持ちなんて、あのときどうだったとか明確に調べられないだろう！　嘘をついていたって分からないじゃないか」

　そう言われると、こちらとしては沈黙せざるを得ない。

「確かに、噓発見器なんて便利なものもないし、皆の良心にすがるしかないよ」

　ここまで言って納得してもらえなかったら、それは仕方ない。

「でも、姫宮さんを怖がらせるのは止めてほしい。責めるなら俺にしてくれないか」

　俺はその場にたたずむと、審判を待つ受刑者のように口を閉ざす。

　彼らの間でもしばらく沈黙が続き、それぞれ視線を交わしていた。

　そして、相変わらず里見だけは一貫して鋭い視線を向けてきている。

　やがて、ひとりの男子が一歩前に出てきた。

「確かに里見の言うとおり、坂崎の言葉が真実かどうか確かめる方法はない。……けど、俺は信じるぜ」

「なっ……本気か!?」

　里見が驚いた様子で男子のほうへ振り返るが、彼はしっかり頷いた。

「坂崎には一年生のときに助けてもらった借りがあるからな。こいつが困ってる機会なんてそうないんだ。借りはしっかり返しておいたほうが気持ちいいじゃないか」

　すると、迷っていた男子たちも次々に、その意見に賛同し始めた。

「俺もこの前、どうしても外せない用事があるときに仕事を肩代わりしてもらったっけ」

「俺も坂崎には借りがある。それに、女の子相手にムキになっても格好悪いしな」

　彼らはそれぞれ頷くと、静かにこの場を後にしていく。

「仕方ない、今回は諦めるか……」

「姫宮さんを泣かせるんじゃないぞ。それと、坂崎がダメだったらもう一度姫宮さんに告白するからな！」

　ひとりふたりと去っていき、残るは里見だけだ。

「むぅ……」

　彼は腕組みしながら俺と姫宮さんを交互に見つめて、やがて大きくため息を吐いた。

「これで俺だけ暴れてたら、聞き分けのない子供みたいじゃないか。今回は、運がなかったと思うことにするよ」

「ありがとう。すまなかった」

「謝らないでくれ、決意が鈍りそうだ。しかし、この失恋は後を引きそうだなぁ……」

　彼はそう言って苦笑いすると、振り返らずに去っていく。

　しばらくして、この場所に落ち着きが戻ってきた。

　聞こえるのは体育館の中にいる部活中の生徒の声だけ。

　俺は姫宮さんのところへ移動すると、彼女へ手を伸ばす。

「姫宮さん」

「はい、ありがとうございます」

　彼女が俺の手を握ってくれたので、そのまま引いて抱き寄せる。

　両手で肩を抱きしめたとき、思ったよりも華奢だなぁ、なんて思ってしまった。

　もう何度も、抱き合ったことはあるはずなのに。

「姫宮さん、大丈夫だった？」

「は、はい。なんとか……ふぅ」

　彼女は大きく息を吐くと、ホッとした様子で笑みを浮かべた。

　その表情を見て、俺ももう大丈夫だと安心する。

「ごめん、俺が昨日よく注意していなかったから。姫宮さんを怖い目に合わせてしまった」

「そんな！　わたしがエントランスで不用意な真似をしたからです！　あれがなかったら、まだ上手く説得できていたはずですから」

　そうしてしばらく、どっちに責任があると言い合いをしてから、ふとした拍子に会話が途切れる。

「そうだった。今は責任がどうとかよりも重要なことがあるんだったね」

　男子たちを説得するのに夢中で危うく忘れるところだったけれど、今日はそのために彼女を呼んだんだった。

　俺はいったん体を離すと、正面から姫宮さんを見つめる。

　彼女も内容は察しているようで、少し緊張しながらも俺からの言葉を待っていた。

「姫宮奏さん」

「は、はいっ！」

　名前を呼ばれ、一瞬小さく肩を震わせる。

　そんな彼女に、俺は自分の気持ちを率直に伝えた。

「貴女のことが好きです。純粋で優しいところも、セックスで見せるエロい姿も全部。これからもずっと貴女の傍にいたいんだ。どうか恋人になってもらえませんか？」

　その言葉を発した瞬間、自分の体が熱くなってくるのを感じる。

　とうとう告白したという興奮と、告白してしまったという不安。

　そして、その熱は姫宮さんにも伝わっていたようだ。

　両手を胸の前で重ねてギュッと握って、頬を紅潮させている。

　まるで俺に言われた言葉を、一音一音噛みしめているようだ。

　そして、十秒か二十秒か、永遠にも思える間をあけて口を開く。

「わたしも、祐太郎くんのことが好きです。困った人を放っておけない優しさや、わたしの恥ずかしい相談にも真摯に答えてくれるところ。それに何より、わたしも祐太郎くんと過ごす時間が大好きです！」

　ハッキリとそう言い切ると、最後に礼儀正しく一礼する。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします！」

　姫宮さんに受け入れてもらえた。

　そう理解した瞬間、これまでの緊張が一気にほぐれていく感覚がする。

　それと同時に、これまでにないほど暖かくて幸せな感覚が全身を包んでいった。

「姫宮さん、ありがとう。きっと後悔はさせないから」

　ゆっくりと肩に手を回して、もう一度抱きしめる。

　すると、彼女もこちらを向いて首に手を回してきた。

「祐太郎くん……んっ！」

　そのままぐっと背伸びすると、ふたりの唇が重なった。

　唇から幸せな感覚が広がってきて、思わず笑ってしまいそうになる。

　十秒ほど繋がっていたものがゆっくり名残惜し気に離れると、また俺たちは見つめ合った。

「姫宮さん、これからどうしようか。さっきのこともあるし、今日はだいぶ疲れてるだろうから、休んだほうがよさそうだけど……」

　さっきの男子に囲まれている光景を思い出すと、こっちまで胸が苦しくなりそうだ。

　けれど、彼女は首を横に振って、俺の首に回した腕に力を込めた。

「お休みだなんて嫌です。せっかく祐太郎くんに告白された日なんですから、ずっとふたりでいっしょにいたいです。ダメですか？」

「そんなことないよ」

「ふふ、良かったです。じゃあ、いつものようにわたしの家にご招待しますね！」

　それから、俺と姫宮さんは連れ立ってマンションへ向かうのだった。




　今日は近所のスーパーへ買い物に寄らず、そのままマンションへ直行した。

　体育館裏での騒動があった分、いつもより遅い時間になってしまったし、何より姫宮さんが早く帰りたがっていた。

　訳を聞くと、外では安心してふたりきりになれないからだとか。

　そんな理由を聞いた俺まで嬉しさで足の動きが速くなってしまった。

　マンションへ到着すると、すぐ部屋の中へ入る。

　さすがに反省しているので、部屋に入るまで不用意なことはしない。

　その代わり、エレベーターの中でもしっかり手をつないでいた。

　リビングに荷物を置くと、そのまま寝室へ。

　中に入るとすぐさま、姫宮さんが俺をベッドへ座らせた。

　そして、ようやく自由にできるのが嬉しいのか思い切り抱きついてくる。

「祐太郎くんっ！」

「おっと！　今日の姫宮さんは大胆だね」

「だって、やっと祐太郎くんと安心して触れ合えるんですよ？」

　そう言うと、彼女はギュッと俺の体を抱きしめる。

　そして、耳元に顔を寄せると小さく囁いた。

「さっきのこと、本当はまだ少し怖いんです。だって、あんなに大勢の男の子に囲まれたのは初めてでしたから。鋭い目で睨まれて、どうしていいか分からなくなってしまいました」

「姫宮さん……ごめん、すぐに助けに行けばよかったね」

　自分の決断を後悔して謝ると、彼女は首を横に振った。

「もういいんです。その代わり、たくさん気持ちよくして忘れさせてください」

　彼女の目には情欲の光が宿っていた。

「なるほど、それじゃあ俺も頑張らないとね」

　姫宮さんがそれを望むなら、俺も全力で答えないといけない。

「それで、最初はどうしようか？」

　俺たちはこれまでにかなりの数のセックスをしてきたし、それ以外のプレイの経験も豊富だ。

　その中から彼女が何を選ぶかは、少し楽しみでもあった。

「ええと、それじゃあですね……」

　彼女は少し考えた後、口元に手を当てる。

「祐太郎くんのおちんちん、まずは口で味わわせてくださいっ」

　姫宮さんが半開きにした口からは、ぬらぬらと唾液で濡れた舌が覗いていた。

　俺を誘うように艶めかしく動く舌を前に、早くも興奮してしまう。

「フェラチオってことかな。じゃあ、姫宮さんはベッドに座って。俺が立つから」

　彼女をベッドに座らせ、その前に俺が立つ。

　これで、ちょうど彼女の顔の前に俺の股間が来る形になる。

「ありがとうございます。では、ズボンだけ脱いでいただきますね」

「分かった。姫宮さんにしてもらえると思うと、もう興奮してきちゃうよ」

「ふふっ、わたしも早く味わいたいです」

　下着ごとズボンを脱ぐと、興奮で半勃起状態になった肉棒が現れる。

「わぁ、もう大きくなり始めていますね！」

　彼女はニコニコした表情で肉棒を見つめる。

　そして、目の前にしゃがむとゆっくり顔を近づけてきた。

「では、いただきます。はむっ」

　大きめに口を開け、一気に中ほどまで咥えてしまう。

　俺は一瞬で肉棒が熱いものに包まれて、次の瞬間舌が押しつけられるのを感じた。

「あむ、ちゅるぅ……れろっ！」

「くっ！　最初から遠慮なしだね！」

　姫宮さんは肉棒を咥えたまま舌を動かし始めた。

　最初は舌先でチロチロと、まるで蛇が舌を出すように少しずつ刺激してくる。

「んっ、んん……とっても独特な味がします」

　それほど美味しくはないはずだけれど、彼女は満足そうだ。

　それどころか、徐々に舌遣いが大胆になってくる。

「んん、んんぅぅっ！　ちゅる、ちゅるるるるっ！」

「うぅっ!?」

　舌先だけだったものが、今度は全体を使って舐め始めた。

　まるで棒付きの飴でも舐めるかのように、ねっとりとした動きだ。

　舌の腹の部分を竿に押しつけて、そのまま上下左右に動かす。

　触れている面積が大きいから、刺激もすばらしい。

　押しつけられている舌は肉厚で、濡れていて、複雑に動く。

「んじゅ、れろっ！　はふ、はぁ……いかがですか？」

　姫宮さんはそこでいったん口を離す。

　そして、俺の顔を見上げると感想を求めてきた。

　実に楽しそうな表情で、それに加えて興奮している。

　見つめられながら話すことになるのは恥ずかしいけれど、正直に伝えよう。

「姫宮さんの口、すごくエロい動き方してて気持ちいい」

「本当ですか!?　喜んでもらえたみたいで嬉しいですっ！」

　どうやら俺の答えに満足してくれたようだ。

　姫宮さんのフェラはまだまだ続く。

「では、もっとエッチにご奉仕しますね。気持ちよくして、我慢できなくしちゃいますからっ」

　可愛らしく言うと、今度は舌だけ出して俺に見せつけるように舐め始める。

「んぇ……ん、るぅっ！　ちゅむ、ちゅうっ……べろぉぉっ！」

　舌を肉棒の根元に押しつけて、そこから上に向かって舐め上げる。

　裏筋に沿って気持ちいい刺激が昇ってきて、背筋がゾクゾクした。

「姫宮さん、そんなに大胆な……エロすぎだよ！」

「祐太郎くんがわたしを、こんなにエッチにしてくれたんですよ？　んむ、ちゅうちゅう……れるるっ！」

　すっかりテクニシャンになった彼女は、様々な方法で快感を与えてくる。

　直前まで舌を使っていたかと思えば、今度は唇だ。

　キスするように竿へ何度も押しつけて、柔らかい感触を味わわせてくる。

　本来なら相手の唇に触れるべきキスを、勃起した肉棒に捧げているという光景は背徳感を刺激した。

「ちゅ、ちゅっ！　はぁ……もう完全に硬くなりましたね」

　少し前まで半勃起状態だった肉棒は、もう限界まで勃起していた。

　その上、姫宮さんが舐めまわしたおかげでテラテラと濡れていて卑猥だ。

　その肉棒の向こう側に可愛らしい姫宮さんの顔が見えるから、かなりギャップがある。

「はぁ、ふぅ……まだフェラを続けるの？」

　俺もすでにかなり気持ちよくなってしまっている。

　腰の奥でぐつぐつと熱い欲望が溜まっていて、大きな刺激があればあふれ出してしまいそうだ。

「続けますよ。だって、まだ味わい尽くしてないですからね」

　けれど、姫宮さんは普段の調子でそう宣言した。

「それどころか、これからどんどん気持ちよくなっていくんですから！」

「こ、これ以上？」

「そうですよぉ。祐太郎くんもわたしのお口でたっぷり楽しんでくださいねっ！」

　彼女は、卑猥に濡れている肉棒を前にしているとは思えないほど綺麗な笑みを浮かべていた。

「次は、またお口の中にご案内です。今度は奥までいっちゃいますよ」

　両手を俺の腰に腕を回して、口の奥まで飲み込んでいく。

「んぐ、んぅっ……はむぁ……！」

　裏筋に舌を添えながらまっすぐ迎え入れる。

　さっきもすごくよかったけれど、今度は肉棒の根元まで咥え込んでしまった。

「ああ、本当にぜんぶ咥えられてるよ……」

　それなりの大きさがある俺のものが、完全に姫宮さんの口に飲み込まれている。

　結果的に、俺の股間に顔を埋めるような形になっているんだ。

　ビジュアルだけでもかなり興奮してしまった。

　それに加えて、もちろん口内で与えられる刺激もある。

　彼女は肉棒を咥えたまま、舌はもちろん頬肉や唇を使って巧みに刺激してきた。

「んんっ、ちゅる、んぶぅ……はぁっ、じゅぷっ！　先っぽからお汁がたくさん溢れてきましたよ？」

　こんなに唾液で濡れているのに、先走り汁の味をしっかり感じているようだ。

　彼女自身も興奮しているのか、モジモジと体を揺らしている。

「おちんちん、さすがにこれ以上は大きくならないみたいですね……」

　勃起の限界を悟ったのか、少しだけ残念そうな顔をする姫宮さん。

　けれど、すぐ気を取り直してニコリと笑った。

「でも、まだ興奮はさせられますもんね。こういうのはどうでしょうか？」

　彼女は舌を出して肉棒を舐めながら制服に手をかけた。

「ん、れるっ……わたしの体でも興奮してくださいっ」

　まずブラウスがはだけられると、豊満な乳房が露あらわになった。

　ブラで支えられているおかげで北半球の丸みが暴力的なまでに視覚に訴えかけてくる。

「あはっ。ピクッて震えましたね？」

「ひ、姫宮さんが見せつけるから……」

　やはり自分で脱がすのと、彼女が自発的に脱いでくれるのでは感じる興奮も違う。

　俺を興奮させるためにわざわざ肌を晒しているんだと思うと、嬉しくて下半身が熱くなった。

「祐太郎くんはよくわたしのことをエッチだって言っていますけれど、祐太郎くんのおちんちんも凄くエッチですよ。ご奉仕するとピクピクって反応して、本当に可愛くていやらしいんです」

　彼女はそのままさらに服をはだけていく。

　ブラをはずして上半身はブラウスだけになり、下半身もスカートをめくりあげてショーツを太ももまでずらした。

「ちゅる、んじゅぅ……れろっ、はぁっ！　わたしも、こんなに感じてしまっています」

　ずらされたショーツにはすでに愛液で染みが出来ていて、姫宮さんの興奮具合が伺えた。

　それを見せつけて俺の性欲を煽りながら、片手で肉棒を撫でる。

　亀頭から竿を伝って根元まで行き、さらに金玉まで。

「ここで祐太郎くんのザーメンを作っているんですね。とっても熱くて、ずっしりしています」

　うっとりした目で見つめると、そのまま顔を寄せた。

　そして、肉棒にしたのと同じように金玉にもキスする。

「ちゅ、ちゅっ、れろっ！　はぅ、おちんちんより濃い汗の味がします。頭がクラクラしてしまいそうです」

「頭がクラクラしそうなのはこっちだよ。やっぱり、今日の姫宮さんは段違いにエロいって」

「だとしたら祐太郎くんのおかげです。あんなにドキドキしたのは初めてでしたから。その気持ちを全部ご奉仕に込めてるんですよ。おかげでわたしも、いつもより興奮しちゃってるんですっ」

　よく見れば、彼女は言葉どおり息を荒くしていた。

　しかし、興奮に頬を赤らめ呼吸を乱しながらも奉仕はやめない。

「んじゅぅ、ちゅ、ぢゅぅっ！　はぁ……れろ、れろれろっ！　はむっ、あむ、んぐぅ……じゅずるるるっ!!」

　キスして、舌で舐めて、奥まで咥え込んで。

　考えられる限りの方法で俺の肉棒を味わっていた。

　興奮で彼女の息が荒くなっていくにつれ、俺の息も荒くなっていく。

　そして、蕩けるほどの快感を与えられた肉棒には限界が近づいていた。

「おちんちんの匂い、どんどん濃くなってます。もうすぐ射精しちゃいそうなんですね？」

「そんなことまで分かるのか……」

　確かに彼女の言うとおり、ため込んだ欲望が今にもはちきれそうだ。

　だが、このまま勝手に射精してしまえば姫宮さんが悲しむと思って、なんとかこらえている。

　それに、彼女のご奉仕をできるだけ長く楽しみたいという欲望もあった。

　そんな俺に姫宮さんは選択を突きつけてくる。

「祐太郎くんは最後にどこで出したいですか？　このままお口の中か、それとも……わたしをザーメン濡れにしてみたいとか？」

「ッ!?」

　姫宮さんに、告白したばかりの彼女に欲望の塊をぶっかける？

　そんな非道なことをしてはいけないという理性と共に、目の前の恋人にマーキングしてやりたいという雄としての本能が湧き上がってくる。

「んぁっ！　おちんちん喜んで震えてます。ぶっかけたいんですね？」

「ち、違う。これは……」

「正直になってくれていいんでよ。だってもう、私たちは誰にも気兼ねしなくていいんですからっ！」

　そう言うと、彼女は容赦ないフェラチオで肉棒を刺激してきた。

「んぐっ、んぐぐっ！　じゅぷ、じゅぷっ、れろぉぉっ！　わたしの口の中で溶かしてあげますっ！」

　濁流のような快感が襲ってきて、堪えていた欲望があふれ出しそうになった。

「んじゅっ、ちゅるっ、れろぉぉっ！　おちんちんビクビクしてますね。祐太郎くん、早くザーメンぶっかけてくださいっ！」

「くっ！　ダメだ、本当に……」

　彼女の顔を汚すなんていけないと尻に力を入れるけれど、向こうはノリノリで搾り取ろうと舌を動かしてくる。

　俺自身が教え込んだテクニックは的確にこちらの性感帯を刺激してきて、我慢できない。

「んっ、ちゅるるるるるっ！　はむっ、はぁっ！　祐太郎くんのザーメンを浴びて、貴方の恋人だって実感したいんですよぉ！」

　巧みな動きで肉棒を刺激しながら誘惑され、とうとう限界がきてしまう。

「ぐっ……ああぁぁっ！　ダメだっ、出るッ！　姫宮さんっ!!」

「イって！　全部出してくださいっ！　祐太郎くんのザーメンで染め上げてくださいっ!!」

　次の瞬間、これまでため込んでいた精液が一気に吹き上がった。

　驚くほど大量の白濁液が飛び出して、姫宮さんの顔を白く汚していく。

　さらに射精は続いて、顔だけでなくむき出しになっている乳房まで汚していった。

「ひゃうぅっ!?　ああっ、熱いのがこんなにたくさん……んぅっ、熱くてねばねばして、匂いもすごいっ……はぁぁ、んぁっ！　ひゃあぁぁ……」

　出された精液が床に垂れないように顔の下へ受け皿のように手を広げていて、そこにも顔から垂れた精液が溜まってしまっている。

　普通の女の子なら慌てるところだろうけれど、生粋のセックス好きである姫宮さんにとっては嬉しいぶっかけ初体験のようだ。

　うっとりした表情で射精を受け止め、小さく体を震わせている。

　そして、射精が終わると未だに震える肉棒の先端へ感謝するようにキスをした。

「こんなにたくさん射精してくれてありがとうございます！　とっても素敵でエッチでしたよ。わたしも興奮して、軽くイってしまいました」

　姫宮さんはそう言うと大きく息を吐く。

　そして、熱のこもった視線を向けてきた。

　彼女もかなり興奮していたと思うけれど、やはり自分もイけないと満足できないようだ。

「ふぅ……呼吸するだけで祐太郎くんの匂いに包まれて、とっても幸せです。でも、まだエッチな気分が治まらないんですっ！　それどころか、どんどん強くなってきて……」

　彼女は精液濡れの顔のまま、自分の胸と股間で手を動かす。

　右手で乱暴に胸を揉むと、左手の指を膣内へ挿入する。

「んっ、ひゃぁっ！　体が全部気持ちよくなっていますっ！　でも、いちなん欲しいのは祐太郎くんのおちんちんなんですよっ！」

　両手を同時に動かして、美少女が卑猥なオナニーをしながら俺を求めてきた。

　完全に発情して理性が吹き飛んでいる姿に、俺の欲望がまた湧きだしてくる。

「本当に姫宮さんはエッチだね。出したばっかりだっていうのに、もう体が熱くなってくるよ」

　呆れるほど射精して、彼女にマーキングした興奮もすでに過去の出来事だった。

「それで、姫宮さんはどうしてほしいんだい？」

　問いかけると、彼女は口元を緩めて妖艶な笑みを浮かべた。

「そんなの、決まっているじゃないですか！」

　オナニーしていた両手の動きを止めると、ショーツを脱いで足を広げる。

　めくりあげられたスカートの奥に、たっぷりと濡れた秘部が見えた。

「ここに、祐太郎くんのおちんちんを入れてほしいんです。本気のセックス、してくださいっ！」

　じっと俺を見つめながら、犯してほしいとおねだりする姫宮さん。

　こんなふうに誘われて断れるわけがなかった。

「ああ、姫宮さんが満足するまで可愛がってあげるよ。ただ、途中で止めてって言われても止まれないからね？」

「もっとしてほしい……ならともかく、止めてほしいなんて言いませんよ」

「言ったな？　どうなるか楽しみだよ」

　笑みを浮かべると、自分の中の興奮がさらに高まってきたのを感じる。

　ただ、このまま押し倒すのは早計だ。

　ひとまずぐっと堪えて、ベッドの脇に常備されているタオルを手に取る。

「始める前に顔の汚れとかを拭いておかないと。そのまま乾くと大変だ」

「ああ、そうでした。お気遣いありがとうございます」

　姫宮さんも早くセックスしたくて忘れていたようだ。

　少し恥ずかしそうに笑うと、俺からタオルを受け取って汚れを拭く。

　続けて、半分脱ぎかけだった服に手をかけた。

「これももう邪魔ですね。思いっきりエッチするのには要りませんし」

　そう言うと、上も下も全部脱いで一糸まとわぬ姿になる。

　すでに何度も見ているけれど、思わず見とれてしまった。

　同級生の中では平均的な身長に、だれもが目を引かれる大きな胸。

　しっかりとしたくびれを挟んで、肉付きのいいお尻が続く。

　足や腕も一見ほっそりしているけれど、適度に肉がついていて触れると柔らかくて気持ちいい。

　誰もが羨む女体美が、目の前に晒されていた。

「どうしましたか？」

　俺の視線に気づいたのか、彼女が顔を上げる。

「姫宮さんに見とれていたんだよ。綺麗だなって思って」

「お世辞を言っても何も出ませんよ。もう隠しているものもありませんけれど」

「こんなところでお世辞を言う訳がないじゃないか」

　そう言いつつ俺も服を脱いでいく。

　ふたりでいっしょに裸になると、ベッドに上がって向かい合って座った。

　さすがにもう緊張はしないけれど、代わりに別の感情が体を震わせる。

「俺たち、もう恋人になったんだよな」

「そうですね。ここではもちろん、学園でも周りを気にせずお話しできると思うと嬉しいです」

　彼女はニッコリと笑うと俺のほうへ近づいてきた。

　そして、両手を伸ばして首に巻きつけると顔を寄せてくる。

「こんなことをしてしまっても、いいんですよね？」

「悪いけど、いきなりは遠慮してくれないかな。さすがに騒ぎになるだろうし」

　学年の中でアイドル的な存在の姫宮さんに恋人ができたとなると、かなり話題になるだろう。

　体育館裏の出来事ほどではないにせよ、やっかみも受けるかもしれない。

　しばらくの間は調子に乗らず、大人しくしておくほうが賢い選択だ。

「むぅ、分かりました……残念です」

　姫宮さんは不満そうに頬を膨らませると、息を吐いてガッカリした表情になる。

「そんなに悲しまないでほしいな。それに、俺にとってはそっちのほうが都合がいい」

「えっ？」

「だって、こんなに可愛い姫宮さんを独占できるからね」

　普段は以前のように素直で礼儀正しいけれど、ベッドの上では淫らで表情豊か。

　そんなギャップを楽しめるのが俺だけだと思うと興奮するし、独占欲も刺激される。

「そんなことを考えていたんですか？」

「姫宮さんはあまり気に入らないかな」

「そんなことないですよ。祐太郎くんがわたしに夢中になってくれるの、すごく嬉しいですっ」

　今度は嬉しそうな笑みを浮かべると、そのまま顔を近づけてきた。

「祐太郎くん……ん、ちゅぷっ……」

　そしてゆっくり目をつぶるとキスしてくる。

　俺も彼女の背中に手を回して支えながら、その唇を受け止めた。

「ん、ちゅ、ちゅうっ……祐太郎くんっ」

「姫宮さん、大好きだよ。きみに夢中で、本気で好きなんだ」

　そう言うと、彼女の背中がゾクッと震えた気がした。

　俺を見つめる瞳に情欲の火が灯って視線が熱くなる。

　首に回された手にも力が入って、またキスされた。

「んんっ！　ちゅ、んるぅ……ちゅぷ、はむぅっ！」

　しかも、今度は最初から遠慮なく舌をこっちに口の中へ割り込ませてくる。

　俺は彼女に合わせて口を開いて受け入れると、自分の舌も絡ませた。

「はぶ、じゅるっ！　はぁっ、もっとキスしたいです。本気のキス……」

「俺ももっと姫宮さんと深く繋がりたいよ」

　互いに腕へ力を込めると強く抱きしめ合う。

　体が重なり合い、特に彼女の豊満な胸が自分の胸板に押し当てられる感触が気持ちいい。

　逆にこちらからは、興奮で勃起した肉棒を姫宮さんのお腹に押し当てる形になっている。

　亀頭がちょうどおへその下あたり、子宮のある位置に当たっていた。

　スベスベの肌に擦りつける感覚で、これだけでもかなり気持ちよくなってしまう。

「はぁ、はぁ、んうぅっ！」

　思い切りキスをしているからか、姫宮さんは少々酸素不足らしい。

　呼吸を荒くしながら、なおもキスを続けようとしてくる。

　その姿はとても可愛いし嬉しいんだけれど、俺は彼女の肩を掴んで動きを止めた。

「えっ……な、なんでですか？　もっと祐太郎くんとキスしたいですっ！」

　その言葉に理性がグラつきかけるけれど、なんとか堪える。

「俺もそうしたいのは山々なんだけどね。正直、そろそろ我慢できなくなってきたんだ」

　キスはもちろん、爆乳を押し当てられたり肉棒をお腹へ押しつけたり、かなり興奮が高まっていた。

　限界まで勃起したものからは、すでに止めどなく先走り汁が溢れている。

　それが押しつけられていた姫宮さんのお腹も、いやらしく濡れてしまっていた。

「このまま続けていたら、挿入する前にイっちゃいそうだ」

「わたしは、どこで出していただいても大丈夫ですよ？」

「でも、今日は思いっきり姫宮さんを抱きたいんだ。もう一回出しちゃったし、後はぜんぶ中に注ぎ込みたい」

　こんな欲望丸出しの言葉、普段はとても言えたものじゃない。

　でも、互いに気持ちが高まっている今はこうして口に出すのが正解だと思った。

　案の定、姫宮さんはより興奮を強くしたようだ。

「祐太郎くん……すごく、嬉しいですっ！　わたしも、本気のセックスをしたいですから」

　さっきフェラチオをしていたときも、彼女は興奮で下着を濡らしていた。

　となると、いまはより強い発情状態になっているだろう。

　俺とのセックスのために、ここまで興奮していると思うと嬉しくなる。

「姫宮さんはどうしてほしい？　前からか、後ろからか、それとも他の方法か……」

　折角だから彼女に選んでもらいたいと思って質問する。

　すると、彼女は迷いなく選択した。

「このまま押し倒して、正常位でエッチしてほしいです。祐太郎くんの顔を見ながら思い切り気持ちよくなりたいですっ！」

「そっか、なら俺も頑張らないとね」

　俺は彼女の気持ちを受け止めると、さっそくベッドへ押し倒す。

「あんっ」

　仰向けで横になると、彼女の黒髪が真っ白なシーツに広がる。

　改めて見ると、姫宮さんの白い肌も興奮で赤らんで所々に汗が浮いていた。

　純粋に真っ白なシーツとの対比が、彼女の興奮具合を強調している。

「祐太郎くん、きてくださいっ！」

　そんな彼女が、俺に向かって両手を伸ばしてきた。

　俺も迷わず手を伸ばして恋人つなぎにすると、ベッドへ押しつける。

　すると、自然と姫宮さんの体へ覆いかぶさるような形になっていた。

「このまま中に入れるよ」

「はい、もういつでも大丈夫です」

　彼女に足を開くよう促して、その間に腰を割り込ませる。

　勃起した肉棒を秘部へ押し当てると、その刺激で膣口がヒクヒクと震えた。

「すごく濡れているね。もうトロトロで、愛液がシーツにまで垂れてる」

「祐太郎くんに早く入ってきてほしくて待ちきれなかったんです。このだらしなくてエッチな穴に、早く栓をしてくれませんか？」

「ああ、望みどおりにしてあげる。いくよ！」

　ぐっと腰に力を入れると、そのまま一気に挿入する。

　たっぷりと濡れているおかげで、肉棒はズルズルと滑りながらスムーズに彼女の中へ入っていった。

「くっ、あっ……ひゃうぅぅっ！　中にっ、中に来てますっ！」

「うぁ……姫宮さんの中、今まででいちばん熱い！　それにグネグネ動いて……くぅっ！」

　奥まで挿入すると同時に、下半身が蕩けてしまうかと思うほどの快感に襲われた。

　張り詰めて敏感になった肉棒に、興奮で熱くなった肉ヒダが絡みついてくる。

　先端を押しつけている子宮口も、射精を促すようにヒクヒクと動いていた。

「油断するとこのまま暴発しちゃいそうだよ」

「ダ、ダメですよっ！　ちゃんとセックスするんですからっ！」

　姫宮さんは俺の言葉にすぐ反応して、しっかりそう返してきた。

　自分もかなり強い刺激を受けているはずなのに、やっぱりセックスに対するこだわりは人一倍強いな。

　けれど、彼女の言っていることももっともだ。

　これだけ興奮しているのに、すぐ終わってしまっては拍子抜けもいいところだった。

「このまま終わるのはもったいなさすぎるからね。俺も頑張るよっ！」

　気合を入れ直すと、大きく腰を動かしてピストンを始める。

「うぁ、んっ……祐太郎くんの、中で動いてますっ！　わたし、犯されちゃってる……ひゃ、ひぃっ！　気持ちいいですぅっ！」

　ズンズンと遠慮なしに腰をぶつけていくと、すぐ嬌声が上がり始めた。

　肉棒で膣内をかき回し、姫宮さんの性感帯を滅茶苦茶にしていく。

　その刺激によって与えられた快感が、彼女の全身を駆け巡っていた。

　腰を突きだすごとに肩を震わせ、熱い息を吐き出す。

「あひ、はぅっ！　気持ちいいですっ、体が溶けちゃいますぅぅ！」

　快感に表情を緩めながら喘ぐ姫宮さん。

　その姿を見ていると、俺もさらに体が熱くなってしまう。

「俺も気持ちいいよ姫宮さん！　本当に最高のセックスだ！」

　ピストンと共に嬌声が上がるのはもちろん、胸元の爆乳もそれに合わせて揺れる。

　片手では覆いきれないほどのサイズがある柔肉が、俺の動きと共に揺れるのはなかなか迫力があった。

　それだけでなく、俺の目は彼女の体の変化も捉えていた。

「中がいやらしく締めつけてくるし、おっぱいは揺れて乳首も硬くなってる」

「さ、さっき体が触れてたときから、ずっと気持ちよくてぇ……」

「触れてたっていっても二分くらいじゃないかな。それだけで乳首をこんなに硬くしちゃうんだね」

　そう言うと俺は身を屈め、タイミングを合わせて揺れる乳房を咥える。

「ひゃうっ!?　そんなっ、おっぱいまで……あひっ、ひゃあああっ!!」

「はむ、んじゅっ……あぁ、グミみたいに硬くなってる」

　乳首を咥えると、舌先を使ってこねくり回すように刺激する。

　まだ軽く愛撫しかしていないにも拘わらず、反応はとてもよかった。

「おっぱいもっ、おっぱいも溶けちゃいますっ！　あひっ、くうううぅぅぅっ！　ああああぁぁっ!!」

　膣に加えて胸まで刺激されるのはさすがに負担が大きかったのか、姫宮さんの体が悶えるように動く。

　けれど、両手がしっかり俺と繋がっているので逃れることは出来ない。

　それでも体の動きを止められない様子は、彼女の興奮が限界まで高まりつつあることを感じさせた。

「もう我慢できなさそうだね？」

「はひ、はっ、はぁっ……こんなに気持ちいいの、初めてです。気持ちよさといっしょに全部溶けていってしまいそうですっ！」

「じゃあ、溶けてなくならないように、しっかり繋ぎとめておかないとね」

「祐太郎くん……あぅ、んんっ！」

　俺は胸元から口を離すと、そのまま上に動いて姫宮さんの唇を奪った。

　強めに唇を押しつけながら、肉棒で子宮口を突き上げる。

「んぁっ、ひゃあぁっ……」

　すると、次第に彼女の目がとろんとしてきた。

　体の震えも治まって、代わりに手に力を込めてギュッと握ってくる。

「キスしながらエッチするの、すごく胸が熱くなって幸せですっ……もっともっと、してくださいぃっ！」

「ああ、望みどおりにいくらでもしてあげる。姫宮さんが溶けちゃうほど気持ちよくなっていいのは、俺の腕の中でだけだよ」

　それから、何度もついばむようにキスをしながら腰を動かした。

　キスの度にキュッと締めつけてくる膣内の感触を味わいながら、彼女の中を隅々まで犯していく。

　その間俺たちはずっと見つめ合ったままで、まるで心と体がいっしょに溶け合っているような気持ちよさだった。

　このままずっと姫宮さんと繋がっていたいけれど、興奮がせり上がってくる感覚がそれを邪魔する。

　それを何とか抑えて、セックスを長く続けようとしていた。

　けれど、結果的に少しピストンが弱くなってしまい、それを姫宮さんは敏感に感じ取っていた。

「祐太郎くんっ！　弱くしちゃいやです、力いっぱい抱いてくださいっ！」

「でも、このままじゃ……ぐっ、もう限界だ！」

　膨れ上がった興奮が今にもあふれ出しそうになっている。

　しかし、姫宮さんは妥協しない。

「最後までいっしょに、本気で気持ちよくなりたいんですっ！　だから、祐太郎くんっ！」

　必死に訴えかけてくるその姿を見て、さすがに断れなかった。

「分かった。姫宮さんの言うとおり、最後まで全力でやるよ！」

　方針を転換して、押さえていた力を全開にする。

「あぐっ!?　ひゃっ、ああああぁぁっ!!　すごいっ、全部メチャクチャにされちゃいますぅぅっ!!」

　姫宮さんの体を、串刺しにするような激しいピストンで責め立てていく。

「んっ、あうっ！　やっぱり、祐太郎くんとのセックスがいちばん気持ちいいですっ！　本気セックス大好きですっ！」

　全力のセックスを味わって、姫宮さんは全身を貫かれるような刺激に嬌声を上げながらも幸せそうな表情をしていた。









[image: ]











「俺も姫宮さんとのセックス大好きだよ。もちろん、姫宮さんも！」

「わたしも好きですっ！　きっと他の人とセックスしてもこんなに気持ちよくないです。祐太郎くんだからっ！」

　俺は彼女の上に覆いかぶさるような体勢のまま、激しいピストンをするために体全体を使って彼女をベッドに押しつける。

　当然ベッドへ押しつけられた姫宮さんは少し苦しくなっているはずだけれど、彼女は喜んでそれを受け入れた。

　その上で、与えられる快楽を堪能している。

「ひぅっ、んっ、あぁぁああぁっ……！　全部熱くなって、蕩けちゃいそうですっ！」

　姫宮さんも興奮してきたのか、今度は向こうから足を絡ませてきた。

　俺のものが欲しいというような動きに、こっちの興奮も限界になる。

「だ、だめですっ！　こんなに気持ちいいの、我慢できませんっ！　イクッ、イってしまいますっ!!」

「俺もいっしょにイクよ！　姫宮さん、受け止めてくれっ！」

　ギュッと体を重ねるようにしながらラストスパートをかける。

　そして、ついに欲望が爆発した。

「ああっ、あああああぁぁぁああぁっ！　イクッ、イクゥッ！　イキますっ！　ひゃぐううううううぅうううぅぅぅぅぅっっ!!」

　姫宮さんの全身が大きくビクついて、同時に深い絶頂に至った。

　それに合わせて体も震え、特に膣内は何重にも肉棒へ絡みついてくる。

　その刺激に、俺もとうとう我慢できなくなって射精した。

「姫宮さんっ……ぐっ、あぁっ!!」

　下半身が溶け切ってしまうかと思うほどの、甘い快感と共に精液が噴き上がった。

　腰をしっかりと姫宮さんのお尻に押しつけて、子宮口に密着した鈴口から直接中へ子種を注ぎ込んでいく。

「あぐっ、ああああぁぁっ！　熱いですっ、中が熱いぃぃっ！　祐太郎くんのザーメンで溶けちゃいますっ!!」

　大きな嬌声を上げながら、自分の意識を繋ぎとめるように抱きつく姫宮さん。

　俺もそれを受け止めて、お返しするように彼女を抱きしめた。

　やがて、快感の波が引いていくとふたりで見つめ合う。

「はぁ、んぐっ……はふぅ。気持ちいいセックスでした……」

「喜んでもらえたようで何よりだよ。ちょっと大変だったけど」

　あれだけ激しく犯して、さすがにもう体が動きそうにない。

　少し情けないかと思っていると、彼女は片手を動かして俺の手を握りしめる。

「ありがとうございます、わたしの相談にのってくれて。祐太郎くんがいなければ、ずっと悶々とした気持ちを抱えていたに違いありません」

「そう言ってもらえると嬉しいな。でも、俺は困っている人を助けられたらそれで満足だよ」

「まあ、満足なんて言わないでください。まだ世の中には色々とセックスの方法があるんですよね？　それを試すのはひとりではできませんから」

　その言葉を聞いて、俺は少しだけ呆れてしまう。

　もう十分にエロいというのに、まだ足りないというのか。

　これ以上セックスにハマってしまったら、どうなってしまうんだろう？

　それでも俺は彼女を止めるなどと考えず、むしろ応援したいと思っていた。

「……と、いうことはまだ俺の仕事は終わりそうにないね？」

「はいっ！　これからもよろしくお願いいたします。ふたりでたくさん気持ちのいいセックスをしましょうねっ！」

　元気に頷く姫宮さんを見て、これからもこの笑顔を守っていきたいと思うのだった。
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　ある平日、俺はいつものように学園で手伝いごとを頼まれていた。

「ええと、この校舎の掲示板はこれで最後だったか」

　校舎の各階にある掲示板の前に立つと、手に持ったファイルから数枚の用紙を取り出して貼りつけていく。

　内容は文化部が行うイベントの告知だったり、新聞部の作った校内新聞などだ。

　本来はクラス委員が持ち回りで行っており、今日はうちのクラスの担当だった。

　ところが生憎と委員長も副委員長も休んでいたので、俺が代わりを買って出ている。

「よし、これで終わりだな」

　すべての掲示物を貼り終わって、ついでに期限が切れた掲示物を回収する。

　これは捨てて良いと言われているので、教室のごみ箱に入れてしまおう。

　そんなことを考えていると、廊下の先から数人の女子生徒がやってきた。

　見覚えのある顔ばかりで、どうやらうちのクラスの女子たちらしい。

　そして、その中央には姫宮さんがいた。

　主に彼女へ話しかけているのは、クラスの女子でも中心にいる佐藤だ。

　姫宮さんは相変わらずの人気者で、ああして可愛がられている。

「奏ちゃん、今日こそ付き合ってもらうわよ。うちの近くのパン屋ですっごい美味しい新作チョコドーナツが出たの！　奏ちゃんに食べてもらいたいと思ってたのよ」

「では、ごいっしょさせていただきます。わたしもチョコは好きなんです」

「おっ、ホントに？　じゃあ約束だよ……って、あら？」

　姫宮さんが先に俺の存在に気付いて、その視線を追って女子たちも気づいたようだ。

「祐太郎くん、今日もお手伝いですか？」

「ああ、クラス委員が休みで困ってたみたいだから。でもこれで終わりだよ」

「いつもお疲れ様です」

　姫宮さんが丁寧にお辞儀をするので、こっちも合わせてお辞儀を返してしまう。

　相変わらず学園ではすごく丁寧な物腰だった。

「あらあら、誰かと思えば彼氏君じゃない。もしかして、このあとデートの約束とかあったりする？」

　俺と姫宮さんの関係はすでに学園内でも広まっている。

　最初はみんな驚いていたけれど、懸念されていたような大きな反発はなかった。

　姫宮さんへ告白していた中でも、特に熱烈だった男子たちが体育館裏の一件で諦めてくれたことが幸いしていたのだろう。

　多少からかわれることはあるけれど、比較的静かに過ごせている。

「いや、今日は特に予定はないよ。ねえ姫宮さん？」

「ええ。ただ、夕飯は少な目にする必要があるかもしれませんね」

「ははは、なるほどね」

　こんな会話をしているくらいなので、至って平穏だ。

　ただ、それは昼間の話。

　時間や場所が変われば事情も変わる。その日の夜、姫宮さんのマンションの一室では彼女が昼間の様子からは想像もできないほどいやらしく乱れていた。

「んぁっ、きゃあっ！　はぁはぁ、もういっぱいですっ……んんっ！」

　彼女はベッドの上で四つん這いになり、膣内で俺の肉棒を咥え込んでいる。

　すでに一糸まとわぬ姿で、真っ白い肌を興奮で紅潮させている。

「姫宮さん、今日は普段より積極的だね」

　俺はと言えば彼女の背後に陣取って、後背位でセックスしている。

　少し動きを止めて質問すると、彼女は恥ずかしそうに頬を赤らめた。

「それは、その……実は、おススメしていただいたドーナツがあまりに美味しかったので、少し食べ過ぎてしまって……」

「なるほど。夕飯までキッチリ食べてたからね。少しは運動しないといけないと思った訳だ。それでさっきは騎乗位だったのか」

　実は、セックスはすでに二戦目に入っていた。

　最初は姫宮さんが上になった騎乗位で、彼女の大胆な腰使いに搾り取られてしまった。

　それでも満足していなかったようなので、こうして連戦しているという訳だ。

「運動と考えてセックスするなんて、やっぱりおかしいでしょうか？」

　少し不安そうな表情でそう言うので、俺は首を横に振る。

「そんなことない、姫宮さんらしくていいと思うよ。俺もたくさんエッチできて嬉しいし」

　甘いものを食べすぎたからセックスで運動しようなんて、年ごろの女の子にしては少し、というかかなり変わった思考なのは確かだろう。

　けれど、姫宮さんは何かとセックスを中心にした考え方をするようになっていた。

「なにより、姫宮さんが困ってるなら手伝わないとね」

「ふふ、祐太郎くんならそう言ってくれると思ってましたよ」

　彼女はそう言うと、早く続きをしようとばかりにお尻を動かしてアピールしてくる。

　俺はその可愛らしい仕草に興奮しつつ、また腰を動かし始めた。

　姫宮さんのお尻に腰を打ちつけるたび、パンパンと乾いた音が鳴って寝室に響く。

　さらに結合部からは、愛液が掻き混ぜられる卑猥な水音も聞こえてきていた。

「んっ、はぅっ！　もっと激しくしてくださいっ！」

　ただ、今のままでは姫宮さんは満足しないらしい。

　俺のほうへ振り返ると、快楽に目を潤ませながらも求めてきた。

　ここまで煽られて黙っていたら情けない。

「なら、もっと本気でいくよ！」

　彼女の腰を両手で掴むと、これまで以上の激しさで犯しにかかった。

「ひゃっ、ああっ！　ひぎゅううぅぅっ！　奥まで、ゴリゴリってぇ……はひっ、くうううううぅぅぅぅんっ!!」

　肉棒で子宮を突き解すような激しいピストンに、たまらず大きな声が上がった。

　大量の快感が一気に彼女の体へ押し寄せて、手足がガクガクと震えている。

「はひっ、ひゃぁ……ダメです、もう腕がぁ……」

　二戦目ということもあって、体に疲れが溜まっていたんだろう。

　とうとう自分の腕で体を支えられなくなって、上半身をベッドへ伏せてしまう。

「はぁはぁ、はぁっ……姫宮さん、こんなに激しくして大丈夫？」

「はふ、はぁっ……だ、大丈夫ですよ。遠慮せずもっと犯してくださいっ！　わたしの体の奥まで、すべて祐太郎くんで満たしてほしいんですっ！」

　心配して声をかけてしまったけれど、彼女の返答は相変わらずだった。

　綺麗な黒髪を揺らしながら、見た目とは裏腹に淫乱なおねだりをする姫宮さん。

　ここまで彼女をエッチにしたのは自分なのだと思うと興奮してしまう。

「じゃあ、今度は遠慮なしだ。いくよっ！」

「あうっ!?　ひゃ、くぅうぅっ!!　おちんちんにかき回されてっ……あひっ!!」

　興奮でトロトロになった膣内をかき乱し、肉体を溶け合わすように結合していく。

　姫宮さんは激しい快感に目を白黒させながらも、しっかり俺を受け止めていた。

　そろそろ刺激にも慣れてきて、気持ちよさそうに喘ぎ始める。

「はぁはぁ、んんっ……気持ちいいですっ、やっぱり祐太郎くんのおちんちんがいちばんですっ！　わたしの体にピッタリで、すっごく気持ちいいですぅっ！」

　姫宮さんのセックスに対する好奇心は尽きず、ときには色々なおもちゃを使ったプレイも楽しんでいる。

　それでもいつも、最後は俺とのセックスがいいと求めてくるから本当に愛おしかった。

「うひゅっ、んぁっ！　気持ちよくて頭がドロドロになりそうですっ……祐太郎くんとのセックス、本当に気持ちいいっ！」

「はぁ、ふっ……姫宮さんの体、隅から隅まで俺が開発したんだからね。当たり前だよ」

　俺自身も息を荒げながら、限界を感じて最後のスパートをかける。
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「あひぅっ!?　ぐ、ひぁっ！　また激しくっ……んくうううぅぅっ！」

「姫宮さん、最後はどこに欲しい？」

　少し前のめりになって囁く。すると、彼女は迷いなく答えた。

「中にっ、そのまま中にくださいっ！　祐太郎くんのザーメンでいっぱいにしてっ！」

「もうお腹いっぱいに食べてるっていうのに、欲張りだね。いいよ、残らず注ぎ込んであげる！」

　再び体を起こすと、最後に大きく腰を引いて打ちつけた。

　それと同時に、限界まで高まっていた欲望が吐き出される。

「ひぁっ!?　くっ、ああぁっ！　イクッ、熱いの来てるっ！　イックウウゥウゥゥッ!!」

　ビクンッと大きく彼女の体が震え、膣内がギュウギュウ締めつけてきた。

　射精中の肉棒が締め上げられ、残っていた精液もすべて絞り出されてしまう。

「くぅっ……姫宮さんっ！」

「祐太郎くん、出してっ！　最後までわたしの中にっ……あんっ、ひゃ……あひぃっ！」

　俺は体重をかけるようにして肉棒を最奥まで押しつけながら、最後の一滴まで射精する。

　そして、姫宮さんも絶頂の快楽を最後まで味わっていった。

　やがて絶頂の波が過ぎ去ると、姫宮さんは力が抜けてしまったようでベッドへ倒れ込む。

　俺はそれを介抱しながら、連戦で喉もカラカラになってしまった彼女に水を飲ませた。

「ん、んくっ……はぁ。すみません、ありがとうございます」

「いいんだよ。それにしても、今日はかなり乱れてたね」

　甘いものを食べたので運動したい、という理由にしても少し感じすぎだった気がする。

「……実は、お店でお話ししているときに、祐太郎くんのことも話題になったんです。普段どんなふうに過ごしてるのかって」

「へえ、そうなんだ」

　俺は彼女の隣へ横になりながら、その話を聞く。

「あの場でセックスのことを言う訳にもいかなかったので、そのムラムラをぶつけてしまったんです」

「そういうことだったのか……それで、俺はちゃんと姫宮さんを満足させられたかな？」

「もちろんです！　わたしにとっては祐太郎くんが最高の恋人ですよ」

　そう言うと、彼女はこちらに顔を近づけてキスしてくる。

　俺もお返しに、彼女の肩に手を回してギュッと抱き寄せた。

「ねえ、祐太郎くん。これからも外では話せないエッチなこと、たくさんしてくださいね？」

　俺はその問いかけに頷くと、今度はこちらから唇を奪うのだった。







あとがき




　皆さんごきげんよう、愛内なのです。

　今回の作品は、クラスのお姫様で純粋無垢なヒロインに突然エッチな相談をされて、彼女のお願いでエロエロに調教していくというストーリーです。エロ知識が皆無な女の子にテクニックを教え込んでいくというのは、なかなか背徳感があってエロいですよね！

　そして、ヒロインの姫宮さん自身もかなりエッチに積極的なのが特徴です。

　指導によってエッチになっていくヒロインの姿を楽しんでいただけると嬉しいです！




　さて、今回も出版にあたって様々な方にご助力いただきました。

　担当編集さん。毎度いろいろな場面でお手伝いいただき、ありがとうございます。

　イラストレーターの「あにぃ」さん。ヒロインの姫宮さんの無垢な表情と、エロシーンでのエッチな表情のギャップが最高です！　ありがとうございました。

　そして、本を手に取ってくださった読者の皆様。これからも応援に応えていけるよう頑張りますので、よろしくお願いいたします。それでは、バイバイ！





２０１９年１１月　愛内なの









ぷちぱら文庫 Creative

純じゅん粋すい無む垢くな姫ひめ宮みやさんは本ほん気きセックスを知しりたくて

～性よく欲ぼう任まかせの俺おれが淫いん乱らんにしてあげる～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg
@D > ANEEDVEHCES |






OEBPS/Images/embed0016.jpg
CD | FOBRURES |






OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg
@D MU SYDANES






OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006.jpg
@D MNKATLR0SELSEK





OEBPS/Images/embed0004.jpg
3—00\)

R

PN

Ya
3

{

EOHONS





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
i 81 5






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg
i,

W \W “\ \






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ　純粋無垢な彼女の裏の顔


		第　一　章　クラスメイトからの思わぬ相談


		第　二　章　姫宮さんへのセックス指導


		第　三　章　セックスを通じて深まる想い


		第　四　章　一線を越えた関係へ


		エピローグ　純粋で淫乱な恋人









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
SO 111

H
.
T
QS

TR R ROEDE
IS5 X1 bhSDEDHAER
EESANDEYIRES
Y IR%EEUTEEHEL
— A TCREAN
WRTEILBA






OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





